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ＲＩ会長  フランチェスコ・アレッツォ

第 2500 地区ガバナー
佐渡　正幸（釧路北 RC）

本日のプログラム

次週例会 ガバナー補佐 及び 各クラブ会長・幹事 表敬訪問（理事会）

キャンドルパーティ（親睦活動委員会）
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんばん
は。いよいよ最終例
会です。今日が 48
回目の例会となりま
す。私は 1回だけサ
ウジアラビアへの出
張のため、1回休み

ましたので、私は 47回目の会長挨拶をすることにな
ります。
思い返しますと、毎週木曜日の例会になると、会長挨
拶で何を話さないといけないかな、なんの話をしよう
かな、と思っていつも悩んでおりました。ロータリー
にどう結びつけようかなとか、少しでもお伝えできる
ものがあればお伝えしたいなと思って、いろいろ考え
た 1年でした。ロータリーの歴史だったり、国際奉
仕だったり、地域の話題だったり、あるいは仕事に絡
む問題、それこそ生成ＡＩのことを何回かお話しさせ
ていただいたり、あるいはハーバード大学の図書館落
書きの話もさせていただいたこともあります。挙句の
果てにはブラックサンダーの話もさせていただきまし
た。それを振り返ってみますと、なかなかいい思い出
だなと思っております。
それとは別に、先週お伝えしたのですけども、ロータ
リーバッチを付けているのですが、もうひとつ毎週違
うピンバッチを付けようと工夫をしておりました。そ
れを毎週付けて、それを亘理副幹事に写真を撮っても
らって、亘理さんが Facebook に投稿していました。

そのFacebookに投稿した写真や原稿を全部まとめて、
それこそ「1年間の振り返りをして、ピンバッチをま
とめてくれ、写真を上げてくれ」とＡＩに指示をして
今回作ったのが、皆さんの卓上に配付されているもの
です。こんなピンバッチを付けていたのだと思ってい
ただければと思っております。
　自分で振り返ってみると、こんなバッチを付けてい
たのだなと。例えば、クリスマス例会のときはドラえ
もんのバッチを付けていました。よくよく見るとハ
リー・ポッターとかロータリーと関係のないピンバッ
チを付けていたりしますので、ちょっと楽しんでいた
だきながら見ていただければと思って配布させていた
だきました。
　本日は、この後でもう一度、皆さまに最後の挨拶を
させていただく機会があると思いますので、会長挨拶
としては、皆さんとこうやって最終例会をお迎えする
ことができたことを嬉しく思うとともに、冒頭の会長
挨拶とさせていただきます。
本日は、最後までよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　横田　英喜幹事
　幹事報告をさせていただきます。本日は多数のご出
席ありがとうございました。
毎度の話になりますけれども、パーソナルボックス皆
さんの資料がある方もいらっしゃるかと思いますの
で、ぜひ本日、お持ち帰りいただければと思います。
　また例年同様で、事務局の整理をしておりまして各
種記念品の余っている物というと変ですけれども、記

念品グラスとか折りたたみ傘とかがありますので、好
きな物ありましたらお持ち帰りいただいて、できれば
ニコニコの袋も置いていますので、ニコニコしていた
だければと思います。よろしくお願いいたします。
最後の挨拶となりました。拙い挨拶でしたけれども、
お付き合いありがとうございます。一年間、ありがと
うございました。

スポンサー　木下　正明君
　鮫島八寿子さん
をご紹介します。
数カ月前に、私の
ところに「社会勉
強のためにロータ
リークラブかライ
オンズクラブに入
会したいのですけど、どこがいいのでしょうか」と聞
かれました。私が、ここが一番いいと思っているのに
他の所を紹介することはできません。鮫島先生の人柄
はよくわかっていることもあって、釧路ロータリーク
ラブに地元の方として第１号としてぜひお入りいただ
きたいと思いまして、荒井会長とスポンサーを務めさ
せていただいて、今回の入会の運びとなった次第です。
　鮫島先生は、若竹町で『やひろクリニック』の院長
をされております。「まる金寿司」の左斜め前の位置
関係があります。ほかにもいろいろ会社を経営されて
おります。ご趣味はゴルフをされるようです。旦那様
は札幌に在住で、お医者様をされております。あとは、
ご本人から自己紹介をしていただければと思います。
それではでは、鮫島さん、お願いします。

新入会員　鮫島八寿子君
　初めまして、鮫島
八寿子と申します。
よろしくお願いいた
します。私はずっと
釧路で育ちまして、
大学は東京に行きま
して、いろいろと見

聞を積んで北海道に戻ってきました。実家は村田商店
という餌（えさ）屋です。餌と村田牧場という第一次
産業を中心にやっているのですが、父と母が 13年前
に突然他界しまして、今、そちらの方の経営もしなが
ら、10年前に、加勢先生の所を居抜きで買いまして、
クリニックを開いた次第です。現在は、内科と在宅診
療として 24時間働いている形になります。いま、こ
ちらでご挨拶が終わりましたら患者さんのことで退席
させていただきます。本当に申し訳ございませんが、
こういう形で仕事をしております。

医者としての仕事は自分なりにも満足のいくものであ
りますが、北海道の今の第一次産業というのはかなり
厳しくて、餌のことでは私たちは大きいフィードワン
というとこから餌を買って、特約店として農家さんに
売っているのです。ただ、酪農関係はかなり疲弊して
いまして、離農される方が多く、その中でどのような
立ち位置で私が働いていけるか、いろんなことを提供
できるか、北海道の第一次産業をどうやって守ってい
くかを考えるにあたって、なかなか自分のキャリアで
は、経済とか社会とか、とても太刀打ちできるもので
はないということを常々実感しておりました。やはり
ロータリークラブでいろんな能力のある方にいろいろ
なことを学ばせていただきたいと思って木下先生に、
私のような若輩者が恥ずかしいのですけども、勉強さ
せてくださいとお願いして、今日に至っております。
これからいろいろと学びたいことも多いですし、ご相
談させていただくことも多いと思いますが、これから
どうぞよろしくお願いいたします。
釧路の歴史と伝統のあるこのような立派な会に入会さ
せていただきましたことを本当にありがたく思いま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございます。

歓迎の言葉　　荒井　　剛会長
　鮫島さん、ご入会おめでとうございます。今年度、
最後の例会ですが、次年度からまたどんどん参加して
いただければと思っております。
私自身は本業が弁護士で、スケジュール管理がなかな
か忙しくて、多忙ではあるのですけど、できる限りや
りくりして、ロータリークラブの例会に参加するよう
にしておりました。そういうことを続けた結果、本当
にいろんなことを学ぶことができましたし、成長する
ことができました。
ぜひ次年度、大変だと思うのですけども、時間の許す
限り、例会に参加していただいて、皆さんと交流いた
だいて、1日でも少しでも皆さんと触れ合って学んで
いただければと思っております。今後ともどうぞよろ
しくお願い申し上げます。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　親睦委員会の中島です。これよりキャンドルパー
ティーを開催させていただきます。
それでは開会のご挨拶を、クラブ運営委員会の天方大
副委員長にお願いしたいと思います。
天方君、よろしくお願いいたします。
　

クラブ運営委員会　天方　智順副委員長
　皆さま、こんばん
は。本年度、最後の
例会でございます。
荒井会長、横田幹事、
池田副会長、本当に
お疲れ様でございま
した。他の理事の皆

さん、何よりもメンバー全員の皆さま、本当に 1年間、
お疲れ様でございました。
今年 1年を振り返って、今日は楽しい夜にしていき
たいと思います。
以上、中島委員長が「1分以内で終わらせろ」と言っ
たので終わりにします。よろしくお願いいたします。

乾杯のご発声　髙橋　直人直前会長
　皆さん、こんばん
は。ご指名ですので、
乾杯のご挨拶をさせ
ていだきます。
荒井会長、三役の皆
さん、理事の皆さん、
各委員会メンバーの

皆さん、１年間の活動お疲れ様でした。
特に荒井会長におかれましては、本来であれば、直前
会長ということで、次年度を少しお休みできるのかな
と思いましたら、次年度、ガバナーノミニーというこ
とで、これから忙しい毎日がまた続くとは思います。
ロータリークラブのために、奉仕事業のため、頑張っ
ていただければと思います。私たちも応援しますので
どうぞよろしくお願いします。
最後になりますが、荒井会長の楽しい挨拶が聞けなく
なるということで、少し寂しいとは思いますが、次年
度会長、工藤会長に期待して乾杯したいと思います。
皆さん、乾杯のご唱和をお願いします。
荒井会長の帰港をお祝いして乾杯いたします。
（乾杯）
ありがとうございました。

出席 100 パーセント表彰
出席委員会　 水口　喜文委員長
　出席委員会の水口です。時間を少々いただきまして、
100％出席者の発表を行いたいと思います。
　対象者の皆さまには記念品を用意しておりますの
で、お名前をお呼びしますので、蝶ネクタイが素敵な
佐藤大委員長より、記念品を受け取ってください。
まずは、例会＋メークアップの出席率 100％です。
出席率の高い方からお呼びいたしますので記念品を受
け取ってください。
　まず、荒井剛君、おめでとうございます。横田英喜

君、日理一哉君、工藤彦夫君、西村智久君、佐藤貴之
君、市橋多佳丞君、杉村荘平君、八幡好洋君、池田一
己君、中島徳政君、石井孝行君、松井聖治君、村上祐
二君、白幡博君、佐々木俊和君、濱口憲太君、吉田潤
司君、髙橋直人君、脇弘幸君、青田敏治君、最後に石
田博司君。
以上が「例会＋メークアップ」の 100％達成者です。
おめでとうございます。
　最後に「例会 100％」の方ですが、今年は 48回の
例会がありました。その 48回全てに出られた方は 1
人いらっしゃいます。田中正己君です。おめでとうご
ざいます。

釧路ロータリークラブ例会出席率 100 パーセント受
賞者のコメント　田中　正己君
　皆さん、こんばん
は。今日はキャンド
ルパーということ
で、また、僕は平成
13年の２月に入会
しました。今日は入
会と例会出席 100％
ということで貴重なお品物をいただきました。本当に
ありがとうございます。
荒井会長、池田副会長、横田幹事、本当に 1年間ご
苦労様でした。また、皆さんとともに頑張っていきま
すのでよろしくお願いいたします。ありがとうござい
ます。

ご挨拶
釧路ロータリークラブ事務局員　小野田　伸子さん

　事務局の小野田で
す。1年間本当にあ
りがとうございまし
た。私は弟の東堂か
ら紹介をいただき去
年の４月に事務局に
入り、お世話になり

ました。早いもので 1年３カ月が経ちまして、本当
に皆さまには、いろんな場面でお世話になりました。
ありがとうございます。
　初めのころは、ロータリー用語で、皆さんの口から
出るのは横文字ばかりで、何を言っているのかちんぷ
んかんぷんでしたけど、その都度 Google 大先生に助
けていただきました。
まぁ、紹介してくれた弟からは「俺がいるから大丈夫
だ。幹事だから俺に何でも聞いてくれ」と俺に頼って
くれと言うばかりに、男らしいことを聞きましたので、
私も安心して入ったつもりなのです。ですけども、蓋
を開けたら、なんと７月で交代と。そんなことは聞い

ていなかったので、事務局の鍵を返された時には騙さ
れたのではないかなという感じに陥りました。
そんな中で、横田幹事には１年間、失敗も一緒に慰め
合い、成功した時にはお互いに褒め合いながら、二人
三脚で歩ませていただきました。本当に横田幹事あり
がとうございました。八幡幹事には、来年度お世話に
なりますけども、どうかよろしくお願いいたします。
ということで来年度も事務局の職員として皆さまのお
手伝いができるように頑張ってまいりたいと思います
ので、よろしくお願いいたします。
本当に一年、ありがとうございました。

ご挨拶
センチュリーキャッスルホテル　　　西澤様
　釧路ロータリーク
ラブの皆さん、こん
ばんは。私、ただい
まご紹介いただきま
した釧路センチュ
リーキャッスルホテ
ルの西澤です。
荒井会長を始め三役の皆さん、1年間、本当にお疲れ
様でございました。
　また、荒井会長には、レストランのランチご利用い
ただきまして本当にありがとうございます。
　釧路ロータリークラブの皆さんは 90周年の式典を
11月に控えておりまして、本当に次年度大変な 1年
になるのかなと思いますが工藤会長年度もどうぞよろ
しくお願いいたします。私たちも最大にバックアップ
をさせていただければと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。
本当に一年間、ありがとうございました。

（ご歓談中）

キャンドルサービス　三役の入場　　　　　　　　　
　　　　　　　
　この 1年間、世界平和のために活躍されました荒
井会長以下３名の三役が帰還をしてまいりました。皆
さま、大きな拍手でお願いいたします。

クラブ運営委員会　出席委員会　水口　喜文委員長
出席委員会の水口で
す。出席委員会と言
いながら、出席しな
い委員長で 1年間が
終わってしまいまし
た。本当に皆さんに
申し訳なかったで

す。

ただ、最低限の仕事として出席の報告とか、出席の集
計、そして今日の記念品の贈呈と、最低限のことだけ
をやらせてもらいました。
そんな中でも事務局の小野田さんには、きっちり毎回、
出席報告していただきまして、スムーズな集計ができ
ました。ただ、毎年皆さんが言っていますけど難しい
Excel に慣れるまでなかなか苦労して、最後はこれが
あったおかげで、きっちりと集計ができたと思います。
来年は松井君と聞いていますので、しっかりといいも
のを渡したいと思います。
1年間、皆さまのおかげで無事過ごすことができまし
た。来年はできる限り出席をして、少しでも貢献した
いと思っています。どうもありがとうございました。

プログラム委員会　濱口　憲太副委員長
　本日は藤井委員長
が出張ということ
で、副委員長の私が
代読をさせていただ
きます。
　私はこの 1年、プ
ログラム委員長を務

めました藤井敬亮です。今を迎えての感想を率直に言
いますと、意外と面白かったなということです。引き
受けた当初は、年間およそ 15コマを埋めなければな
らず、そんな人脈ないぞと不安にもなりましたが、荒
井会長をはじめ横田幹事、そして佐藤委員長、委員会
各メンバーの助けをいただき、相談しながらコマを埋
められました。
　内容は私の活動分野でもあります地域活動や福祉教
育にこだわらせていただきました。地域活動や福祉教
育の実践現場に近いお方を招いて、会員皆さまの地域
への寄り添いを深めたかったからです。結果は、委ね
るしかありませんが、私としては意外と面白かったな
という満足感でいっぱいです。
来月からはワンステップ上がって奉仕プロジェクト委
員長となります。不安しか感じませんが、できる限り
頑張ります。
この 1年間、ご協力、お付き合いくださいました皆
さま、例会にご出席いただいた会員皆さまに感謝を申
し上げます。ありがとうございました。
　
クラブ会報・雑誌・公共イメージ委員会　
　　　　八幡　好洋委員長

クラブ会報委員会の
八幡です。1年間、
メンバーの皆さん本
当にお世話なりまし
た。委員会のメン
バーの皆さんに、た

くさん助けていただいて本当にありがとうございまし
た。
クラブ会報委員会といいますと、写真を毎回記録取る
のが仕事でして、今回は吉井さんに担当いただいてい
るのですけれども、写真を撮るだけではなくて、実は、
毎週の例会記録が上がってきて、そのチェックをする
仕事があります。来年、幹事を担当させていただくの
ですが、その前年に、このクラブ会報を担当させてい
ただいて、いろいろ例会の流れを確認させていただく
機会をいただけたのは、本当にいい機会だったなと
思っています。ありがとうございます。
実は「来週、打ち上げ委員会を開催しよう」と関向副
委員長の発案で開催することとなったのですが、そこ
にほぼ全員のメンバーの皆さんが参加いただけること
になりましたので、最後にいい締めくくりができると
思っております。
一年、本当にありがとうございました。

会員増強･選考･職業分類委員会　市橋多佳丞副委員長
　会員増強の小野寺
委員長が本日、欠席
ということで代わり
に私からご報告をさ
せていただきます。
今、戻られた横田幹
事に確認をしました

けども、今年の年度当初は 103 名でスタートしまし
た。このクラブが現在 108 名になったということで
５名の増強に成功したとなっております。本当に皆さ
まのご協力に心より感謝を申し上げます。ありがとう
ございます。
　私は次年度以降も副会長という役職をいただいてお
りますので、しっかりとこの流れをさらに加速させて、
110 名以上を超えるような大きなクラブに皆さんと
ともに育てていきたいと思っております。ぜひ皆さま
のご協力を、来年度以降もよろしくお願いを申し上げ
まして、私からのご挨拶とさせていただきます。
本年一年、大変お世話なりました。ありがとうござい
ます。

クラブ研修委員会　滝越　康雄委員長
　クラブ研修委員会
は何に苦労したかと
いうと、炉辺会合で
の皆さんの人事異
動、配置、あの図面
に大変苦労しまし
た。どうやってやろ

うかと思ったら、自分の独断で人事異動しました。
まず、会員さんの分類したのです。会長経験者に、ボ

スに、愉快な人に、ちょっと癖のある人、新入会員、
そういうのを分類して、あっち、こっちやって、そう
して 100 何名配置をしなきゃならないのです。その
下書きをしたところで、横田幹事に渡したのです。そ
の下書きが表に出たものだから、大変な目に合いまし
た。２回、苦労していたのだけど、飲食店さんの話と
か、自分なりに楽しんでやらせてもらいました。来年、
この役をやる方には私がやったコツだったら教えます
ので、頑張ってください。
以上です。

社会奉仕委員会　木下　正明副委員長
　社会奉仕委員会は
湿原に子供たちを連
れて行って、ひがし
北海道釧路地域の良
さを知っていただく
事業をさせていただ
きました。３年継続

事業で、後藤年度から荒井年度まで３年間で 104 名
の小学生を湿原に連れて行きました。本当に、実際に
知らないのはわれわれ大人じゃないかなと思いまし
た。ビデオを何回か撮っているのですけど、一番喜ん
でいたのは私です。「うぇー」とか「わぁー」と言っ
ているのが私だったということです。
湿原って本当に地面がないと知っていました？　と前
も聞いたのですけど、湿原に地面が本当にないって
知っている人いますか？　
湿原って地面がないのですよ。草が浮いているだけな
ので、その上をみんな歩いているのですよ。だから、
行ってみないと絶対にわからないのです。
今年度も、来年度も、再来年度も、永遠に湿原ツアー
をやりますので、もしよかったら９月 26～ 27日に
皆さんご参加いただければ、「湿原に地面がない」と「谷
地眼に胴長ではいて入れる」体験ができますので、ぜ
ひよろしくお願いします。
一年間、本当にありがとうございました。

職業奉仕委員会 　残間　　巌委員長
　職業奉仕委員会の
残間です。ロータ
リーに入会して初め
ての委員長でしたけ
れども、職業例会と
いうことで２回、和
商さんとＮＨＫさん

にお邪魔させていただく計画をさせていただきまし
た。
　決めたのは荒井会長の強い意向で、ここに行く、こ
こに行く、というように決めてくださったので、私は

段取りをするだけです。かつ、和商は段取りだけをし
て、私は行けなかったという非常に残念なことをした
なと思っています。ＮＨＫのときは、皆さんが子供の
社会科見学同様に、ニュースブースの前に立ってパチ
パチと写真を撮っているのが非常に印象的でありまし
た。
　来期は、親睦の曽我部委員長の下、副委員長という
ことで、頑張らせていただきますが、曽我部委員長、私、
それから西田副委員長ですけども、誰も親睦を経験し
ていないのです。どうなるのだろうという不安の中で、
正副が今いろいろな打ち合わせしています。いろんな
失敗があると思いますけれども、大目に見ていただけ
れば幸いです。
一年間、どうもありがとうございました。

国際奉仕委員会　東堂　光春委員長
国際奉仕委員長の東
堂です。１年間、本
当にありがとうござ
いました。
前年度の村上委員長
から引き継ぎまし
て、台北中央ロータ

リークラブとの友好を図っていきました。16名の参
加ということで、英一さんと荒井会長には台湾ではお
世話になりました。
また、６月にタイのラチャブリロータリークラブに２
年連続で行かせていただきました。その時も英一さん
と荒井会長、ありがとうございました。
ということで台北中央ロータリークラブの事務局のア
ビーさんという方と仲良くなりまして、最後の最後に
ＬＩＮＥ友だちになって、友好を深めていたのですが、
次年度石井委員長に引き継ごうとした瞬間にアビーさ
んが７月に退任されるということで大変悲しいのです
が、僕は個人的に繋がっていきたいなと思っています。
一年間、ありがとうございました。

青少年奉仕委員会　岩田　信一委員長
　野球大会から始ま
りました。去年は高
校のグラウンドを使
いましたけれども、
今年は運動公園の大
きい球場でさせてい
ただきました。

　アイスホッケーのほうは無事に全国から集まって大
会ができることになりました。本当に参加協力いただ
きまして、ありがとうございます。
私は新入会員のとき以来、２年目からずっと社会奉仕
にいましたけども、来年はやっと抜けることができま

した。ありがとうございました。
一年間、どうもありがとうございます。
　
ロータリー財団寄付推進委員会　吉田　秀俊副委員長

　皆さん、こんばん
は。本日は堀委員長
が出張のため欠席し
ておりますが、委員
長から報告書を預
かっておりますの
で、副委員長の私か

ら報告させていただきます。
今年度ロータリー財団寄付推進委員会では、歴史と伝
統のある釧路ロータリークラブがこれまで以上に生き
生きと魅力のあるクラブとなるよう積極的に活動して
まいりました。会長方針であります「笑顔と誇りを胸
に挑戦するロータリー」を達成するために、また国際
交流事業を推進する上でも、ロータリー財団の内容や
その使い道などの情報を発信してまいりました。
　ロータリー財団への理解を図るため、寄付の推進や
認証ポイントの利用促進を中心に活動していく中で、
会員の皆様には大変ご協力をいただき、心より感謝い
たしております。また、昨年の 11月に開催されまし
た担当例会では、荒井会長からグローバル補助金につ
いてのその仕組みと今後の展開というテーマでご講演
をいただき、無事に終えることができました。
　荒井会長、委員会メンバー、そして全ての会員の皆
さん方に感謝申し上げ、活動報告させていただきます。
一年間、大変ありがとうございました。

米山記念奨学会委員会　代読　親睦活動委員会　中島
　徳政委員長
　次は米山記念奨学会委員長の米本さんですが、本日
欠席で文書が届いておりますので私の方から代読をさ
せていただきたいと思います。
米山記念奨学委員会の米本です。本日、所用により出
席できないことをお詫び申し上げます。本年度、当委
員会は二つの例会を担当させていただきました。ひと
つ目は、昨年 10月 16日、北見ロータリークラブの
帰山哲雄君と北見工業大学の留学生・テリゲルさんを
お呼びして講演をしていただきました。
この例会で米山留学生の実際の生活の様子や考え方な
どを理解していただけたのではないでしょうか。二つ
目は例年どおり開催された米山記念チャリティーコン
ペです。開催時期が変更になり寒くなりましたが、多
くの皆さまに参加していただき感謝しております。
以上、本年度の委員会の活動報告でした。委員会メン
バー並びにクラブの会員の皆さまにご協力いただきま
して、一年間、本当にありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　脇　　弘幸委員長
　今年度、嵯峨記念
育英会委員会の委員
長です。いま考えた
のですけども、委員
長はクラブ研修委員
会の委員長から 5年
ぶりなのです。この

「委員長をやってくれ」という話がよくわからないの
ですけど、横田幹事からありがたいことに連絡をいた
だきました。
横田幹事が「脇さん、次年度嵯峨の委員長をお願いし
ます」と言うのです。私からは「いやぁ、そんな委員
長のポストもったいない。もっと若い人にやっても
らって。自分はサポートにしっかり回るから、このポ
ジションを若い人にやってもらってほしい」と言った
のです。そしたら横田幹事から、なんと、「いや、違
いますよ、脇さんが若手です」と。ちょっと待て、と。
そのように諭されましたよ、確かになぁ、人生 100
年といわれる時代ですから、60代なんてまだまだ若
手、小僧だ、ということで私も考えまして、「わかり
ました。横田さんありがとうございます。気持ちよく
引き受けさせていただきます」ということで私、今年
度、若手の 1人として、多くの委員長の活動をしっ
かりと進めてきましたので、これからまた次年度も若
手の 1人として、小僧寄りの中堅として、また 1年
間頑張っていきたいと思いますので、今年度は皆さま
のご協力をいただきまして本当にありがとうございま
した。
例会のことはよくわからなくて、何も言ってないので
すが、本当にありがとうございました。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　最後にわれわれの
親睦活動委員会で
す。私から挨拶をさ
せていただきたいと
思います。
本当に１年間夜間例
会を設えさせていた

だきましてありがとうございます。大変たくさんの方
にお集まりいただいたと思っております。
脇君と同じ年の中島です。個人的に言いますと、私も
『鱗』のカウンターで荒井会長と横田幹事がいまして、
「親睦委員長が空いているのだけれど、どうだろう」
と言われて、酔った勢いで「はい」と言ったのがこの
結果になっております。1年間、夜間例会の設えをさ
せていただきました。本当にたくさんの方にご参加い
ただき、ありがとうございました。
親睦委員の皆さんには今回、すごく出席率も良く、委

員会もたくさん出席していただきました。各支店長さ
んには、本当に頑張っていただきました。それぞれ支
店長さん方には、例会の司会とかをひとつひとつ受け
持ってもらう形で、それぞれのタレント性も皆さんに
見ていただけたのではないかなと思っております。
１年間は本当にあっという間で、最後のキャンドルに
なりました。これでしばらく私はお休みに入りたいと
思っております。
本日も 65名の出席ということで大変多い出席と思い
ます。この例会、というかこの釧路クラブの例会をす
る楽しい雰囲気大好きです。今後ともよろしくお願い
いたしまして、一年間のお礼をさせていただきたいと
思います。
本当にありがとうございました。　

荒井　　剛会長　謝辞
　これが会長の挨拶として最後になると思います。５
分ぐらい喋りたいと思いますけど。
会長挨拶をするときに小野田さんが席に座っていて、
小野田さんを見ると、ずっとこっちを見ていて笑顔で
聞いていただいております。これから会長挨拶とかス
ピーチをされる方は小野田さんを見ながら喋っていた
だくと、本当にすごい気持ち良く喋ることできます。
本当に理解しているのか、知らないかよくわからない
ですけども、とにかく笑顔で、笑顔で笑ってくれてい
るのが本当に嬉しかったのです。来年以降もぜひ、笑っ
てください。
　１年間のお礼の挨拶ということで、本当にあっとい
う間の１年でした。2011年の３月10日にロータリー
クラブ入会しました。舟木さんが会長の時に舟木さん
に「幹事をやってくれないか」と声をかけていただき
ました。副会長は土橋さんです。当時を思い出すと、
毎週のように３人で集まって例会の打ち合わせをさせ
ていただきました。そのときの経験がありましたので、
ロータリーのこともわかりましたし、ロータリーのメ
ンバー皆さんのことも、それを通してわかるようにな
りました。本当にその時の経験があったからだと思い
ます。感謝申し上げます。
　その後、後藤パスト会長から会長を指名いただきま
して、自分に本当に会長ができるのだろうかと思って
いましたが、あっという間に１年が過ぎました。１年
過ぎて、会長という大役を何とか今日まで務めること
ができたかなと思っております。会長を指名していた
だきました後藤パスト会長に感謝申し上げます。後藤
パスト会長には、来年以降ますますお世話になると思
いますので、またよろしくお願い申し上げます。
　この会長指名を受けた後ですね、誰を幹事にするか
なと思った時にやっぱり真っ先に横田幹事を思い出し
ました。横田さんは舟木会長の時に、私が幹事で横田
さんは副幹事を務めておりました。そのときの雰囲気

とかもわかっておりましたので、見てのとおり、皆さ
んもわかっていると思うのですけども、明るくてとに
かく笑っている。トラブルをトラブルと思わないとい
うこともありますが、それが一番強いと思うのです。
なぜトラブルをトラブルと思わないのかというと、常
にトラブルに見舞われているからだと思うのですよ。
これが多分彼の強みであり、彼が成長する。それを受
けて私も何かあっても、彼がいれば何とかなるだろう
と思って、横田さんの事務所で「幹事を受けてくれな
いか」とお願いしたら。ロータリーのことですと言っ
たら、困ったなーと言いながらすごい笑顔で「わかり
ました」と言ってくれました。すごく嬉しかったです。
本当に心強かったです。
さっき、本人が言っていましたが、元々すごく親しかっ
たわけではないのですが、三役をとおして海外の国際
大会しかり、グローバル補助金贈呈式しっかり、台北
中央等の記念式典に参加するというのも、本当に心強
く、楽しく、一緒に楽しい時間を過ごしました。一緒
にダンスもしました。来年以降、これで会長が終わっ
たとしても、本当に一生の仲になるだろうなと思って
おります。本当にありがとうございました。
そして、副会長は、最初から池田さんにお願いしよう
と思って、池田さんに声をかけたところ、「どんな役
でも声かけていただければ、お手伝いしようと思って
いました」と言ってくれて本当に嬉しかったです。会
長として、幹事、副会長にこの人がいいなと思って声
かけて、ぱっと一発で返事していただいたことで本当
に勇気付けられました。
そして、池田副会長は例会もそうですし、理事会もそ
うですし、安定した司会、本当に助かりました。今年
１年の池田副会長は本業の方でスケジュールがすごく
忙しかったのです。そのスケジュールをやりくりして
いる中で、理事会、例会と参加していただきました。
本当にありがとうございました。
　亘理副幹事、前回もお話しましたが Facebook での
投稿、ＳＮＳだけではなくて、ソングリーダーを選び
頼むのも大変だったと思います。田坂さんが退会され
るまでは２人で一緒にやっていただきました。田坂さ
んにも、亘理さんにも、私と横田幹事で事務所の方に
お願いして「副幹事をお願いできないだろうか」と言っ
たことを思い出します。その時も「わかりました」と
本当に快く引き受けていただきました。そういったこ
とを思い出しながら、1年間やって、何とかここまで
来ることができました。
そして最後に、何よりも親睦委員会の中島さんをはじ
め、親睦委員会の皆さま、この準備のためにどれぐら
い時間かけていたのかなと思っております。何回も夜
間例化もありましたし。
他の委員会の委員長、メンバー、そして理事の方々も
本当に釧路ロータリークラブの事業のために考えて活

動していただいたと思っております。本当に例会に出
ていただける皆さまがいるからこそ、釧路ロータリー
クラブが歴史と伝統をそのまま続けて行けるのだろう
と思っております。
　会長をやって思っていたのが、釧路ロータリークラ
ブに入って続けていてよかったなと思えるのと、皆さ
んのことを本当にますます好きになっています。本当
に貴重な経験を私がすることができました。来年はい
よいよ釧路ロータリークラブ 90周年になります。工
藤エレクトに何とかこのバトンを渡して、来年は１メ
ンバーとしてますます釧路ロータリークラブを支えて
いきたいと思っております。
心より一年間のお礼を申し上げて、お礼の挨拶とさせ
いただきます。ありがとうございました。

ご挨拶
工藤　彦夫会長エレクト

　いま荒井会長から
バッチをいただきま
して、付けていただ
きました。大変重み
を感じております。
今の気持ちは、来年
90年ということで

不安と期待がいっぱいです。かつ、理事は経験が浅い
理事が結構多いので、それも不安なのですけども、全
力で理事が喜べる、そして皆さんも喜んでいただける
90周年にしたいと思います。
一年間、よろしくお願いします。

中締めの挨拶
後藤　公貴パスト会長

指名会長ということ
で一言ご挨拶と中締
めをさせていただき
ます。まずエピソー
ドをひとつ、短めに
お話させていただき
ます。

2024 年 8月に荒井君しかいないと思って会長指名の
連絡をさせていただきました。
荒井君に電話をして、「ちょっと相談したいことがあ
るのですけど」とお話をさせていただいたその次の日
かな、事務所に伺わせていただきましたら、相談ルー
ムに通していただきました。ずいぶん来ないなと思っ
たのですよ。そしたら六法全書を抱えて本人がやって
きました。そして「お店の調子が悪いのですか」と。
いや、お店のことではないのですと話しました。「奥
様となにか」。まぁ、かみさんに怒鳴られるとこを見
ていたのでしょう。ということで、ちょっと乗っかり

会長の時間
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■ 本日のプログラム ■
キャンドルパーティ

　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんばん
は。いよいよ最終例
会です。今日が 48
回目の例会となりま
す。私は 1回だけサ
ウジアラビアへの出
張のため、1回休み

ましたので、私は 47回目の会長挨拶をすることにな
ります。
思い返しますと、毎週木曜日の例会になると、会長挨
拶で何を話さないといけないかな、なんの話をしよう
かな、と思っていつも悩んでおりました。ロータリー
にどう結びつけようかなとか、少しでもお伝えできる
ものがあればお伝えしたいなと思って、いろいろ考え
た 1年でした。ロータリーの歴史だったり、国際奉
仕だったり、地域の話題だったり、あるいは仕事に絡
む問題、それこそ生成ＡＩのことを何回かお話しさせ
ていただいたり、あるいはハーバード大学の図書館落
書きの話もさせていただいたこともあります。挙句の
果てにはブラックサンダーの話もさせていただきまし
た。それを振り返ってみますと、なかなかいい思い出
だなと思っております。
それとは別に、先週お伝えしたのですけども、ロータ
リーバッチを付けているのですが、もうひとつ毎週違
うピンバッチを付けようと工夫をしておりました。そ
れを毎週付けて、それを亘理副幹事に写真を撮っても
らって、亘理さんが Facebook に投稿していました。

そのFacebookに投稿した写真や原稿を全部まとめて、
それこそ「1年間の振り返りをして、ピンバッチをま
とめてくれ、写真を上げてくれ」とＡＩに指示をして
今回作ったのが、皆さんの卓上に配付されているもの
です。こんなピンバッチを付けていたのだと思ってい
ただければと思っております。
　自分で振り返ってみると、こんなバッチを付けてい
たのだなと。例えば、クリスマス例会のときはドラえ
もんのバッチを付けていました。よくよく見るとハ
リー・ポッターとかロータリーと関係のないピンバッ
チを付けていたりしますので、ちょっと楽しんでいた
だきながら見ていただければと思って配布させていた
だきました。
　本日は、この後でもう一度、皆さまに最後の挨拶を
させていただく機会があると思いますので、会長挨拶
としては、皆さんとこうやって最終例会をお迎えする
ことができたことを嬉しく思うとともに、冒頭の会長
挨拶とさせていただきます。
本日は、最後までよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　横田　英喜幹事
　幹事報告をさせていただきます。本日は多数のご出
席ありがとうございました。
毎度の話になりますけれども、パーソナルボックス皆
さんの資料がある方もいらっしゃるかと思いますの
で、ぜひ本日、お持ち帰りいただければと思います。
　また例年同様で、事務局の整理をしておりまして各
種記念品の余っている物というと変ですけれども、記

念品グラスとか折りたたみ傘とかがありますので、好
きな物ありましたらお持ち帰りいただいて、できれば
ニコニコの袋も置いていますので、ニコニコしていた
だければと思います。よろしくお願いいたします。
最後の挨拶となりました。拙い挨拶でしたけれども、
お付き合いありがとうございます。一年間、ありがと
うございました。

スポンサー　木下　正明君
　鮫島八寿子さん
をご紹介します。
数カ月前に、私の
ところに「社会勉
強のためにロータ
リークラブかライ
オンズクラブに入
会したいのですけど、どこがいいのでしょうか」と聞
かれました。私が、ここが一番いいと思っているのに
他の所を紹介することはできません。鮫島先生の人柄
はよくわかっていることもあって、釧路ロータリーク
ラブに地元の方として第１号としてぜひお入りいただ
きたいと思いまして、荒井会長とスポンサーを務めさ
せていただいて、今回の入会の運びとなった次第です。
　鮫島先生は、若竹町で『やひろクリニック』の院長
をされております。「まる金寿司」の左斜め前の位置
関係があります。ほかにもいろいろ会社を経営されて
おります。ご趣味はゴルフをされるようです。旦那様
は札幌に在住で、お医者様をされております。あとは、
ご本人から自己紹介をしていただければと思います。
それではでは、鮫島さん、お願いします。

新入会員　鮫島八寿子君
　初めまして、鮫島
八寿子と申します。
よろしくお願いいた
します。私はずっと
釧路で育ちまして、
大学は東京に行きま
して、いろいろと見

聞を積んで北海道に戻ってきました。実家は村田商店
という餌（えさ）屋です。餌と村田牧場という第一次
産業を中心にやっているのですが、父と母が 13年前
に突然他界しまして、今、そちらの方の経営もしなが
ら、10年前に、加勢先生の所を居抜きで買いまして、
クリニックを開いた次第です。現在は、内科と在宅診
療として 24時間働いている形になります。いま、こ
ちらでご挨拶が終わりましたら患者さんのことで退席
させていただきます。本当に申し訳ございませんが、
こういう形で仕事をしております。

医者としての仕事は自分なりにも満足のいくものであ
りますが、北海道の今の第一次産業というのはかなり
厳しくて、餌のことでは私たちは大きいフィードワン
というとこから餌を買って、特約店として農家さんに
売っているのです。ただ、酪農関係はかなり疲弊して
いまして、離農される方が多く、その中でどのような
立ち位置で私が働いていけるか、いろんなことを提供
できるか、北海道の第一次産業をどうやって守ってい
くかを考えるにあたって、なかなか自分のキャリアで
は、経済とか社会とか、とても太刀打ちできるもので
はないということを常々実感しておりました。やはり
ロータリークラブでいろんな能力のある方にいろいろ
なことを学ばせていただきたいと思って木下先生に、
私のような若輩者が恥ずかしいのですけども、勉強さ
せてくださいとお願いして、今日に至っております。
これからいろいろと学びたいことも多いですし、ご相
談させていただくことも多いと思いますが、これから
どうぞよろしくお願いいたします。
釧路の歴史と伝統のあるこのような立派な会に入会さ
せていただきましたことを本当にありがたく思いま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございます。

歓迎の言葉　　荒井　　剛会長
　鮫島さん、ご入会おめでとうございます。今年度、
最後の例会ですが、次年度からまたどんどん参加して
いただければと思っております。
私自身は本業が弁護士で、スケジュール管理がなかな
か忙しくて、多忙ではあるのですけど、できる限りや
りくりして、ロータリークラブの例会に参加するよう
にしておりました。そういうことを続けた結果、本当
にいろんなことを学ぶことができましたし、成長する
ことができました。
ぜひ次年度、大変だと思うのですけども、時間の許す
限り、例会に参加していただいて、皆さんと交流いた
だいて、1日でも少しでも皆さんと触れ合って学んで
いただければと思っております。今後ともどうぞよろ
しくお願い申し上げます。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　親睦委員会の中島です。これよりキャンドルパー
ティーを開催させていただきます。
それでは開会のご挨拶を、クラブ運営委員会の天方大
副委員長にお願いしたいと思います。
天方君、よろしくお願いいたします。
　

クラブ運営委員会　天方　智順副委員長
　皆さま、こんばん
は。本年度、最後の
例会でございます。
荒井会長、横田幹事、
池田副会長、本当に
お疲れ様でございま
した。他の理事の皆

さん、何よりもメンバー全員の皆さま、本当に 1年間、
お疲れ様でございました。
今年 1年を振り返って、今日は楽しい夜にしていき
たいと思います。
以上、中島委員長が「1分以内で終わらせろ」と言っ
たので終わりにします。よろしくお願いいたします。

乾杯のご発声　髙橋　直人直前会長
　皆さん、こんばん
は。ご指名ですので、
乾杯のご挨拶をさせ
ていだきます。
荒井会長、三役の皆
さん、理事の皆さん、
各委員会メンバーの

皆さん、１年間の活動お疲れ様でした。
特に荒井会長におかれましては、本来であれば、直前
会長ということで、次年度を少しお休みできるのかな
と思いましたら、次年度、ガバナーノミニーというこ
とで、これから忙しい毎日がまた続くとは思います。
ロータリークラブのために、奉仕事業のため、頑張っ
ていただければと思います。私たちも応援しますので
どうぞよろしくお願いします。
最後になりますが、荒井会長の楽しい挨拶が聞けなく
なるということで、少し寂しいとは思いますが、次年
度会長、工藤会長に期待して乾杯したいと思います。
皆さん、乾杯のご唱和をお願いします。
荒井会長の帰港をお祝いして乾杯いたします。
（乾杯）
ありがとうございました。

出席 100 パーセント表彰
出席委員会　 水口　喜文委員長
　出席委員会の水口です。時間を少々いただきまして、
100％出席者の発表を行いたいと思います。
　対象者の皆さまには記念品を用意しておりますの
で、お名前をお呼びしますので、蝶ネクタイが素敵な
佐藤大委員長より、記念品を受け取ってください。
まずは、例会＋メークアップの出席率 100％です。
出席率の高い方からお呼びいたしますので記念品を受
け取ってください。
　まず、荒井剛君、おめでとうございます。横田英喜

君、日理一哉君、工藤彦夫君、西村智久君、佐藤貴之
君、市橋多佳丞君、杉村荘平君、八幡好洋君、池田一
己君、中島徳政君、石井孝行君、松井聖治君、村上祐
二君、白幡博君、佐々木俊和君、濱口憲太君、吉田潤
司君、髙橋直人君、脇弘幸君、青田敏治君、最後に石
田博司君。
以上が「例会＋メークアップ」の 100％達成者です。
おめでとうございます。
　最後に「例会 100％」の方ですが、今年は 48回の
例会がありました。その 48回全てに出られた方は 1
人いらっしゃいます。田中正己君です。おめでとうご
ざいます。

釧路ロータリークラブ例会出席率 100 パーセント受
賞者のコメント　田中　正己君
　皆さん、こんばん
は。今日はキャンド
ルパーということ
で、また、僕は平成
13年の２月に入会
しました。今日は入
会と例会出席 100％
ということで貴重なお品物をいただきました。本当に
ありがとうございます。
荒井会長、池田副会長、横田幹事、本当に 1年間ご
苦労様でした。また、皆さんとともに頑張っていきま
すのでよろしくお願いいたします。ありがとうござい
ます。

ご挨拶
釧路ロータリークラブ事務局員　小野田　伸子さん

　事務局の小野田で
す。1年間本当にあ
りがとうございまし
た。私は弟の東堂か
ら紹介をいただき去
年の４月に事務局に
入り、お世話になり

ました。早いもので 1年３カ月が経ちまして、本当
に皆さまには、いろんな場面でお世話になりました。
ありがとうございます。
　初めのころは、ロータリー用語で、皆さんの口から
出るのは横文字ばかりで、何を言っているのかちんぷ
んかんぷんでしたけど、その都度 Google 大先生に助
けていただきました。
まぁ、紹介してくれた弟からは「俺がいるから大丈夫
だ。幹事だから俺に何でも聞いてくれ」と俺に頼って
くれと言うばかりに、男らしいことを聞きましたので、
私も安心して入ったつもりなのです。ですけども、蓋
を開けたら、なんと７月で交代と。そんなことは聞い

ていなかったので、事務局の鍵を返された時には騙さ
れたのではないかなという感じに陥りました。
そんな中で、横田幹事には１年間、失敗も一緒に慰め
合い、成功した時にはお互いに褒め合いながら、二人
三脚で歩ませていただきました。本当に横田幹事あり
がとうございました。八幡幹事には、来年度お世話に
なりますけども、どうかよろしくお願いいたします。
ということで来年度も事務局の職員として皆さまのお
手伝いができるように頑張ってまいりたいと思います
ので、よろしくお願いいたします。
本当に一年、ありがとうございました。

ご挨拶
センチュリーキャッスルホテル　　　西澤様
　釧路ロータリーク
ラブの皆さん、こん
ばんは。私、ただい
まご紹介いただきま
した釧路センチュ
リーキャッスルホテ
ルの西澤です。
荒井会長を始め三役の皆さん、1年間、本当にお疲れ
様でございました。
　また、荒井会長には、レストランのランチご利用い
ただきまして本当にありがとうございます。
　釧路ロータリークラブの皆さんは 90周年の式典を
11月に控えておりまして、本当に次年度大変な 1年
になるのかなと思いますが工藤会長年度もどうぞよろ
しくお願いいたします。私たちも最大にバックアップ
をさせていただければと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。
本当に一年間、ありがとうございました。

（ご歓談中）

キャンドルサービス　三役の入場　　　　　　　　　
　　　　　　　
　この 1年間、世界平和のために活躍されました荒
井会長以下３名の三役が帰還をしてまいりました。皆
さま、大きな拍手でお願いいたします。

クラブ運営委員会　出席委員会　水口　喜文委員長
出席委員会の水口で
す。出席委員会と言
いながら、出席しな
い委員長で 1年間が
終わってしまいまし
た。本当に皆さんに
申し訳なかったで

す。

ただ、最低限の仕事として出席の報告とか、出席の集
計、そして今日の記念品の贈呈と、最低限のことだけ
をやらせてもらいました。
そんな中でも事務局の小野田さんには、きっちり毎回、
出席報告していただきまして、スムーズな集計ができ
ました。ただ、毎年皆さんが言っていますけど難しい
Excel に慣れるまでなかなか苦労して、最後はこれが
あったおかげで、きっちりと集計ができたと思います。
来年は松井君と聞いていますので、しっかりといいも
のを渡したいと思います。
1年間、皆さまのおかげで無事過ごすことができまし
た。来年はできる限り出席をして、少しでも貢献した
いと思っています。どうもありがとうございました。

プログラム委員会　濱口　憲太副委員長
　本日は藤井委員長
が出張ということ
で、副委員長の私が
代読をさせていただ
きます。
　私はこの 1年、プ
ログラム委員長を務

めました藤井敬亮です。今を迎えての感想を率直に言
いますと、意外と面白かったなということです。引き
受けた当初は、年間およそ 15コマを埋めなければな
らず、そんな人脈ないぞと不安にもなりましたが、荒
井会長をはじめ横田幹事、そして佐藤委員長、委員会
各メンバーの助けをいただき、相談しながらコマを埋
められました。
　内容は私の活動分野でもあります地域活動や福祉教
育にこだわらせていただきました。地域活動や福祉教
育の実践現場に近いお方を招いて、会員皆さまの地域
への寄り添いを深めたかったからです。結果は、委ね
るしかありませんが、私としては意外と面白かったな
という満足感でいっぱいです。
来月からはワンステップ上がって奉仕プロジェクト委
員長となります。不安しか感じませんが、できる限り
頑張ります。
この 1年間、ご協力、お付き合いくださいました皆
さま、例会にご出席いただいた会員皆さまに感謝を申
し上げます。ありがとうございました。
　
クラブ会報・雑誌・公共イメージ委員会　
　　　　八幡　好洋委員長

クラブ会報委員会の
八幡です。1年間、
メンバーの皆さん本
当にお世話なりまし
た。委員会のメン
バーの皆さんに、た

くさん助けていただいて本当にありがとうございまし
た。
クラブ会報委員会といいますと、写真を毎回記録取る
のが仕事でして、今回は吉井さんに担当いただいてい
るのですけれども、写真を撮るだけではなくて、実は、
毎週の例会記録が上がってきて、そのチェックをする
仕事があります。来年、幹事を担当させていただくの
ですが、その前年に、このクラブ会報を担当させてい
ただいて、いろいろ例会の流れを確認させていただく
機会をいただけたのは、本当にいい機会だったなと
思っています。ありがとうございます。
実は「来週、打ち上げ委員会を開催しよう」と関向副
委員長の発案で開催することとなったのですが、そこ
にほぼ全員のメンバーの皆さんが参加いただけること
になりましたので、最後にいい締めくくりができると
思っております。
一年、本当にありがとうございました。

会員増強･選考･職業分類委員会　市橋多佳丞副委員長
　会員増強の小野寺
委員長が本日、欠席
ということで代わり
に私からご報告をさ
せていただきます。
今、戻られた横田幹
事に確認をしました

けども、今年の年度当初は 103 名でスタートしまし
た。このクラブが現在 108 名になったということで
５名の増強に成功したとなっております。本当に皆さ
まのご協力に心より感謝を申し上げます。ありがとう
ございます。
　私は次年度以降も副会長という役職をいただいてお
りますので、しっかりとこの流れをさらに加速させて、
110 名以上を超えるような大きなクラブに皆さんと
ともに育てていきたいと思っております。ぜひ皆さま
のご協力を、来年度以降もよろしくお願いを申し上げ
まして、私からのご挨拶とさせていただきます。
本年一年、大変お世話なりました。ありがとうござい
ます。

クラブ研修委員会　滝越　康雄委員長
　クラブ研修委員会
は何に苦労したかと
いうと、炉辺会合で
の皆さんの人事異
動、配置、あの図面
に大変苦労しまし
た。どうやってやろ

うかと思ったら、自分の独断で人事異動しました。
まず、会員さんの分類したのです。会長経験者に、ボ

スに、愉快な人に、ちょっと癖のある人、新入会員、
そういうのを分類して、あっち、こっちやって、そう
して 100 何名配置をしなきゃならないのです。その
下書きをしたところで、横田幹事に渡したのです。そ
の下書きが表に出たものだから、大変な目に合いまし
た。２回、苦労していたのだけど、飲食店さんの話と
か、自分なりに楽しんでやらせてもらいました。来年、
この役をやる方には私がやったコツだったら教えます
ので、頑張ってください。
以上です。

社会奉仕委員会　木下　正明副委員長
　社会奉仕委員会は
湿原に子供たちを連
れて行って、ひがし
北海道釧路地域の良
さを知っていただく
事業をさせていただ
きました。３年継続

事業で、後藤年度から荒井年度まで３年間で 104 名
の小学生を湿原に連れて行きました。本当に、実際に
知らないのはわれわれ大人じゃないかなと思いまし
た。ビデオを何回か撮っているのですけど、一番喜ん
でいたのは私です。「うぇー」とか「わぁー」と言っ
ているのが私だったということです。
湿原って本当に地面がないと知っていました？　と前
も聞いたのですけど、湿原に地面が本当にないって
知っている人いますか？　
湿原って地面がないのですよ。草が浮いているだけな
ので、その上をみんな歩いているのですよ。だから、
行ってみないと絶対にわからないのです。
今年度も、来年度も、再来年度も、永遠に湿原ツアー
をやりますので、もしよかったら９月 26～ 27日に
皆さんご参加いただければ、「湿原に地面がない」と「谷
地眼に胴長ではいて入れる」体験ができますので、ぜ
ひよろしくお願いします。
一年間、本当にありがとうございました。

職業奉仕委員会 　残間　　巌委員長
　職業奉仕委員会の
残間です。ロータ
リーに入会して初め
ての委員長でしたけ
れども、職業例会と
いうことで２回、和
商さんとＮＨＫさん

にお邪魔させていただく計画をさせていただきまし
た。
　決めたのは荒井会長の強い意向で、ここに行く、こ
こに行く、というように決めてくださったので、私は

段取りをするだけです。かつ、和商は段取りだけをし
て、私は行けなかったという非常に残念なことをした
なと思っています。ＮＨＫのときは、皆さんが子供の
社会科見学同様に、ニュースブースの前に立ってパチ
パチと写真を撮っているのが非常に印象的でありまし
た。
　来期は、親睦の曽我部委員長の下、副委員長という
ことで、頑張らせていただきますが、曽我部委員長、私、
それから西田副委員長ですけども、誰も親睦を経験し
ていないのです。どうなるのだろうという不安の中で、
正副が今いろいろな打ち合わせしています。いろんな
失敗があると思いますけれども、大目に見ていただけ
れば幸いです。
一年間、どうもありがとうございました。

国際奉仕委員会　東堂　光春委員長
国際奉仕委員長の東
堂です。１年間、本
当にありがとうござ
いました。
前年度の村上委員長
から引き継ぎまし
て、台北中央ロータ

リークラブとの友好を図っていきました。16名の参
加ということで、英一さんと荒井会長には台湾ではお
世話になりました。
また、６月にタイのラチャブリロータリークラブに２
年連続で行かせていただきました。その時も英一さん
と荒井会長、ありがとうございました。
ということで台北中央ロータリークラブの事務局のア
ビーさんという方と仲良くなりまして、最後の最後に
ＬＩＮＥ友だちになって、友好を深めていたのですが、
次年度石井委員長に引き継ごうとした瞬間にアビーさ
んが７月に退任されるということで大変悲しいのです
が、僕は個人的に繋がっていきたいなと思っています。
一年間、ありがとうございました。

青少年奉仕委員会　岩田　信一委員長
　野球大会から始ま
りました。去年は高
校のグラウンドを使
いましたけれども、
今年は運動公園の大
きい球場でさせてい
ただきました。

　アイスホッケーのほうは無事に全国から集まって大
会ができることになりました。本当に参加協力いただ
きまして、ありがとうございます。
私は新入会員のとき以来、２年目からずっと社会奉仕
にいましたけども、来年はやっと抜けることができま

した。ありがとうございました。
一年間、どうもありがとうございます。
　
ロータリー財団寄付推進委員会　吉田　秀俊副委員長

　皆さん、こんばん
は。本日は堀委員長
が出張のため欠席し
ておりますが、委員
長から報告書を預
かっておりますの
で、副委員長の私か

ら報告させていただきます。
今年度ロータリー財団寄付推進委員会では、歴史と伝
統のある釧路ロータリークラブがこれまで以上に生き
生きと魅力のあるクラブとなるよう積極的に活動して
まいりました。会長方針であります「笑顔と誇りを胸
に挑戦するロータリー」を達成するために、また国際
交流事業を推進する上でも、ロータリー財団の内容や
その使い道などの情報を発信してまいりました。
　ロータリー財団への理解を図るため、寄付の推進や
認証ポイントの利用促進を中心に活動していく中で、
会員の皆様には大変ご協力をいただき、心より感謝い
たしております。また、昨年の 11月に開催されまし
た担当例会では、荒井会長からグローバル補助金につ
いてのその仕組みと今後の展開というテーマでご講演
をいただき、無事に終えることができました。
　荒井会長、委員会メンバー、そして全ての会員の皆
さん方に感謝申し上げ、活動報告させていただきます。
一年間、大変ありがとうございました。

米山記念奨学会委員会　代読　親睦活動委員会　中島
　徳政委員長
　次は米山記念奨学会委員長の米本さんですが、本日
欠席で文書が届いておりますので私の方から代読をさ
せていただきたいと思います。
米山記念奨学委員会の米本です。本日、所用により出
席できないことをお詫び申し上げます。本年度、当委
員会は二つの例会を担当させていただきました。ひと
つ目は、昨年 10月 16日、北見ロータリークラブの
帰山哲雄君と北見工業大学の留学生・テリゲルさんを
お呼びして講演をしていただきました。
この例会で米山留学生の実際の生活の様子や考え方な
どを理解していただけたのではないでしょうか。二つ
目は例年どおり開催された米山記念チャリティーコン
ペです。開催時期が変更になり寒くなりましたが、多
くの皆さまに参加していただき感謝しております。
以上、本年度の委員会の活動報告でした。委員会メン
バー並びにクラブの会員の皆さまにご協力いただきま
して、一年間、本当にありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　脇　　弘幸委員長
　今年度、嵯峨記念
育英会委員会の委員
長です。いま考えた
のですけども、委員
長はクラブ研修委員
会の委員長から 5年
ぶりなのです。この

「委員長をやってくれ」という話がよくわからないの
ですけど、横田幹事からありがたいことに連絡をいた
だきました。
横田幹事が「脇さん、次年度嵯峨の委員長をお願いし
ます」と言うのです。私からは「いやぁ、そんな委員
長のポストもったいない。もっと若い人にやっても
らって。自分はサポートにしっかり回るから、このポ
ジションを若い人にやってもらってほしい」と言った
のです。そしたら横田幹事から、なんと、「いや、違
いますよ、脇さんが若手です」と。ちょっと待て、と。
そのように諭されましたよ、確かになぁ、人生 100
年といわれる時代ですから、60代なんてまだまだ若
手、小僧だ、ということで私も考えまして、「わかり
ました。横田さんありがとうございます。気持ちよく
引き受けさせていただきます」ということで私、今年
度、若手の 1人として、多くの委員長の活動をしっ
かりと進めてきましたので、これからまた次年度も若
手の 1人として、小僧寄りの中堅として、また 1年
間頑張っていきたいと思いますので、今年度は皆さま
のご協力をいただきまして本当にありがとうございま
した。
例会のことはよくわからなくて、何も言ってないので
すが、本当にありがとうございました。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　最後にわれわれの
親睦活動委員会で
す。私から挨拶をさ
せていただきたいと
思います。
本当に１年間夜間例
会を設えさせていた

だきましてありがとうございます。大変たくさんの方
にお集まりいただいたと思っております。
脇君と同じ年の中島です。個人的に言いますと、私も
『鱗』のカウンターで荒井会長と横田幹事がいまして、
「親睦委員長が空いているのだけれど、どうだろう」
と言われて、酔った勢いで「はい」と言ったのがこの
結果になっております。1年間、夜間例会の設えをさ
せていただきました。本当にたくさんの方にご参加い
ただき、ありがとうございました。
親睦委員の皆さんには今回、すごく出席率も良く、委

員会もたくさん出席していただきました。各支店長さ
んには、本当に頑張っていただきました。それぞれ支
店長さん方には、例会の司会とかをひとつひとつ受け
持ってもらう形で、それぞれのタレント性も皆さんに
見ていただけたのではないかなと思っております。
１年間は本当にあっという間で、最後のキャンドルに
なりました。これでしばらく私はお休みに入りたいと
思っております。
本日も 65名の出席ということで大変多い出席と思い
ます。この例会、というかこの釧路クラブの例会をす
る楽しい雰囲気大好きです。今後ともよろしくお願い
いたしまして、一年間のお礼をさせていただきたいと
思います。
本当にありがとうございました。　

荒井　　剛会長　謝辞
　これが会長の挨拶として最後になると思います。５
分ぐらい喋りたいと思いますけど。
会長挨拶をするときに小野田さんが席に座っていて、
小野田さんを見ると、ずっとこっちを見ていて笑顔で
聞いていただいております。これから会長挨拶とかス
ピーチをされる方は小野田さんを見ながら喋っていた
だくと、本当にすごい気持ち良く喋ることできます。
本当に理解しているのか、知らないかよくわからない
ですけども、とにかく笑顔で、笑顔で笑ってくれてい
るのが本当に嬉しかったのです。来年以降もぜひ、笑っ
てください。
　１年間のお礼の挨拶ということで、本当にあっとい
う間の１年でした。2011年の３月10日にロータリー
クラブ入会しました。舟木さんが会長の時に舟木さん
に「幹事をやってくれないか」と声をかけていただき
ました。副会長は土橋さんです。当時を思い出すと、
毎週のように３人で集まって例会の打ち合わせをさせ
ていただきました。そのときの経験がありましたので、
ロータリーのこともわかりましたし、ロータリーのメ
ンバー皆さんのことも、それを通してわかるようにな
りました。本当にその時の経験があったからだと思い
ます。感謝申し上げます。
　その後、後藤パスト会長から会長を指名いただきま
して、自分に本当に会長ができるのだろうかと思って
いましたが、あっという間に１年が過ぎました。１年
過ぎて、会長という大役を何とか今日まで務めること
ができたかなと思っております。会長を指名していた
だきました後藤パスト会長に感謝申し上げます。後藤
パスト会長には、来年以降ますますお世話になると思
いますので、またよろしくお願い申し上げます。
　この会長指名を受けた後ですね、誰を幹事にするか
なと思った時にやっぱり真っ先に横田幹事を思い出し
ました。横田さんは舟木会長の時に、私が幹事で横田
さんは副幹事を務めておりました。そのときの雰囲気

とかもわかっておりましたので、見てのとおり、皆さ
んもわかっていると思うのですけども、明るくてとに
かく笑っている。トラブルをトラブルと思わないとい
うこともありますが、それが一番強いと思うのです。
なぜトラブルをトラブルと思わないのかというと、常
にトラブルに見舞われているからだと思うのですよ。
これが多分彼の強みであり、彼が成長する。それを受
けて私も何かあっても、彼がいれば何とかなるだろう
と思って、横田さんの事務所で「幹事を受けてくれな
いか」とお願いしたら。ロータリーのことですと言っ
たら、困ったなーと言いながらすごい笑顔で「わかり
ました」と言ってくれました。すごく嬉しかったです。
本当に心強かったです。
さっき、本人が言っていましたが、元々すごく親しかっ
たわけではないのですが、三役をとおして海外の国際
大会しかり、グローバル補助金贈呈式しっかり、台北
中央等の記念式典に参加するというのも、本当に心強
く、楽しく、一緒に楽しい時間を過ごしました。一緒
にダンスもしました。来年以降、これで会長が終わっ
たとしても、本当に一生の仲になるだろうなと思って
おります。本当にありがとうございました。
そして、副会長は、最初から池田さんにお願いしよう
と思って、池田さんに声をかけたところ、「どんな役
でも声かけていただければ、お手伝いしようと思って
いました」と言ってくれて本当に嬉しかったです。会
長として、幹事、副会長にこの人がいいなと思って声
かけて、ぱっと一発で返事していただいたことで本当
に勇気付けられました。
そして、池田副会長は例会もそうですし、理事会もそ
うですし、安定した司会、本当に助かりました。今年
１年の池田副会長は本業の方でスケジュールがすごく
忙しかったのです。そのスケジュールをやりくりして
いる中で、理事会、例会と参加していただきました。
本当にありがとうございました。
　亘理副幹事、前回もお話しましたが Facebook での
投稿、ＳＮＳだけではなくて、ソングリーダーを選び
頼むのも大変だったと思います。田坂さんが退会され
るまでは２人で一緒にやっていただきました。田坂さ
んにも、亘理さんにも、私と横田幹事で事務所の方に
お願いして「副幹事をお願いできないだろうか」と言っ
たことを思い出します。その時も「わかりました」と
本当に快く引き受けていただきました。そういったこ
とを思い出しながら、1年間やって、何とかここまで
来ることができました。
そして最後に、何よりも親睦委員会の中島さんをはじ
め、親睦委員会の皆さま、この準備のためにどれぐら
い時間かけていたのかなと思っております。何回も夜
間例化もありましたし。
他の委員会の委員長、メンバー、そして理事の方々も
本当に釧路ロータリークラブの事業のために考えて活

動していただいたと思っております。本当に例会に出
ていただける皆さまがいるからこそ、釧路ロータリー
クラブが歴史と伝統をそのまま続けて行けるのだろう
と思っております。
　会長をやって思っていたのが、釧路ロータリークラ
ブに入って続けていてよかったなと思えるのと、皆さ
んのことを本当にますます好きになっています。本当
に貴重な経験を私がすることができました。来年はい
よいよ釧路ロータリークラブ 90周年になります。工
藤エレクトに何とかこのバトンを渡して、来年は１メ
ンバーとしてますます釧路ロータリークラブを支えて
いきたいと思っております。
心より一年間のお礼を申し上げて、お礼の挨拶とさせ
いただきます。ありがとうございました。

ご挨拶
工藤　彦夫会長エレクト

　いま荒井会長から
バッチをいただきま
して、付けていただ
きました。大変重み
を感じております。
今の気持ちは、来年
90年ということで

不安と期待がいっぱいです。かつ、理事は経験が浅い
理事が結構多いので、それも不安なのですけども、全
力で理事が喜べる、そして皆さんも喜んでいただける
90周年にしたいと思います。
一年間、よろしくお願いします。

中締めの挨拶
後藤　公貴パスト会長

指名会長ということ
で一言ご挨拶と中締
めをさせていただき
ます。まずエピソー
ドをひとつ、短めに
お話させていただき
ます。

2024 年 8月に荒井君しかいないと思って会長指名の
連絡をさせていただきました。
荒井君に電話をして、「ちょっと相談したいことがあ
るのですけど」とお話をさせていただいたその次の日
かな、事務所に伺わせていただきましたら、相談ルー
ムに通していただきました。ずいぶん来ないなと思っ
たのですよ。そしたら六法全書を抱えて本人がやって
きました。そして「お店の調子が悪いのですか」と。
いや、お店のことではないのですと話しました。「奥
様となにか」。まぁ、かみさんに怒鳴られるとこを見
ていたのでしょう。ということで、ちょっと乗っかり

新入会員紹介
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんばん
は。いよいよ最終例
会です。今日が 48
回目の例会となりま
す。私は 1回だけサ
ウジアラビアへの出
張のため、1回休み

ましたので、私は 47回目の会長挨拶をすることにな
ります。
思い返しますと、毎週木曜日の例会になると、会長挨
拶で何を話さないといけないかな、なんの話をしよう
かな、と思っていつも悩んでおりました。ロータリー
にどう結びつけようかなとか、少しでもお伝えできる
ものがあればお伝えしたいなと思って、いろいろ考え
た 1年でした。ロータリーの歴史だったり、国際奉
仕だったり、地域の話題だったり、あるいは仕事に絡
む問題、それこそ生成ＡＩのことを何回かお話しさせ
ていただいたり、あるいはハーバード大学の図書館落
書きの話もさせていただいたこともあります。挙句の
果てにはブラックサンダーの話もさせていただきまし
た。それを振り返ってみますと、なかなかいい思い出
だなと思っております。
それとは別に、先週お伝えしたのですけども、ロータ
リーバッチを付けているのですが、もうひとつ毎週違
うピンバッチを付けようと工夫をしておりました。そ
れを毎週付けて、それを亘理副幹事に写真を撮っても
らって、亘理さんが Facebook に投稿していました。

そのFacebookに投稿した写真や原稿を全部まとめて、
それこそ「1年間の振り返りをして、ピンバッチをま
とめてくれ、写真を上げてくれ」とＡＩに指示をして
今回作ったのが、皆さんの卓上に配付されているもの
です。こんなピンバッチを付けていたのだと思ってい
ただければと思っております。
　自分で振り返ってみると、こんなバッチを付けてい
たのだなと。例えば、クリスマス例会のときはドラえ
もんのバッチを付けていました。よくよく見るとハ
リー・ポッターとかロータリーと関係のないピンバッ
チを付けていたりしますので、ちょっと楽しんでいた
だきながら見ていただければと思って配布させていた
だきました。
　本日は、この後でもう一度、皆さまに最後の挨拶を
させていただく機会があると思いますので、会長挨拶
としては、皆さんとこうやって最終例会をお迎えする
ことができたことを嬉しく思うとともに、冒頭の会長
挨拶とさせていただきます。
本日は、最後までよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　横田　英喜幹事
　幹事報告をさせていただきます。本日は多数のご出
席ありがとうございました。
毎度の話になりますけれども、パーソナルボックス皆
さんの資料がある方もいらっしゃるかと思いますの
で、ぜひ本日、お持ち帰りいただければと思います。
　また例年同様で、事務局の整理をしておりまして各
種記念品の余っている物というと変ですけれども、記

念品グラスとか折りたたみ傘とかがありますので、好
きな物ありましたらお持ち帰りいただいて、できれば
ニコニコの袋も置いていますので、ニコニコしていた
だければと思います。よろしくお願いいたします。
最後の挨拶となりました。拙い挨拶でしたけれども、
お付き合いありがとうございます。一年間、ありがと
うございました。

スポンサー　木下　正明君
　鮫島八寿子さん
をご紹介します。
数カ月前に、私の
ところに「社会勉
強のためにロータ
リークラブかライ
オンズクラブに入
会したいのですけど、どこがいいのでしょうか」と聞
かれました。私が、ここが一番いいと思っているのに
他の所を紹介することはできません。鮫島先生の人柄
はよくわかっていることもあって、釧路ロータリーク
ラブに地元の方として第１号としてぜひお入りいただ
きたいと思いまして、荒井会長とスポンサーを務めさ
せていただいて、今回の入会の運びとなった次第です。
　鮫島先生は、若竹町で『やひろクリニック』の院長
をされております。「まる金寿司」の左斜め前の位置
関係があります。ほかにもいろいろ会社を経営されて
おります。ご趣味はゴルフをされるようです。旦那様
は札幌に在住で、お医者様をされております。あとは、
ご本人から自己紹介をしていただければと思います。
それではでは、鮫島さん、お願いします。

新入会員　鮫島八寿子君
　初めまして、鮫島
八寿子と申します。
よろしくお願いいた
します。私はずっと
釧路で育ちまして、
大学は東京に行きま
して、いろいろと見

聞を積んで北海道に戻ってきました。実家は村田商店
という餌（えさ）屋です。餌と村田牧場という第一次
産業を中心にやっているのですが、父と母が 13年前
に突然他界しまして、今、そちらの方の経営もしなが
ら、10年前に、加勢先生の所を居抜きで買いまして、
クリニックを開いた次第です。現在は、内科と在宅診
療として 24時間働いている形になります。いま、こ
ちらでご挨拶が終わりましたら患者さんのことで退席
させていただきます。本当に申し訳ございませんが、
こういう形で仕事をしております。

医者としての仕事は自分なりにも満足のいくものであ
りますが、北海道の今の第一次産業というのはかなり
厳しくて、餌のことでは私たちは大きいフィードワン
というとこから餌を買って、特約店として農家さんに
売っているのです。ただ、酪農関係はかなり疲弊して
いまして、離農される方が多く、その中でどのような
立ち位置で私が働いていけるか、いろんなことを提供
できるか、北海道の第一次産業をどうやって守ってい
くかを考えるにあたって、なかなか自分のキャリアで
は、経済とか社会とか、とても太刀打ちできるもので
はないということを常々実感しておりました。やはり
ロータリークラブでいろんな能力のある方にいろいろ
なことを学ばせていただきたいと思って木下先生に、
私のような若輩者が恥ずかしいのですけども、勉強さ
せてくださいとお願いして、今日に至っております。
これからいろいろと学びたいことも多いですし、ご相
談させていただくことも多いと思いますが、これから
どうぞよろしくお願いいたします。
釧路の歴史と伝統のあるこのような立派な会に入会さ
せていただきましたことを本当にありがたく思いま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございます。

歓迎の言葉　　荒井　　剛会長
　鮫島さん、ご入会おめでとうございます。今年度、
最後の例会ですが、次年度からまたどんどん参加して
いただければと思っております。
私自身は本業が弁護士で、スケジュール管理がなかな
か忙しくて、多忙ではあるのですけど、できる限りや
りくりして、ロータリークラブの例会に参加するよう
にしておりました。そういうことを続けた結果、本当
にいろんなことを学ぶことができましたし、成長する
ことができました。
ぜひ次年度、大変だと思うのですけども、時間の許す
限り、例会に参加していただいて、皆さんと交流いた
だいて、1日でも少しでも皆さんと触れ合って学んで
いただければと思っております。今後ともどうぞよろ
しくお願い申し上げます。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　親睦委員会の中島です。これよりキャンドルパー
ティーを開催させていただきます。
それでは開会のご挨拶を、クラブ運営委員会の天方大
副委員長にお願いしたいと思います。
天方君、よろしくお願いいたします。
　

クラブ運営委員会　天方　智順副委員長
　皆さま、こんばん
は。本年度、最後の
例会でございます。
荒井会長、横田幹事、
池田副会長、本当に
お疲れ様でございま
した。他の理事の皆

さん、何よりもメンバー全員の皆さま、本当に 1年間、
お疲れ様でございました。
今年 1年を振り返って、今日は楽しい夜にしていき
たいと思います。
以上、中島委員長が「1分以内で終わらせろ」と言っ
たので終わりにします。よろしくお願いいたします。

乾杯のご発声　髙橋　直人直前会長
　皆さん、こんばん
は。ご指名ですので、
乾杯のご挨拶をさせ
ていだきます。
荒井会長、三役の皆
さん、理事の皆さん、
各委員会メンバーの

皆さん、１年間の活動お疲れ様でした。
特に荒井会長におかれましては、本来であれば、直前
会長ということで、次年度を少しお休みできるのかな
と思いましたら、次年度、ガバナーノミニーというこ
とで、これから忙しい毎日がまた続くとは思います。
ロータリークラブのために、奉仕事業のため、頑張っ
ていただければと思います。私たちも応援しますので
どうぞよろしくお願いします。
最後になりますが、荒井会長の楽しい挨拶が聞けなく
なるということで、少し寂しいとは思いますが、次年
度会長、工藤会長に期待して乾杯したいと思います。
皆さん、乾杯のご唱和をお願いします。
荒井会長の帰港をお祝いして乾杯いたします。
（乾杯）
ありがとうございました。

出席 100 パーセント表彰
出席委員会　 水口　喜文委員長
　出席委員会の水口です。時間を少々いただきまして、
100％出席者の発表を行いたいと思います。
　対象者の皆さまには記念品を用意しておりますの
で、お名前をお呼びしますので、蝶ネクタイが素敵な
佐藤大委員長より、記念品を受け取ってください。
まずは、例会＋メークアップの出席率 100％です。
出席率の高い方からお呼びいたしますので記念品を受
け取ってください。
　まず、荒井剛君、おめでとうございます。横田英喜

君、日理一哉君、工藤彦夫君、西村智久君、佐藤貴之
君、市橋多佳丞君、杉村荘平君、八幡好洋君、池田一
己君、中島徳政君、石井孝行君、松井聖治君、村上祐
二君、白幡博君、佐々木俊和君、濱口憲太君、吉田潤
司君、髙橋直人君、脇弘幸君、青田敏治君、最後に石
田博司君。
以上が「例会＋メークアップ」の 100％達成者です。
おめでとうございます。
　最後に「例会 100％」の方ですが、今年は 48回の
例会がありました。その 48回全てに出られた方は 1
人いらっしゃいます。田中正己君です。おめでとうご
ざいます。

釧路ロータリークラブ例会出席率 100 パーセント受
賞者のコメント　田中　正己君
　皆さん、こんばん
は。今日はキャンド
ルパーということ
で、また、僕は平成
13年の２月に入会
しました。今日は入
会と例会出席 100％
ということで貴重なお品物をいただきました。本当に
ありがとうございます。
荒井会長、池田副会長、横田幹事、本当に 1年間ご
苦労様でした。また、皆さんとともに頑張っていきま
すのでよろしくお願いいたします。ありがとうござい
ます。

ご挨拶
釧路ロータリークラブ事務局員　小野田　伸子さん

　事務局の小野田で
す。1年間本当にあ
りがとうございまし
た。私は弟の東堂か
ら紹介をいただき去
年の４月に事務局に
入り、お世話になり

ました。早いもので 1年３カ月が経ちまして、本当
に皆さまには、いろんな場面でお世話になりました。
ありがとうございます。
　初めのころは、ロータリー用語で、皆さんの口から
出るのは横文字ばかりで、何を言っているのかちんぷ
んかんぷんでしたけど、その都度 Google 大先生に助
けていただきました。
まぁ、紹介してくれた弟からは「俺がいるから大丈夫
だ。幹事だから俺に何でも聞いてくれ」と俺に頼って
くれと言うばかりに、男らしいことを聞きましたので、
私も安心して入ったつもりなのです。ですけども、蓋
を開けたら、なんと７月で交代と。そんなことは聞い

ていなかったので、事務局の鍵を返された時には騙さ
れたのではないかなという感じに陥りました。
そんな中で、横田幹事には１年間、失敗も一緒に慰め
合い、成功した時にはお互いに褒め合いながら、二人
三脚で歩ませていただきました。本当に横田幹事あり
がとうございました。八幡幹事には、来年度お世話に
なりますけども、どうかよろしくお願いいたします。
ということで来年度も事務局の職員として皆さまのお
手伝いができるように頑張ってまいりたいと思います
ので、よろしくお願いいたします。
本当に一年、ありがとうございました。

ご挨拶
センチュリーキャッスルホテル　　　西澤様
　釧路ロータリーク
ラブの皆さん、こん
ばんは。私、ただい
まご紹介いただきま
した釧路センチュ
リーキャッスルホテ
ルの西澤です。
荒井会長を始め三役の皆さん、1年間、本当にお疲れ
様でございました。
　また、荒井会長には、レストランのランチご利用い
ただきまして本当にありがとうございます。
　釧路ロータリークラブの皆さんは 90周年の式典を
11月に控えておりまして、本当に次年度大変な 1年
になるのかなと思いますが工藤会長年度もどうぞよろ
しくお願いいたします。私たちも最大にバックアップ
をさせていただければと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。
本当に一年間、ありがとうございました。

（ご歓談中）

キャンドルサービス　三役の入場　　　　　　　　　
　　　　　　　
　この 1年間、世界平和のために活躍されました荒
井会長以下３名の三役が帰還をしてまいりました。皆
さま、大きな拍手でお願いいたします。

クラブ運営委員会　出席委員会　水口　喜文委員長
出席委員会の水口で
す。出席委員会と言
いながら、出席しな
い委員長で 1年間が
終わってしまいまし
た。本当に皆さんに
申し訳なかったで

す。

ただ、最低限の仕事として出席の報告とか、出席の集
計、そして今日の記念品の贈呈と、最低限のことだけ
をやらせてもらいました。
そんな中でも事務局の小野田さんには、きっちり毎回、
出席報告していただきまして、スムーズな集計ができ
ました。ただ、毎年皆さんが言っていますけど難しい
Excel に慣れるまでなかなか苦労して、最後はこれが
あったおかげで、きっちりと集計ができたと思います。
来年は松井君と聞いていますので、しっかりといいも
のを渡したいと思います。
1年間、皆さまのおかげで無事過ごすことができまし
た。来年はできる限り出席をして、少しでも貢献した
いと思っています。どうもありがとうございました。

プログラム委員会　濱口　憲太副委員長
　本日は藤井委員長
が出張ということ
で、副委員長の私が
代読をさせていただ
きます。
　私はこの 1年、プ
ログラム委員長を務

めました藤井敬亮です。今を迎えての感想を率直に言
いますと、意外と面白かったなということです。引き
受けた当初は、年間およそ 15コマを埋めなければな
らず、そんな人脈ないぞと不安にもなりましたが、荒
井会長をはじめ横田幹事、そして佐藤委員長、委員会
各メンバーの助けをいただき、相談しながらコマを埋
められました。
　内容は私の活動分野でもあります地域活動や福祉教
育にこだわらせていただきました。地域活動や福祉教
育の実践現場に近いお方を招いて、会員皆さまの地域
への寄り添いを深めたかったからです。結果は、委ね
るしかありませんが、私としては意外と面白かったな
という満足感でいっぱいです。
来月からはワンステップ上がって奉仕プロジェクト委
員長となります。不安しか感じませんが、できる限り
頑張ります。
この 1年間、ご協力、お付き合いくださいました皆
さま、例会にご出席いただいた会員皆さまに感謝を申
し上げます。ありがとうございました。
　
クラブ会報・雑誌・公共イメージ委員会　
　　　　八幡　好洋委員長

クラブ会報委員会の
八幡です。1年間、
メンバーの皆さん本
当にお世話なりまし
た。委員会のメン
バーの皆さんに、た

くさん助けていただいて本当にありがとうございまし
た。
クラブ会報委員会といいますと、写真を毎回記録取る
のが仕事でして、今回は吉井さんに担当いただいてい
るのですけれども、写真を撮るだけではなくて、実は、
毎週の例会記録が上がってきて、そのチェックをする
仕事があります。来年、幹事を担当させていただくの
ですが、その前年に、このクラブ会報を担当させてい
ただいて、いろいろ例会の流れを確認させていただく
機会をいただけたのは、本当にいい機会だったなと
思っています。ありがとうございます。
実は「来週、打ち上げ委員会を開催しよう」と関向副
委員長の発案で開催することとなったのですが、そこ
にほぼ全員のメンバーの皆さんが参加いただけること
になりましたので、最後にいい締めくくりができると
思っております。
一年、本当にありがとうございました。

会員増強･選考･職業分類委員会　市橋多佳丞副委員長
　会員増強の小野寺
委員長が本日、欠席
ということで代わり
に私からご報告をさ
せていただきます。
今、戻られた横田幹
事に確認をしました

けども、今年の年度当初は 103 名でスタートしまし
た。このクラブが現在 108 名になったということで
５名の増強に成功したとなっております。本当に皆さ
まのご協力に心より感謝を申し上げます。ありがとう
ございます。
　私は次年度以降も副会長という役職をいただいてお
りますので、しっかりとこの流れをさらに加速させて、
110 名以上を超えるような大きなクラブに皆さんと
ともに育てていきたいと思っております。ぜひ皆さま
のご協力を、来年度以降もよろしくお願いを申し上げ
まして、私からのご挨拶とさせていただきます。
本年一年、大変お世話なりました。ありがとうござい
ます。

クラブ研修委員会　滝越　康雄委員長
　クラブ研修委員会
は何に苦労したかと
いうと、炉辺会合で
の皆さんの人事異
動、配置、あの図面
に大変苦労しまし
た。どうやってやろ

うかと思ったら、自分の独断で人事異動しました。
まず、会員さんの分類したのです。会長経験者に、ボ

スに、愉快な人に、ちょっと癖のある人、新入会員、
そういうのを分類して、あっち、こっちやって、そう
して 100 何名配置をしなきゃならないのです。その
下書きをしたところで、横田幹事に渡したのです。そ
の下書きが表に出たものだから、大変な目に合いまし
た。２回、苦労していたのだけど、飲食店さんの話と
か、自分なりに楽しんでやらせてもらいました。来年、
この役をやる方には私がやったコツだったら教えます
ので、頑張ってください。
以上です。

社会奉仕委員会　木下　正明副委員長
　社会奉仕委員会は
湿原に子供たちを連
れて行って、ひがし
北海道釧路地域の良
さを知っていただく
事業をさせていただ
きました。３年継続

事業で、後藤年度から荒井年度まで３年間で 104 名
の小学生を湿原に連れて行きました。本当に、実際に
知らないのはわれわれ大人じゃないかなと思いまし
た。ビデオを何回か撮っているのですけど、一番喜ん
でいたのは私です。「うぇー」とか「わぁー」と言っ
ているのが私だったということです。
湿原って本当に地面がないと知っていました？　と前
も聞いたのですけど、湿原に地面が本当にないって
知っている人いますか？　
湿原って地面がないのですよ。草が浮いているだけな
ので、その上をみんな歩いているのですよ。だから、
行ってみないと絶対にわからないのです。
今年度も、来年度も、再来年度も、永遠に湿原ツアー
をやりますので、もしよかったら９月 26～ 27日に
皆さんご参加いただければ、「湿原に地面がない」と「谷
地眼に胴長ではいて入れる」体験ができますので、ぜ
ひよろしくお願いします。
一年間、本当にありがとうございました。

職業奉仕委員会 　残間　　巌委員長
　職業奉仕委員会の
残間です。ロータ
リーに入会して初め
ての委員長でしたけ
れども、職業例会と
いうことで２回、和
商さんとＮＨＫさん

にお邪魔させていただく計画をさせていただきまし
た。
　決めたのは荒井会長の強い意向で、ここに行く、こ
こに行く、というように決めてくださったので、私は

段取りをするだけです。かつ、和商は段取りだけをし
て、私は行けなかったという非常に残念なことをした
なと思っています。ＮＨＫのときは、皆さんが子供の
社会科見学同様に、ニュースブースの前に立ってパチ
パチと写真を撮っているのが非常に印象的でありまし
た。
　来期は、親睦の曽我部委員長の下、副委員長という
ことで、頑張らせていただきますが、曽我部委員長、私、
それから西田副委員長ですけども、誰も親睦を経験し
ていないのです。どうなるのだろうという不安の中で、
正副が今いろいろな打ち合わせしています。いろんな
失敗があると思いますけれども、大目に見ていただけ
れば幸いです。
一年間、どうもありがとうございました。

国際奉仕委員会　東堂　光春委員長
国際奉仕委員長の東
堂です。１年間、本
当にありがとうござ
いました。
前年度の村上委員長
から引き継ぎまし
て、台北中央ロータ

リークラブとの友好を図っていきました。16名の参
加ということで、英一さんと荒井会長には台湾ではお
世話になりました。
また、６月にタイのラチャブリロータリークラブに２
年連続で行かせていただきました。その時も英一さん
と荒井会長、ありがとうございました。
ということで台北中央ロータリークラブの事務局のア
ビーさんという方と仲良くなりまして、最後の最後に
ＬＩＮＥ友だちになって、友好を深めていたのですが、
次年度石井委員長に引き継ごうとした瞬間にアビーさ
んが７月に退任されるということで大変悲しいのです
が、僕は個人的に繋がっていきたいなと思っています。
一年間、ありがとうございました。

青少年奉仕委員会　岩田　信一委員長
　野球大会から始ま
りました。去年は高
校のグラウンドを使
いましたけれども、
今年は運動公園の大
きい球場でさせてい
ただきました。

　アイスホッケーのほうは無事に全国から集まって大
会ができることになりました。本当に参加協力いただ
きまして、ありがとうございます。
私は新入会員のとき以来、２年目からずっと社会奉仕
にいましたけども、来年はやっと抜けることができま

した。ありがとうございました。
一年間、どうもありがとうございます。
　
ロータリー財団寄付推進委員会　吉田　秀俊副委員長

　皆さん、こんばん
は。本日は堀委員長
が出張のため欠席し
ておりますが、委員
長から報告書を預
かっておりますの
で、副委員長の私か

ら報告させていただきます。
今年度ロータリー財団寄付推進委員会では、歴史と伝
統のある釧路ロータリークラブがこれまで以上に生き
生きと魅力のあるクラブとなるよう積極的に活動して
まいりました。会長方針であります「笑顔と誇りを胸
に挑戦するロータリー」を達成するために、また国際
交流事業を推進する上でも、ロータリー財団の内容や
その使い道などの情報を発信してまいりました。
　ロータリー財団への理解を図るため、寄付の推進や
認証ポイントの利用促進を中心に活動していく中で、
会員の皆様には大変ご協力をいただき、心より感謝い
たしております。また、昨年の 11月に開催されまし
た担当例会では、荒井会長からグローバル補助金につ
いてのその仕組みと今後の展開というテーマでご講演
をいただき、無事に終えることができました。
　荒井会長、委員会メンバー、そして全ての会員の皆
さん方に感謝申し上げ、活動報告させていただきます。
一年間、大変ありがとうございました。

米山記念奨学会委員会　代読　親睦活動委員会　中島
　徳政委員長
　次は米山記念奨学会委員長の米本さんですが、本日
欠席で文書が届いておりますので私の方から代読をさ
せていただきたいと思います。
米山記念奨学委員会の米本です。本日、所用により出
席できないことをお詫び申し上げます。本年度、当委
員会は二つの例会を担当させていただきました。ひと
つ目は、昨年 10月 16日、北見ロータリークラブの
帰山哲雄君と北見工業大学の留学生・テリゲルさんを
お呼びして講演をしていただきました。
この例会で米山留学生の実際の生活の様子や考え方な
どを理解していただけたのではないでしょうか。二つ
目は例年どおり開催された米山記念チャリティーコン
ペです。開催時期が変更になり寒くなりましたが、多
くの皆さまに参加していただき感謝しております。
以上、本年度の委員会の活動報告でした。委員会メン
バー並びにクラブの会員の皆さまにご協力いただきま
して、一年間、本当にありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　脇　　弘幸委員長
　今年度、嵯峨記念
育英会委員会の委員
長です。いま考えた
のですけども、委員
長はクラブ研修委員
会の委員長から 5年
ぶりなのです。この

「委員長をやってくれ」という話がよくわからないの
ですけど、横田幹事からありがたいことに連絡をいた
だきました。
横田幹事が「脇さん、次年度嵯峨の委員長をお願いし
ます」と言うのです。私からは「いやぁ、そんな委員
長のポストもったいない。もっと若い人にやっても
らって。自分はサポートにしっかり回るから、このポ
ジションを若い人にやってもらってほしい」と言った
のです。そしたら横田幹事から、なんと、「いや、違
いますよ、脇さんが若手です」と。ちょっと待て、と。
そのように諭されましたよ、確かになぁ、人生 100
年といわれる時代ですから、60代なんてまだまだ若
手、小僧だ、ということで私も考えまして、「わかり
ました。横田さんありがとうございます。気持ちよく
引き受けさせていただきます」ということで私、今年
度、若手の 1人として、多くの委員長の活動をしっ
かりと進めてきましたので、これからまた次年度も若
手の 1人として、小僧寄りの中堅として、また 1年
間頑張っていきたいと思いますので、今年度は皆さま
のご協力をいただきまして本当にありがとうございま
した。
例会のことはよくわからなくて、何も言ってないので
すが、本当にありがとうございました。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　最後にわれわれの
親睦活動委員会で
す。私から挨拶をさ
せていただきたいと
思います。
本当に１年間夜間例
会を設えさせていた

だきましてありがとうございます。大変たくさんの方
にお集まりいただいたと思っております。
脇君と同じ年の中島です。個人的に言いますと、私も
『鱗』のカウンターで荒井会長と横田幹事がいまして、
「親睦委員長が空いているのだけれど、どうだろう」
と言われて、酔った勢いで「はい」と言ったのがこの
結果になっております。1年間、夜間例会の設えをさ
せていただきました。本当にたくさんの方にご参加い
ただき、ありがとうございました。
親睦委員の皆さんには今回、すごく出席率も良く、委

員会もたくさん出席していただきました。各支店長さ
んには、本当に頑張っていただきました。それぞれ支
店長さん方には、例会の司会とかをひとつひとつ受け
持ってもらう形で、それぞれのタレント性も皆さんに
見ていただけたのではないかなと思っております。
１年間は本当にあっという間で、最後のキャンドルに
なりました。これでしばらく私はお休みに入りたいと
思っております。
本日も 65名の出席ということで大変多い出席と思い
ます。この例会、というかこの釧路クラブの例会をす
る楽しい雰囲気大好きです。今後ともよろしくお願い
いたしまして、一年間のお礼をさせていただきたいと
思います。
本当にありがとうございました。　

荒井　　剛会長　謝辞
　これが会長の挨拶として最後になると思います。５
分ぐらい喋りたいと思いますけど。
会長挨拶をするときに小野田さんが席に座っていて、
小野田さんを見ると、ずっとこっちを見ていて笑顔で
聞いていただいております。これから会長挨拶とかス
ピーチをされる方は小野田さんを見ながら喋っていた
だくと、本当にすごい気持ち良く喋ることできます。
本当に理解しているのか、知らないかよくわからない
ですけども、とにかく笑顔で、笑顔で笑ってくれてい
るのが本当に嬉しかったのです。来年以降もぜひ、笑っ
てください。
　１年間のお礼の挨拶ということで、本当にあっとい
う間の１年でした。2011年の３月10日にロータリー
クラブ入会しました。舟木さんが会長の時に舟木さん
に「幹事をやってくれないか」と声をかけていただき
ました。副会長は土橋さんです。当時を思い出すと、
毎週のように３人で集まって例会の打ち合わせをさせ
ていただきました。そのときの経験がありましたので、
ロータリーのこともわかりましたし、ロータリーのメ
ンバー皆さんのことも、それを通してわかるようにな
りました。本当にその時の経験があったからだと思い
ます。感謝申し上げます。
　その後、後藤パスト会長から会長を指名いただきま
して、自分に本当に会長ができるのだろうかと思って
いましたが、あっという間に１年が過ぎました。１年
過ぎて、会長という大役を何とか今日まで務めること
ができたかなと思っております。会長を指名していた
だきました後藤パスト会長に感謝申し上げます。後藤
パスト会長には、来年以降ますますお世話になると思
いますので、またよろしくお願い申し上げます。
　この会長指名を受けた後ですね、誰を幹事にするか
なと思った時にやっぱり真っ先に横田幹事を思い出し
ました。横田さんは舟木会長の時に、私が幹事で横田
さんは副幹事を務めておりました。そのときの雰囲気

とかもわかっておりましたので、見てのとおり、皆さ
んもわかっていると思うのですけども、明るくてとに
かく笑っている。トラブルをトラブルと思わないとい
うこともありますが、それが一番強いと思うのです。
なぜトラブルをトラブルと思わないのかというと、常
にトラブルに見舞われているからだと思うのですよ。
これが多分彼の強みであり、彼が成長する。それを受
けて私も何かあっても、彼がいれば何とかなるだろう
と思って、横田さんの事務所で「幹事を受けてくれな
いか」とお願いしたら。ロータリーのことですと言っ
たら、困ったなーと言いながらすごい笑顔で「わかり
ました」と言ってくれました。すごく嬉しかったです。
本当に心強かったです。
さっき、本人が言っていましたが、元々すごく親しかっ
たわけではないのですが、三役をとおして海外の国際
大会しかり、グローバル補助金贈呈式しっかり、台北
中央等の記念式典に参加するというのも、本当に心強
く、楽しく、一緒に楽しい時間を過ごしました。一緒
にダンスもしました。来年以降、これで会長が終わっ
たとしても、本当に一生の仲になるだろうなと思って
おります。本当にありがとうございました。
そして、副会長は、最初から池田さんにお願いしよう
と思って、池田さんに声をかけたところ、「どんな役
でも声かけていただければ、お手伝いしようと思って
いました」と言ってくれて本当に嬉しかったです。会
長として、幹事、副会長にこの人がいいなと思って声
かけて、ぱっと一発で返事していただいたことで本当
に勇気付けられました。
そして、池田副会長は例会もそうですし、理事会もそ
うですし、安定した司会、本当に助かりました。今年
１年の池田副会長は本業の方でスケジュールがすごく
忙しかったのです。そのスケジュールをやりくりして
いる中で、理事会、例会と参加していただきました。
本当にありがとうございました。
　亘理副幹事、前回もお話しましたが Facebook での
投稿、ＳＮＳだけではなくて、ソングリーダーを選び
頼むのも大変だったと思います。田坂さんが退会され
るまでは２人で一緒にやっていただきました。田坂さ
んにも、亘理さんにも、私と横田幹事で事務所の方に
お願いして「副幹事をお願いできないだろうか」と言っ
たことを思い出します。その時も「わかりました」と
本当に快く引き受けていただきました。そういったこ
とを思い出しながら、1年間やって、何とかここまで
来ることができました。
そして最後に、何よりも親睦委員会の中島さんをはじ
め、親睦委員会の皆さま、この準備のためにどれぐら
い時間かけていたのかなと思っております。何回も夜
間例化もありましたし。
他の委員会の委員長、メンバー、そして理事の方々も
本当に釧路ロータリークラブの事業のために考えて活

動していただいたと思っております。本当に例会に出
ていただける皆さまがいるからこそ、釧路ロータリー
クラブが歴史と伝統をそのまま続けて行けるのだろう
と思っております。
　会長をやって思っていたのが、釧路ロータリークラ
ブに入って続けていてよかったなと思えるのと、皆さ
んのことを本当にますます好きになっています。本当
に貴重な経験を私がすることができました。来年はい
よいよ釧路ロータリークラブ 90周年になります。工
藤エレクトに何とかこのバトンを渡して、来年は１メ
ンバーとしてますます釧路ロータリークラブを支えて
いきたいと思っております。
心より一年間のお礼を申し上げて、お礼の挨拶とさせ
いただきます。ありがとうございました。

ご挨拶
工藤　彦夫会長エレクト

　いま荒井会長から
バッチをいただきま
して、付けていただ
きました。大変重み
を感じております。
今の気持ちは、来年
90年ということで

不安と期待がいっぱいです。かつ、理事は経験が浅い
理事が結構多いので、それも不安なのですけども、全
力で理事が喜べる、そして皆さんも喜んでいただける
90周年にしたいと思います。
一年間、よろしくお願いします。

中締めの挨拶
後藤　公貴パスト会長

指名会長ということ
で一言ご挨拶と中締
めをさせていただき
ます。まずエピソー
ドをひとつ、短めに
お話させていただき
ます。

2024 年 8月に荒井君しかいないと思って会長指名の
連絡をさせていただきました。
荒井君に電話をして、「ちょっと相談したいことがあ
るのですけど」とお話をさせていただいたその次の日
かな、事務所に伺わせていただきましたら、相談ルー
ムに通していただきました。ずいぶん来ないなと思っ
たのですよ。そしたら六法全書を抱えて本人がやって
きました。そして「お店の調子が悪いのですか」と。
いや、お店のことではないのですと話しました。「奥
様となにか」。まぁ、かみさんに怒鳴られるとこを見
ていたのでしょう。ということで、ちょっと乗っかり
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんばん
は。いよいよ最終例
会です。今日が 48
回目の例会となりま
す。私は 1回だけサ
ウジアラビアへの出
張のため、1回休み

ましたので、私は 47回目の会長挨拶をすることにな
ります。
思い返しますと、毎週木曜日の例会になると、会長挨
拶で何を話さないといけないかな、なんの話をしよう
かな、と思っていつも悩んでおりました。ロータリー
にどう結びつけようかなとか、少しでもお伝えできる
ものがあればお伝えしたいなと思って、いろいろ考え
た 1年でした。ロータリーの歴史だったり、国際奉
仕だったり、地域の話題だったり、あるいは仕事に絡
む問題、それこそ生成ＡＩのことを何回かお話しさせ
ていただいたり、あるいはハーバード大学の図書館落
書きの話もさせていただいたこともあります。挙句の
果てにはブラックサンダーの話もさせていただきまし
た。それを振り返ってみますと、なかなかいい思い出
だなと思っております。
それとは別に、先週お伝えしたのですけども、ロータ
リーバッチを付けているのですが、もうひとつ毎週違
うピンバッチを付けようと工夫をしておりました。そ
れを毎週付けて、それを亘理副幹事に写真を撮っても
らって、亘理さんが Facebook に投稿していました。

そのFacebookに投稿した写真や原稿を全部まとめて、
それこそ「1年間の振り返りをして、ピンバッチをま
とめてくれ、写真を上げてくれ」とＡＩに指示をして
今回作ったのが、皆さんの卓上に配付されているもの
です。こんなピンバッチを付けていたのだと思ってい
ただければと思っております。
　自分で振り返ってみると、こんなバッチを付けてい
たのだなと。例えば、クリスマス例会のときはドラえ
もんのバッチを付けていました。よくよく見るとハ
リー・ポッターとかロータリーと関係のないピンバッ
チを付けていたりしますので、ちょっと楽しんでいた
だきながら見ていただければと思って配布させていた
だきました。
　本日は、この後でもう一度、皆さまに最後の挨拶を
させていただく機会があると思いますので、会長挨拶
としては、皆さんとこうやって最終例会をお迎えする
ことができたことを嬉しく思うとともに、冒頭の会長
挨拶とさせていただきます。
本日は、最後までよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　横田　英喜幹事
　幹事報告をさせていただきます。本日は多数のご出
席ありがとうございました。
毎度の話になりますけれども、パーソナルボックス皆
さんの資料がある方もいらっしゃるかと思いますの
で、ぜひ本日、お持ち帰りいただければと思います。
　また例年同様で、事務局の整理をしておりまして各
種記念品の余っている物というと変ですけれども、記

念品グラスとか折りたたみ傘とかがありますので、好
きな物ありましたらお持ち帰りいただいて、できれば
ニコニコの袋も置いていますので、ニコニコしていた
だければと思います。よろしくお願いいたします。
最後の挨拶となりました。拙い挨拶でしたけれども、
お付き合いありがとうございます。一年間、ありがと
うございました。

スポンサー　木下　正明君
　鮫島八寿子さん
をご紹介します。
数カ月前に、私の
ところに「社会勉
強のためにロータ
リークラブかライ
オンズクラブに入
会したいのですけど、どこがいいのでしょうか」と聞
かれました。私が、ここが一番いいと思っているのに
他の所を紹介することはできません。鮫島先生の人柄
はよくわかっていることもあって、釧路ロータリーク
ラブに地元の方として第１号としてぜひお入りいただ
きたいと思いまして、荒井会長とスポンサーを務めさ
せていただいて、今回の入会の運びとなった次第です。
　鮫島先生は、若竹町で『やひろクリニック』の院長
をされております。「まる金寿司」の左斜め前の位置
関係があります。ほかにもいろいろ会社を経営されて
おります。ご趣味はゴルフをされるようです。旦那様
は札幌に在住で、お医者様をされております。あとは、
ご本人から自己紹介をしていただければと思います。
それではでは、鮫島さん、お願いします。

新入会員　鮫島八寿子君
　初めまして、鮫島
八寿子と申します。
よろしくお願いいた
します。私はずっと
釧路で育ちまして、
大学は東京に行きま
して、いろいろと見

聞を積んで北海道に戻ってきました。実家は村田商店
という餌（えさ）屋です。餌と村田牧場という第一次
産業を中心にやっているのですが、父と母が 13年前
に突然他界しまして、今、そちらの方の経営もしなが
ら、10年前に、加勢先生の所を居抜きで買いまして、
クリニックを開いた次第です。現在は、内科と在宅診
療として 24時間働いている形になります。いま、こ
ちらでご挨拶が終わりましたら患者さんのことで退席
させていただきます。本当に申し訳ございませんが、
こういう形で仕事をしております。

医者としての仕事は自分なりにも満足のいくものであ
りますが、北海道の今の第一次産業というのはかなり
厳しくて、餌のことでは私たちは大きいフィードワン
というとこから餌を買って、特約店として農家さんに
売っているのです。ただ、酪農関係はかなり疲弊して
いまして、離農される方が多く、その中でどのような
立ち位置で私が働いていけるか、いろんなことを提供
できるか、北海道の第一次産業をどうやって守ってい
くかを考えるにあたって、なかなか自分のキャリアで
は、経済とか社会とか、とても太刀打ちできるもので
はないということを常々実感しておりました。やはり
ロータリークラブでいろんな能力のある方にいろいろ
なことを学ばせていただきたいと思って木下先生に、
私のような若輩者が恥ずかしいのですけども、勉強さ
せてくださいとお願いして、今日に至っております。
これからいろいろと学びたいことも多いですし、ご相
談させていただくことも多いと思いますが、これから
どうぞよろしくお願いいたします。
釧路の歴史と伝統のあるこのような立派な会に入会さ
せていただきましたことを本当にありがたく思いま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございます。

歓迎の言葉　　荒井　　剛会長
　鮫島さん、ご入会おめでとうございます。今年度、
最後の例会ですが、次年度からまたどんどん参加して
いただければと思っております。
私自身は本業が弁護士で、スケジュール管理がなかな
か忙しくて、多忙ではあるのですけど、できる限りや
りくりして、ロータリークラブの例会に参加するよう
にしておりました。そういうことを続けた結果、本当
にいろんなことを学ぶことができましたし、成長する
ことができました。
ぜひ次年度、大変だと思うのですけども、時間の許す
限り、例会に参加していただいて、皆さんと交流いた
だいて、1日でも少しでも皆さんと触れ合って学んで
いただければと思っております。今後ともどうぞよろ
しくお願い申し上げます。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　親睦委員会の中島です。これよりキャンドルパー
ティーを開催させていただきます。
それでは開会のご挨拶を、クラブ運営委員会の天方大
副委員長にお願いしたいと思います。
天方君、よろしくお願いいたします。
　

クラブ運営委員会　天方　智順副委員長
　皆さま、こんばん
は。本年度、最後の
例会でございます。
荒井会長、横田幹事、
池田副会長、本当に
お疲れ様でございま
した。他の理事の皆

さん、何よりもメンバー全員の皆さま、本当に 1年間、
お疲れ様でございました。
今年 1年を振り返って、今日は楽しい夜にしていき
たいと思います。
以上、中島委員長が「1分以内で終わらせろ」と言っ
たので終わりにします。よろしくお願いいたします。

乾杯のご発声　髙橋　直人直前会長
　皆さん、こんばん
は。ご指名ですので、
乾杯のご挨拶をさせ
ていだきます。
荒井会長、三役の皆
さん、理事の皆さん、
各委員会メンバーの

皆さん、１年間の活動お疲れ様でした。
特に荒井会長におかれましては、本来であれば、直前
会長ということで、次年度を少しお休みできるのかな
と思いましたら、次年度、ガバナーノミニーというこ
とで、これから忙しい毎日がまた続くとは思います。
ロータリークラブのために、奉仕事業のため、頑張っ
ていただければと思います。私たちも応援しますので
どうぞよろしくお願いします。
最後になりますが、荒井会長の楽しい挨拶が聞けなく
なるということで、少し寂しいとは思いますが、次年
度会長、工藤会長に期待して乾杯したいと思います。
皆さん、乾杯のご唱和をお願いします。
荒井会長の帰港をお祝いして乾杯いたします。
（乾杯）
ありがとうございました。

出席 100 パーセント表彰
出席委員会　 水口　喜文委員長
　出席委員会の水口です。時間を少々いただきまして、
100％出席者の発表を行いたいと思います。
　対象者の皆さまには記念品を用意しておりますの
で、お名前をお呼びしますので、蝶ネクタイが素敵な
佐藤大委員長より、記念品を受け取ってください。
まずは、例会＋メークアップの出席率 100％です。
出席率の高い方からお呼びいたしますので記念品を受
け取ってください。
　まず、荒井剛君、おめでとうございます。横田英喜

君、日理一哉君、工藤彦夫君、西村智久君、佐藤貴之
君、市橋多佳丞君、杉村荘平君、八幡好洋君、池田一
己君、中島徳政君、石井孝行君、松井聖治君、村上祐
二君、白幡博君、佐々木俊和君、濱口憲太君、吉田潤
司君、髙橋直人君、脇弘幸君、青田敏治君、最後に石
田博司君。
以上が「例会＋メークアップ」の 100％達成者です。
おめでとうございます。
　最後に「例会 100％」の方ですが、今年は 48回の
例会がありました。その 48回全てに出られた方は 1
人いらっしゃいます。田中正己君です。おめでとうご
ざいます。

釧路ロータリークラブ例会出席率 100 パーセント受
賞者のコメント　田中　正己君
　皆さん、こんばん
は。今日はキャンド
ルパーということ
で、また、僕は平成
13年の２月に入会
しました。今日は入
会と例会出席 100％
ということで貴重なお品物をいただきました。本当に
ありがとうございます。
荒井会長、池田副会長、横田幹事、本当に 1年間ご
苦労様でした。また、皆さんとともに頑張っていきま
すのでよろしくお願いいたします。ありがとうござい
ます。

ご挨拶
釧路ロータリークラブ事務局員　小野田　伸子さん

　事務局の小野田で
す。1年間本当にあ
りがとうございまし
た。私は弟の東堂か
ら紹介をいただき去
年の４月に事務局に
入り、お世話になり

ました。早いもので 1年３カ月が経ちまして、本当
に皆さまには、いろんな場面でお世話になりました。
ありがとうございます。
　初めのころは、ロータリー用語で、皆さんの口から
出るのは横文字ばかりで、何を言っているのかちんぷ
んかんぷんでしたけど、その都度 Google 大先生に助
けていただきました。
まぁ、紹介してくれた弟からは「俺がいるから大丈夫
だ。幹事だから俺に何でも聞いてくれ」と俺に頼って
くれと言うばかりに、男らしいことを聞きましたので、
私も安心して入ったつもりなのです。ですけども、蓋
を開けたら、なんと７月で交代と。そんなことは聞い

ていなかったので、事務局の鍵を返された時には騙さ
れたのではないかなという感じに陥りました。
そんな中で、横田幹事には１年間、失敗も一緒に慰め
合い、成功した時にはお互いに褒め合いながら、二人
三脚で歩ませていただきました。本当に横田幹事あり
がとうございました。八幡幹事には、来年度お世話に
なりますけども、どうかよろしくお願いいたします。
ということで来年度も事務局の職員として皆さまのお
手伝いができるように頑張ってまいりたいと思います
ので、よろしくお願いいたします。
本当に一年、ありがとうございました。

ご挨拶
センチュリーキャッスルホテル　　　西澤様
　釧路ロータリーク
ラブの皆さん、こん
ばんは。私、ただい
まご紹介いただきま
した釧路センチュ
リーキャッスルホテ
ルの西澤です。
荒井会長を始め三役の皆さん、1年間、本当にお疲れ
様でございました。
　また、荒井会長には、レストランのランチご利用い
ただきまして本当にありがとうございます。
　釧路ロータリークラブの皆さんは 90周年の式典を
11月に控えておりまして、本当に次年度大変な 1年
になるのかなと思いますが工藤会長年度もどうぞよろ
しくお願いいたします。私たちも最大にバックアップ
をさせていただければと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。
本当に一年間、ありがとうございました。

（ご歓談中）

キャンドルサービス　三役の入場　　　　　　　　　
　　　　　　　
　この 1年間、世界平和のために活躍されました荒
井会長以下３名の三役が帰還をしてまいりました。皆
さま、大きな拍手でお願いいたします。

クラブ運営委員会　出席委員会　水口　喜文委員長
出席委員会の水口で
す。出席委員会と言
いながら、出席しな
い委員長で 1年間が
終わってしまいまし
た。本当に皆さんに
申し訳なかったで

す。

ただ、最低限の仕事として出席の報告とか、出席の集
計、そして今日の記念品の贈呈と、最低限のことだけ
をやらせてもらいました。
そんな中でも事務局の小野田さんには、きっちり毎回、
出席報告していただきまして、スムーズな集計ができ
ました。ただ、毎年皆さんが言っていますけど難しい
Excel に慣れるまでなかなか苦労して、最後はこれが
あったおかげで、きっちりと集計ができたと思います。
来年は松井君と聞いていますので、しっかりといいも
のを渡したいと思います。
1年間、皆さまのおかげで無事過ごすことができまし
た。来年はできる限り出席をして、少しでも貢献した
いと思っています。どうもありがとうございました。

プログラム委員会　濱口　憲太副委員長
　本日は藤井委員長
が出張ということ
で、副委員長の私が
代読をさせていただ
きます。
　私はこの 1年、プ
ログラム委員長を務

めました藤井敬亮です。今を迎えての感想を率直に言
いますと、意外と面白かったなということです。引き
受けた当初は、年間およそ 15コマを埋めなければな
らず、そんな人脈ないぞと不安にもなりましたが、荒
井会長をはじめ横田幹事、そして佐藤委員長、委員会
各メンバーの助けをいただき、相談しながらコマを埋
められました。
　内容は私の活動分野でもあります地域活動や福祉教
育にこだわらせていただきました。地域活動や福祉教
育の実践現場に近いお方を招いて、会員皆さまの地域
への寄り添いを深めたかったからです。結果は、委ね
るしかありませんが、私としては意外と面白かったな
という満足感でいっぱいです。
来月からはワンステップ上がって奉仕プロジェクト委
員長となります。不安しか感じませんが、できる限り
頑張ります。
この 1年間、ご協力、お付き合いくださいました皆
さま、例会にご出席いただいた会員皆さまに感謝を申
し上げます。ありがとうございました。
　
クラブ会報・雑誌・公共イメージ委員会　
　　　　八幡　好洋委員長

クラブ会報委員会の
八幡です。1年間、
メンバーの皆さん本
当にお世話なりまし
た。委員会のメン
バーの皆さんに、た

くさん助けていただいて本当にありがとうございまし
た。
クラブ会報委員会といいますと、写真を毎回記録取る
のが仕事でして、今回は吉井さんに担当いただいてい
るのですけれども、写真を撮るだけではなくて、実は、
毎週の例会記録が上がってきて、そのチェックをする
仕事があります。来年、幹事を担当させていただくの
ですが、その前年に、このクラブ会報を担当させてい
ただいて、いろいろ例会の流れを確認させていただく
機会をいただけたのは、本当にいい機会だったなと
思っています。ありがとうございます。
実は「来週、打ち上げ委員会を開催しよう」と関向副
委員長の発案で開催することとなったのですが、そこ
にほぼ全員のメンバーの皆さんが参加いただけること
になりましたので、最後にいい締めくくりができると
思っております。
一年、本当にありがとうございました。

会員増強･選考･職業分類委員会　市橋多佳丞副委員長
　会員増強の小野寺
委員長が本日、欠席
ということで代わり
に私からご報告をさ
せていただきます。
今、戻られた横田幹
事に確認をしました

けども、今年の年度当初は 103 名でスタートしまし
た。このクラブが現在 108 名になったということで
５名の増強に成功したとなっております。本当に皆さ
まのご協力に心より感謝を申し上げます。ありがとう
ございます。
　私は次年度以降も副会長という役職をいただいてお
りますので、しっかりとこの流れをさらに加速させて、
110 名以上を超えるような大きなクラブに皆さんと
ともに育てていきたいと思っております。ぜひ皆さま
のご協力を、来年度以降もよろしくお願いを申し上げ
まして、私からのご挨拶とさせていただきます。
本年一年、大変お世話なりました。ありがとうござい
ます。

クラブ研修委員会　滝越　康雄委員長
　クラブ研修委員会
は何に苦労したかと
いうと、炉辺会合で
の皆さんの人事異
動、配置、あの図面
に大変苦労しまし
た。どうやってやろ

うかと思ったら、自分の独断で人事異動しました。
まず、会員さんの分類したのです。会長経験者に、ボ

スに、愉快な人に、ちょっと癖のある人、新入会員、
そういうのを分類して、あっち、こっちやって、そう
して 100 何名配置をしなきゃならないのです。その
下書きをしたところで、横田幹事に渡したのです。そ
の下書きが表に出たものだから、大変な目に合いまし
た。２回、苦労していたのだけど、飲食店さんの話と
か、自分なりに楽しんでやらせてもらいました。来年、
この役をやる方には私がやったコツだったら教えます
ので、頑張ってください。
以上です。

社会奉仕委員会　木下　正明副委員長
　社会奉仕委員会は
湿原に子供たちを連
れて行って、ひがし
北海道釧路地域の良
さを知っていただく
事業をさせていただ
きました。３年継続

事業で、後藤年度から荒井年度まで３年間で 104 名
の小学生を湿原に連れて行きました。本当に、実際に
知らないのはわれわれ大人じゃないかなと思いまし
た。ビデオを何回か撮っているのですけど、一番喜ん
でいたのは私です。「うぇー」とか「わぁー」と言っ
ているのが私だったということです。
湿原って本当に地面がないと知っていました？　と前
も聞いたのですけど、湿原に地面が本当にないって
知っている人いますか？　
湿原って地面がないのですよ。草が浮いているだけな
ので、その上をみんな歩いているのですよ。だから、
行ってみないと絶対にわからないのです。
今年度も、来年度も、再来年度も、永遠に湿原ツアー
をやりますので、もしよかったら９月 26～ 27日に
皆さんご参加いただければ、「湿原に地面がない」と「谷
地眼に胴長ではいて入れる」体験ができますので、ぜ
ひよろしくお願いします。
一年間、本当にありがとうございました。

職業奉仕委員会 　残間　　巌委員長
　職業奉仕委員会の
残間です。ロータ
リーに入会して初め
ての委員長でしたけ
れども、職業例会と
いうことで２回、和
商さんとＮＨＫさん

にお邪魔させていただく計画をさせていただきまし
た。
　決めたのは荒井会長の強い意向で、ここに行く、こ
こに行く、というように決めてくださったので、私は

段取りをするだけです。かつ、和商は段取りだけをし
て、私は行けなかったという非常に残念なことをした
なと思っています。ＮＨＫのときは、皆さんが子供の
社会科見学同様に、ニュースブースの前に立ってパチ
パチと写真を撮っているのが非常に印象的でありまし
た。
　来期は、親睦の曽我部委員長の下、副委員長という
ことで、頑張らせていただきますが、曽我部委員長、私、
それから西田副委員長ですけども、誰も親睦を経験し
ていないのです。どうなるのだろうという不安の中で、
正副が今いろいろな打ち合わせしています。いろんな
失敗があると思いますけれども、大目に見ていただけ
れば幸いです。
一年間、どうもありがとうございました。

国際奉仕委員会　東堂　光春委員長
国際奉仕委員長の東
堂です。１年間、本
当にありがとうござ
いました。
前年度の村上委員長
から引き継ぎまし
て、台北中央ロータ

リークラブとの友好を図っていきました。16名の参
加ということで、英一さんと荒井会長には台湾ではお
世話になりました。
また、６月にタイのラチャブリロータリークラブに２
年連続で行かせていただきました。その時も英一さん
と荒井会長、ありがとうございました。
ということで台北中央ロータリークラブの事務局のア
ビーさんという方と仲良くなりまして、最後の最後に
ＬＩＮＥ友だちになって、友好を深めていたのですが、
次年度石井委員長に引き継ごうとした瞬間にアビーさ
んが７月に退任されるということで大変悲しいのです
が、僕は個人的に繋がっていきたいなと思っています。
一年間、ありがとうございました。

青少年奉仕委員会　岩田　信一委員長
　野球大会から始ま
りました。去年は高
校のグラウンドを使
いましたけれども、
今年は運動公園の大
きい球場でさせてい
ただきました。

　アイスホッケーのほうは無事に全国から集まって大
会ができることになりました。本当に参加協力いただ
きまして、ありがとうございます。
私は新入会員のとき以来、２年目からずっと社会奉仕
にいましたけども、来年はやっと抜けることができま

した。ありがとうございました。
一年間、どうもありがとうございます。
　
ロータリー財団寄付推進委員会　吉田　秀俊副委員長

　皆さん、こんばん
は。本日は堀委員長
が出張のため欠席し
ておりますが、委員
長から報告書を預
かっておりますの
で、副委員長の私か

ら報告させていただきます。
今年度ロータリー財団寄付推進委員会では、歴史と伝
統のある釧路ロータリークラブがこれまで以上に生き
生きと魅力のあるクラブとなるよう積極的に活動して
まいりました。会長方針であります「笑顔と誇りを胸
に挑戦するロータリー」を達成するために、また国際
交流事業を推進する上でも、ロータリー財団の内容や
その使い道などの情報を発信してまいりました。
　ロータリー財団への理解を図るため、寄付の推進や
認証ポイントの利用促進を中心に活動していく中で、
会員の皆様には大変ご協力をいただき、心より感謝い
たしております。また、昨年の 11月に開催されまし
た担当例会では、荒井会長からグローバル補助金につ
いてのその仕組みと今後の展開というテーマでご講演
をいただき、無事に終えることができました。
　荒井会長、委員会メンバー、そして全ての会員の皆
さん方に感謝申し上げ、活動報告させていただきます。
一年間、大変ありがとうございました。

米山記念奨学会委員会　代読　親睦活動委員会　中島
　徳政委員長
　次は米山記念奨学会委員長の米本さんですが、本日
欠席で文書が届いておりますので私の方から代読をさ
せていただきたいと思います。
米山記念奨学委員会の米本です。本日、所用により出
席できないことをお詫び申し上げます。本年度、当委
員会は二つの例会を担当させていただきました。ひと
つ目は、昨年 10月 16日、北見ロータリークラブの
帰山哲雄君と北見工業大学の留学生・テリゲルさんを
お呼びして講演をしていただきました。
この例会で米山留学生の実際の生活の様子や考え方な
どを理解していただけたのではないでしょうか。二つ
目は例年どおり開催された米山記念チャリティーコン
ペです。開催時期が変更になり寒くなりましたが、多
くの皆さまに参加していただき感謝しております。
以上、本年度の委員会の活動報告でした。委員会メン
バー並びにクラブの会員の皆さまにご協力いただきま
して、一年間、本当にありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　脇　　弘幸委員長
　今年度、嵯峨記念
育英会委員会の委員
長です。いま考えた
のですけども、委員
長はクラブ研修委員
会の委員長から 5年
ぶりなのです。この

「委員長をやってくれ」という話がよくわからないの
ですけど、横田幹事からありがたいことに連絡をいた
だきました。
横田幹事が「脇さん、次年度嵯峨の委員長をお願いし
ます」と言うのです。私からは「いやぁ、そんな委員
長のポストもったいない。もっと若い人にやっても
らって。自分はサポートにしっかり回るから、このポ
ジションを若い人にやってもらってほしい」と言った
のです。そしたら横田幹事から、なんと、「いや、違
いますよ、脇さんが若手です」と。ちょっと待て、と。
そのように諭されましたよ、確かになぁ、人生 100
年といわれる時代ですから、60代なんてまだまだ若
手、小僧だ、ということで私も考えまして、「わかり
ました。横田さんありがとうございます。気持ちよく
引き受けさせていただきます」ということで私、今年
度、若手の 1人として、多くの委員長の活動をしっ
かりと進めてきましたので、これからまた次年度も若
手の 1人として、小僧寄りの中堅として、また 1年
間頑張っていきたいと思いますので、今年度は皆さま
のご協力をいただきまして本当にありがとうございま
した。
例会のことはよくわからなくて、何も言ってないので
すが、本当にありがとうございました。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　最後にわれわれの
親睦活動委員会で
す。私から挨拶をさ
せていただきたいと
思います。
本当に１年間夜間例
会を設えさせていた

だきましてありがとうございます。大変たくさんの方
にお集まりいただいたと思っております。
脇君と同じ年の中島です。個人的に言いますと、私も
『鱗』のカウンターで荒井会長と横田幹事がいまして、
「親睦委員長が空いているのだけれど、どうだろう」
と言われて、酔った勢いで「はい」と言ったのがこの
結果になっております。1年間、夜間例会の設えをさ
せていただきました。本当にたくさんの方にご参加い
ただき、ありがとうございました。
親睦委員の皆さんには今回、すごく出席率も良く、委

員会もたくさん出席していただきました。各支店長さ
んには、本当に頑張っていただきました。それぞれ支
店長さん方には、例会の司会とかをひとつひとつ受け
持ってもらう形で、それぞれのタレント性も皆さんに
見ていただけたのではないかなと思っております。
１年間は本当にあっという間で、最後のキャンドルに
なりました。これでしばらく私はお休みに入りたいと
思っております。
本日も 65名の出席ということで大変多い出席と思い
ます。この例会、というかこの釧路クラブの例会をす
る楽しい雰囲気大好きです。今後ともよろしくお願い
いたしまして、一年間のお礼をさせていただきたいと
思います。
本当にありがとうございました。　

荒井　　剛会長　謝辞
　これが会長の挨拶として最後になると思います。５
分ぐらい喋りたいと思いますけど。
会長挨拶をするときに小野田さんが席に座っていて、
小野田さんを見ると、ずっとこっちを見ていて笑顔で
聞いていただいております。これから会長挨拶とかス
ピーチをされる方は小野田さんを見ながら喋っていた
だくと、本当にすごい気持ち良く喋ることできます。
本当に理解しているのか、知らないかよくわからない
ですけども、とにかく笑顔で、笑顔で笑ってくれてい
るのが本当に嬉しかったのです。来年以降もぜひ、笑っ
てください。
　１年間のお礼の挨拶ということで、本当にあっとい
う間の１年でした。2011年の３月10日にロータリー
クラブ入会しました。舟木さんが会長の時に舟木さん
に「幹事をやってくれないか」と声をかけていただき
ました。副会長は土橋さんです。当時を思い出すと、
毎週のように３人で集まって例会の打ち合わせをさせ
ていただきました。そのときの経験がありましたので、
ロータリーのこともわかりましたし、ロータリーのメ
ンバー皆さんのことも、それを通してわかるようにな
りました。本当にその時の経験があったからだと思い
ます。感謝申し上げます。
　その後、後藤パスト会長から会長を指名いただきま
して、自分に本当に会長ができるのだろうかと思って
いましたが、あっという間に１年が過ぎました。１年
過ぎて、会長という大役を何とか今日まで務めること
ができたかなと思っております。会長を指名していた
だきました後藤パスト会長に感謝申し上げます。後藤
パスト会長には、来年以降ますますお世話になると思
いますので、またよろしくお願い申し上げます。
　この会長指名を受けた後ですね、誰を幹事にするか
なと思った時にやっぱり真っ先に横田幹事を思い出し
ました。横田さんは舟木会長の時に、私が幹事で横田
さんは副幹事を務めておりました。そのときの雰囲気

とかもわかっておりましたので、見てのとおり、皆さ
んもわかっていると思うのですけども、明るくてとに
かく笑っている。トラブルをトラブルと思わないとい
うこともありますが、それが一番強いと思うのです。
なぜトラブルをトラブルと思わないのかというと、常
にトラブルに見舞われているからだと思うのですよ。
これが多分彼の強みであり、彼が成長する。それを受
けて私も何かあっても、彼がいれば何とかなるだろう
と思って、横田さんの事務所で「幹事を受けてくれな
いか」とお願いしたら。ロータリーのことですと言っ
たら、困ったなーと言いながらすごい笑顔で「わかり
ました」と言ってくれました。すごく嬉しかったです。
本当に心強かったです。
さっき、本人が言っていましたが、元々すごく親しかっ
たわけではないのですが、三役をとおして海外の国際
大会しかり、グローバル補助金贈呈式しっかり、台北
中央等の記念式典に参加するというのも、本当に心強
く、楽しく、一緒に楽しい時間を過ごしました。一緒
にダンスもしました。来年以降、これで会長が終わっ
たとしても、本当に一生の仲になるだろうなと思って
おります。本当にありがとうございました。
そして、副会長は、最初から池田さんにお願いしよう
と思って、池田さんに声をかけたところ、「どんな役
でも声かけていただければ、お手伝いしようと思って
いました」と言ってくれて本当に嬉しかったです。会
長として、幹事、副会長にこの人がいいなと思って声
かけて、ぱっと一発で返事していただいたことで本当
に勇気付けられました。
そして、池田副会長は例会もそうですし、理事会もそ
うですし、安定した司会、本当に助かりました。今年
１年の池田副会長は本業の方でスケジュールがすごく
忙しかったのです。そのスケジュールをやりくりして
いる中で、理事会、例会と参加していただきました。
本当にありがとうございました。
　亘理副幹事、前回もお話しましたが Facebook での
投稿、ＳＮＳだけではなくて、ソングリーダーを選び
頼むのも大変だったと思います。田坂さんが退会され
るまでは２人で一緒にやっていただきました。田坂さ
んにも、亘理さんにも、私と横田幹事で事務所の方に
お願いして「副幹事をお願いできないだろうか」と言っ
たことを思い出します。その時も「わかりました」と
本当に快く引き受けていただきました。そういったこ
とを思い出しながら、1年間やって、何とかここまで
来ることができました。
そして最後に、何よりも親睦委員会の中島さんをはじ
め、親睦委員会の皆さま、この準備のためにどれぐら
い時間かけていたのかなと思っております。何回も夜
間例化もありましたし。
他の委員会の委員長、メンバー、そして理事の方々も
本当に釧路ロータリークラブの事業のために考えて活

動していただいたと思っております。本当に例会に出
ていただける皆さまがいるからこそ、釧路ロータリー
クラブが歴史と伝統をそのまま続けて行けるのだろう
と思っております。
　会長をやって思っていたのが、釧路ロータリークラ
ブに入って続けていてよかったなと思えるのと、皆さ
んのことを本当にますます好きになっています。本当
に貴重な経験を私がすることができました。来年はい
よいよ釧路ロータリークラブ 90周年になります。工
藤エレクトに何とかこのバトンを渡して、来年は１メ
ンバーとしてますます釧路ロータリークラブを支えて
いきたいと思っております。
心より一年間のお礼を申し上げて、お礼の挨拶とさせ
いただきます。ありがとうございました。

ご挨拶
工藤　彦夫会長エレクト

　いま荒井会長から
バッチをいただきま
して、付けていただ
きました。大変重み
を感じております。
今の気持ちは、来年
90年ということで

不安と期待がいっぱいです。かつ、理事は経験が浅い
理事が結構多いので、それも不安なのですけども、全
力で理事が喜べる、そして皆さんも喜んでいただける
90周年にしたいと思います。
一年間、よろしくお願いします。

中締めの挨拶
後藤　公貴パスト会長

指名会長ということ
で一言ご挨拶と中締
めをさせていただき
ます。まずエピソー
ドをひとつ、短めに
お話させていただき
ます。

2024 年 8月に荒井君しかいないと思って会長指名の
連絡をさせていただきました。
荒井君に電話をして、「ちょっと相談したいことがあ
るのですけど」とお話をさせていただいたその次の日
かな、事務所に伺わせていただきましたら、相談ルー
ムに通していただきました。ずいぶん来ないなと思っ
たのですよ。そしたら六法全書を抱えて本人がやって
きました。そして「お店の調子が悪いのですか」と。
いや、お店のことではないのですと話しました。「奥
様となにか」。まぁ、かみさんに怒鳴られるとこを見
ていたのでしょう。ということで、ちょっと乗っかり
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんばん
は。いよいよ最終例
会です。今日が 48
回目の例会となりま
す。私は 1回だけサ
ウジアラビアへの出
張のため、1回休み

ましたので、私は 47回目の会長挨拶をすることにな
ります。
思い返しますと、毎週木曜日の例会になると、会長挨
拶で何を話さないといけないかな、なんの話をしよう
かな、と思っていつも悩んでおりました。ロータリー
にどう結びつけようかなとか、少しでもお伝えできる
ものがあればお伝えしたいなと思って、いろいろ考え
た 1年でした。ロータリーの歴史だったり、国際奉
仕だったり、地域の話題だったり、あるいは仕事に絡
む問題、それこそ生成ＡＩのことを何回かお話しさせ
ていただいたり、あるいはハーバード大学の図書館落
書きの話もさせていただいたこともあります。挙句の
果てにはブラックサンダーの話もさせていただきまし
た。それを振り返ってみますと、なかなかいい思い出
だなと思っております。
それとは別に、先週お伝えしたのですけども、ロータ
リーバッチを付けているのですが、もうひとつ毎週違
うピンバッチを付けようと工夫をしておりました。そ
れを毎週付けて、それを亘理副幹事に写真を撮っても
らって、亘理さんが Facebook に投稿していました。

そのFacebookに投稿した写真や原稿を全部まとめて、
それこそ「1年間の振り返りをして、ピンバッチをま
とめてくれ、写真を上げてくれ」とＡＩに指示をして
今回作ったのが、皆さんの卓上に配付されているもの
です。こんなピンバッチを付けていたのだと思ってい
ただければと思っております。
　自分で振り返ってみると、こんなバッチを付けてい
たのだなと。例えば、クリスマス例会のときはドラえ
もんのバッチを付けていました。よくよく見るとハ
リー・ポッターとかロータリーと関係のないピンバッ
チを付けていたりしますので、ちょっと楽しんでいた
だきながら見ていただければと思って配布させていた
だきました。
　本日は、この後でもう一度、皆さまに最後の挨拶を
させていただく機会があると思いますので、会長挨拶
としては、皆さんとこうやって最終例会をお迎えする
ことができたことを嬉しく思うとともに、冒頭の会長
挨拶とさせていただきます。
本日は、最後までよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　横田　英喜幹事
　幹事報告をさせていただきます。本日は多数のご出
席ありがとうございました。
毎度の話になりますけれども、パーソナルボックス皆
さんの資料がある方もいらっしゃるかと思いますの
で、ぜひ本日、お持ち帰りいただければと思います。
　また例年同様で、事務局の整理をしておりまして各
種記念品の余っている物というと変ですけれども、記

念品グラスとか折りたたみ傘とかがありますので、好
きな物ありましたらお持ち帰りいただいて、できれば
ニコニコの袋も置いていますので、ニコニコしていた
だければと思います。よろしくお願いいたします。
最後の挨拶となりました。拙い挨拶でしたけれども、
お付き合いありがとうございます。一年間、ありがと
うございました。

スポンサー　木下　正明君
　鮫島八寿子さん
をご紹介します。
数カ月前に、私の
ところに「社会勉
強のためにロータ
リークラブかライ
オンズクラブに入
会したいのですけど、どこがいいのでしょうか」と聞
かれました。私が、ここが一番いいと思っているのに
他の所を紹介することはできません。鮫島先生の人柄
はよくわかっていることもあって、釧路ロータリーク
ラブに地元の方として第１号としてぜひお入りいただ
きたいと思いまして、荒井会長とスポンサーを務めさ
せていただいて、今回の入会の運びとなった次第です。
　鮫島先生は、若竹町で『やひろクリニック』の院長
をされております。「まる金寿司」の左斜め前の位置
関係があります。ほかにもいろいろ会社を経営されて
おります。ご趣味はゴルフをされるようです。旦那様
は札幌に在住で、お医者様をされております。あとは、
ご本人から自己紹介をしていただければと思います。
それではでは、鮫島さん、お願いします。

新入会員　鮫島八寿子君
　初めまして、鮫島
八寿子と申します。
よろしくお願いいた
します。私はずっと
釧路で育ちまして、
大学は東京に行きま
して、いろいろと見

聞を積んで北海道に戻ってきました。実家は村田商店
という餌（えさ）屋です。餌と村田牧場という第一次
産業を中心にやっているのですが、父と母が 13年前
に突然他界しまして、今、そちらの方の経営もしなが
ら、10年前に、加勢先生の所を居抜きで買いまして、
クリニックを開いた次第です。現在は、内科と在宅診
療として 24時間働いている形になります。いま、こ
ちらでご挨拶が終わりましたら患者さんのことで退席
させていただきます。本当に申し訳ございませんが、
こういう形で仕事をしております。

医者としての仕事は自分なりにも満足のいくものであ
りますが、北海道の今の第一次産業というのはかなり
厳しくて、餌のことでは私たちは大きいフィードワン
というとこから餌を買って、特約店として農家さんに
売っているのです。ただ、酪農関係はかなり疲弊して
いまして、離農される方が多く、その中でどのような
立ち位置で私が働いていけるか、いろんなことを提供
できるか、北海道の第一次産業をどうやって守ってい
くかを考えるにあたって、なかなか自分のキャリアで
は、経済とか社会とか、とても太刀打ちできるもので
はないということを常々実感しておりました。やはり
ロータリークラブでいろんな能力のある方にいろいろ
なことを学ばせていただきたいと思って木下先生に、
私のような若輩者が恥ずかしいのですけども、勉強さ
せてくださいとお願いして、今日に至っております。
これからいろいろと学びたいことも多いですし、ご相
談させていただくことも多いと思いますが、これから
どうぞよろしくお願いいたします。
釧路の歴史と伝統のあるこのような立派な会に入会さ
せていただきましたことを本当にありがたく思いま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございます。

歓迎の言葉　　荒井　　剛会長
　鮫島さん、ご入会おめでとうございます。今年度、
最後の例会ですが、次年度からまたどんどん参加して
いただければと思っております。
私自身は本業が弁護士で、スケジュール管理がなかな
か忙しくて、多忙ではあるのですけど、できる限りや
りくりして、ロータリークラブの例会に参加するよう
にしておりました。そういうことを続けた結果、本当
にいろんなことを学ぶことができましたし、成長する
ことができました。
ぜひ次年度、大変だと思うのですけども、時間の許す
限り、例会に参加していただいて、皆さんと交流いた
だいて、1日でも少しでも皆さんと触れ合って学んで
いただければと思っております。今後ともどうぞよろ
しくお願い申し上げます。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　親睦委員会の中島です。これよりキャンドルパー
ティーを開催させていただきます。
それでは開会のご挨拶を、クラブ運営委員会の天方大
副委員長にお願いしたいと思います。
天方君、よろしくお願いいたします。
　

クラブ運営委員会　天方　智順副委員長
　皆さま、こんばん
は。本年度、最後の
例会でございます。
荒井会長、横田幹事、
池田副会長、本当に
お疲れ様でございま
した。他の理事の皆

さん、何よりもメンバー全員の皆さま、本当に 1年間、
お疲れ様でございました。
今年 1年を振り返って、今日は楽しい夜にしていき
たいと思います。
以上、中島委員長が「1分以内で終わらせろ」と言っ
たので終わりにします。よろしくお願いいたします。

乾杯のご発声　髙橋　直人直前会長
　皆さん、こんばん
は。ご指名ですので、
乾杯のご挨拶をさせ
ていだきます。
荒井会長、三役の皆
さん、理事の皆さん、
各委員会メンバーの

皆さん、１年間の活動お疲れ様でした。
特に荒井会長におかれましては、本来であれば、直前
会長ということで、次年度を少しお休みできるのかな
と思いましたら、次年度、ガバナーノミニーというこ
とで、これから忙しい毎日がまた続くとは思います。
ロータリークラブのために、奉仕事業のため、頑張っ
ていただければと思います。私たちも応援しますので
どうぞよろしくお願いします。
最後になりますが、荒井会長の楽しい挨拶が聞けなく
なるということで、少し寂しいとは思いますが、次年
度会長、工藤会長に期待して乾杯したいと思います。
皆さん、乾杯のご唱和をお願いします。
荒井会長の帰港をお祝いして乾杯いたします。
（乾杯）
ありがとうございました。

出席 100 パーセント表彰
出席委員会　 水口　喜文委員長
　出席委員会の水口です。時間を少々いただきまして、
100％出席者の発表を行いたいと思います。
　対象者の皆さまには記念品を用意しておりますの
で、お名前をお呼びしますので、蝶ネクタイが素敵な
佐藤大委員長より、記念品を受け取ってください。
まずは、例会＋メークアップの出席率 100％です。
出席率の高い方からお呼びいたしますので記念品を受
け取ってください。
　まず、荒井剛君、おめでとうございます。横田英喜

君、日理一哉君、工藤彦夫君、西村智久君、佐藤貴之
君、市橋多佳丞君、杉村荘平君、八幡好洋君、池田一
己君、中島徳政君、石井孝行君、松井聖治君、村上祐
二君、白幡博君、佐々木俊和君、濱口憲太君、吉田潤
司君、髙橋直人君、脇弘幸君、青田敏治君、最後に石
田博司君。
以上が「例会＋メークアップ」の 100％達成者です。
おめでとうございます。
　最後に「例会 100％」の方ですが、今年は 48回の
例会がありました。その 48回全てに出られた方は 1
人いらっしゃいます。田中正己君です。おめでとうご
ざいます。

釧路ロータリークラブ例会出席率 100 パーセント受
賞者のコメント　田中　正己君
　皆さん、こんばん
は。今日はキャンド
ルパーということ
で、また、僕は平成
13年の２月に入会
しました。今日は入
会と例会出席 100％
ということで貴重なお品物をいただきました。本当に
ありがとうございます。
荒井会長、池田副会長、横田幹事、本当に 1年間ご
苦労様でした。また、皆さんとともに頑張っていきま
すのでよろしくお願いいたします。ありがとうござい
ます。

ご挨拶
釧路ロータリークラブ事務局員　小野田　伸子さん

　事務局の小野田で
す。1年間本当にあ
りがとうございまし
た。私は弟の東堂か
ら紹介をいただき去
年の４月に事務局に
入り、お世話になり

ました。早いもので 1年３カ月が経ちまして、本当
に皆さまには、いろんな場面でお世話になりました。
ありがとうございます。
　初めのころは、ロータリー用語で、皆さんの口から
出るのは横文字ばかりで、何を言っているのかちんぷ
んかんぷんでしたけど、その都度 Google 大先生に助
けていただきました。
まぁ、紹介してくれた弟からは「俺がいるから大丈夫
だ。幹事だから俺に何でも聞いてくれ」と俺に頼って
くれと言うばかりに、男らしいことを聞きましたので、
私も安心して入ったつもりなのです。ですけども、蓋
を開けたら、なんと７月で交代と。そんなことは聞い

ていなかったので、事務局の鍵を返された時には騙さ
れたのではないかなという感じに陥りました。
そんな中で、横田幹事には１年間、失敗も一緒に慰め
合い、成功した時にはお互いに褒め合いながら、二人
三脚で歩ませていただきました。本当に横田幹事あり
がとうございました。八幡幹事には、来年度お世話に
なりますけども、どうかよろしくお願いいたします。
ということで来年度も事務局の職員として皆さまのお
手伝いができるように頑張ってまいりたいと思います
ので、よろしくお願いいたします。
本当に一年、ありがとうございました。

ご挨拶
センチュリーキャッスルホテル　　　西澤様
　釧路ロータリーク
ラブの皆さん、こん
ばんは。私、ただい
まご紹介いただきま
した釧路センチュ
リーキャッスルホテ
ルの西澤です。
荒井会長を始め三役の皆さん、1年間、本当にお疲れ
様でございました。
　また、荒井会長には、レストランのランチご利用い
ただきまして本当にありがとうございます。
　釧路ロータリークラブの皆さんは 90周年の式典を
11月に控えておりまして、本当に次年度大変な 1年
になるのかなと思いますが工藤会長年度もどうぞよろ
しくお願いいたします。私たちも最大にバックアップ
をさせていただければと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。
本当に一年間、ありがとうございました。

（ご歓談中）

キャンドルサービス　三役の入場　　　　　　　　　
　　　　　　　
　この 1年間、世界平和のために活躍されました荒
井会長以下３名の三役が帰還をしてまいりました。皆
さま、大きな拍手でお願いいたします。

クラブ運営委員会　出席委員会　水口　喜文委員長
出席委員会の水口で
す。出席委員会と言
いながら、出席しな
い委員長で 1年間が
終わってしまいまし
た。本当に皆さんに
申し訳なかったで

す。

ただ、最低限の仕事として出席の報告とか、出席の集
計、そして今日の記念品の贈呈と、最低限のことだけ
をやらせてもらいました。
そんな中でも事務局の小野田さんには、きっちり毎回、
出席報告していただきまして、スムーズな集計ができ
ました。ただ、毎年皆さんが言っていますけど難しい
Excel に慣れるまでなかなか苦労して、最後はこれが
あったおかげで、きっちりと集計ができたと思います。
来年は松井君と聞いていますので、しっかりといいも
のを渡したいと思います。
1年間、皆さまのおかげで無事過ごすことができまし
た。来年はできる限り出席をして、少しでも貢献した
いと思っています。どうもありがとうございました。

プログラム委員会　濱口　憲太副委員長
　本日は藤井委員長
が出張ということ
で、副委員長の私が
代読をさせていただ
きます。
　私はこの 1年、プ
ログラム委員長を務

めました藤井敬亮です。今を迎えての感想を率直に言
いますと、意外と面白かったなということです。引き
受けた当初は、年間およそ 15コマを埋めなければな
らず、そんな人脈ないぞと不安にもなりましたが、荒
井会長をはじめ横田幹事、そして佐藤委員長、委員会
各メンバーの助けをいただき、相談しながらコマを埋
められました。
　内容は私の活動分野でもあります地域活動や福祉教
育にこだわらせていただきました。地域活動や福祉教
育の実践現場に近いお方を招いて、会員皆さまの地域
への寄り添いを深めたかったからです。結果は、委ね
るしかありませんが、私としては意外と面白かったな
という満足感でいっぱいです。
来月からはワンステップ上がって奉仕プロジェクト委
員長となります。不安しか感じませんが、できる限り
頑張ります。
この 1年間、ご協力、お付き合いくださいました皆
さま、例会にご出席いただいた会員皆さまに感謝を申
し上げます。ありがとうございました。
　
クラブ会報・雑誌・公共イメージ委員会　
　　　　八幡　好洋委員長

クラブ会報委員会の
八幡です。1年間、
メンバーの皆さん本
当にお世話なりまし
た。委員会のメン
バーの皆さんに、た

くさん助けていただいて本当にありがとうございまし
た。
クラブ会報委員会といいますと、写真を毎回記録取る
のが仕事でして、今回は吉井さんに担当いただいてい
るのですけれども、写真を撮るだけではなくて、実は、
毎週の例会記録が上がってきて、そのチェックをする
仕事があります。来年、幹事を担当させていただくの
ですが、その前年に、このクラブ会報を担当させてい
ただいて、いろいろ例会の流れを確認させていただく
機会をいただけたのは、本当にいい機会だったなと
思っています。ありがとうございます。
実は「来週、打ち上げ委員会を開催しよう」と関向副
委員長の発案で開催することとなったのですが、そこ
にほぼ全員のメンバーの皆さんが参加いただけること
になりましたので、最後にいい締めくくりができると
思っております。
一年、本当にありがとうございました。

会員増強･選考･職業分類委員会　市橋多佳丞副委員長
　会員増強の小野寺
委員長が本日、欠席
ということで代わり
に私からご報告をさ
せていただきます。
今、戻られた横田幹
事に確認をしました

けども、今年の年度当初は 103 名でスタートしまし
た。このクラブが現在 108 名になったということで
５名の増強に成功したとなっております。本当に皆さ
まのご協力に心より感謝を申し上げます。ありがとう
ございます。
　私は次年度以降も副会長という役職をいただいてお
りますので、しっかりとこの流れをさらに加速させて、
110 名以上を超えるような大きなクラブに皆さんと
ともに育てていきたいと思っております。ぜひ皆さま
のご協力を、来年度以降もよろしくお願いを申し上げ
まして、私からのご挨拶とさせていただきます。
本年一年、大変お世話なりました。ありがとうござい
ます。

クラブ研修委員会　滝越　康雄委員長
　クラブ研修委員会
は何に苦労したかと
いうと、炉辺会合で
の皆さんの人事異
動、配置、あの図面
に大変苦労しまし
た。どうやってやろ

うかと思ったら、自分の独断で人事異動しました。
まず、会員さんの分類したのです。会長経験者に、ボ

スに、愉快な人に、ちょっと癖のある人、新入会員、
そういうのを分類して、あっち、こっちやって、そう
して 100 何名配置をしなきゃならないのです。その
下書きをしたところで、横田幹事に渡したのです。そ
の下書きが表に出たものだから、大変な目に合いまし
た。２回、苦労していたのだけど、飲食店さんの話と
か、自分なりに楽しんでやらせてもらいました。来年、
この役をやる方には私がやったコツだったら教えます
ので、頑張ってください。
以上です。

社会奉仕委員会　木下　正明副委員長
　社会奉仕委員会は
湿原に子供たちを連
れて行って、ひがし
北海道釧路地域の良
さを知っていただく
事業をさせていただ
きました。３年継続

事業で、後藤年度から荒井年度まで３年間で 104 名
の小学生を湿原に連れて行きました。本当に、実際に
知らないのはわれわれ大人じゃないかなと思いまし
た。ビデオを何回か撮っているのですけど、一番喜ん
でいたのは私です。「うぇー」とか「わぁー」と言っ
ているのが私だったということです。
湿原って本当に地面がないと知っていました？　と前
も聞いたのですけど、湿原に地面が本当にないって
知っている人いますか？　
湿原って地面がないのですよ。草が浮いているだけな
ので、その上をみんな歩いているのですよ。だから、
行ってみないと絶対にわからないのです。
今年度も、来年度も、再来年度も、永遠に湿原ツアー
をやりますので、もしよかったら９月 26～ 27日に
皆さんご参加いただければ、「湿原に地面がない」と「谷
地眼に胴長ではいて入れる」体験ができますので、ぜ
ひよろしくお願いします。
一年間、本当にありがとうございました。

職業奉仕委員会 　残間　　巌委員長
　職業奉仕委員会の
残間です。ロータ
リーに入会して初め
ての委員長でしたけ
れども、職業例会と
いうことで２回、和
商さんとＮＨＫさん

にお邪魔させていただく計画をさせていただきまし
た。
　決めたのは荒井会長の強い意向で、ここに行く、こ
こに行く、というように決めてくださったので、私は

段取りをするだけです。かつ、和商は段取りだけをし
て、私は行けなかったという非常に残念なことをした
なと思っています。ＮＨＫのときは、皆さんが子供の
社会科見学同様に、ニュースブースの前に立ってパチ
パチと写真を撮っているのが非常に印象的でありまし
た。
　来期は、親睦の曽我部委員長の下、副委員長という
ことで、頑張らせていただきますが、曽我部委員長、私、
それから西田副委員長ですけども、誰も親睦を経験し
ていないのです。どうなるのだろうという不安の中で、
正副が今いろいろな打ち合わせしています。いろんな
失敗があると思いますけれども、大目に見ていただけ
れば幸いです。
一年間、どうもありがとうございました。

国際奉仕委員会　東堂　光春委員長
国際奉仕委員長の東
堂です。１年間、本
当にありがとうござ
いました。
前年度の村上委員長
から引き継ぎまし
て、台北中央ロータ

リークラブとの友好を図っていきました。16名の参
加ということで、英一さんと荒井会長には台湾ではお
世話になりました。
また、６月にタイのラチャブリロータリークラブに２
年連続で行かせていただきました。その時も英一さん
と荒井会長、ありがとうございました。
ということで台北中央ロータリークラブの事務局のア
ビーさんという方と仲良くなりまして、最後の最後に
ＬＩＮＥ友だちになって、友好を深めていたのですが、
次年度石井委員長に引き継ごうとした瞬間にアビーさ
んが７月に退任されるということで大変悲しいのです
が、僕は個人的に繋がっていきたいなと思っています。
一年間、ありがとうございました。

青少年奉仕委員会　岩田　信一委員長
　野球大会から始ま
りました。去年は高
校のグラウンドを使
いましたけれども、
今年は運動公園の大
きい球場でさせてい
ただきました。

　アイスホッケーのほうは無事に全国から集まって大
会ができることになりました。本当に参加協力いただ
きまして、ありがとうございます。
私は新入会員のとき以来、２年目からずっと社会奉仕
にいましたけども、来年はやっと抜けることができま

した。ありがとうございました。
一年間、どうもありがとうございます。
　
ロータリー財団寄付推進委員会　吉田　秀俊副委員長

　皆さん、こんばん
は。本日は堀委員長
が出張のため欠席し
ておりますが、委員
長から報告書を預
かっておりますの
で、副委員長の私か

ら報告させていただきます。
今年度ロータリー財団寄付推進委員会では、歴史と伝
統のある釧路ロータリークラブがこれまで以上に生き
生きと魅力のあるクラブとなるよう積極的に活動して
まいりました。会長方針であります「笑顔と誇りを胸
に挑戦するロータリー」を達成するために、また国際
交流事業を推進する上でも、ロータリー財団の内容や
その使い道などの情報を発信してまいりました。
　ロータリー財団への理解を図るため、寄付の推進や
認証ポイントの利用促進を中心に活動していく中で、
会員の皆様には大変ご協力をいただき、心より感謝い
たしております。また、昨年の 11月に開催されまし
た担当例会では、荒井会長からグローバル補助金につ
いてのその仕組みと今後の展開というテーマでご講演
をいただき、無事に終えることができました。
　荒井会長、委員会メンバー、そして全ての会員の皆
さん方に感謝申し上げ、活動報告させていただきます。
一年間、大変ありがとうございました。

米山記念奨学会委員会　代読　親睦活動委員会　中島
　徳政委員長
　次は米山記念奨学会委員長の米本さんですが、本日
欠席で文書が届いておりますので私の方から代読をさ
せていただきたいと思います。
米山記念奨学委員会の米本です。本日、所用により出
席できないことをお詫び申し上げます。本年度、当委
員会は二つの例会を担当させていただきました。ひと
つ目は、昨年 10月 16日、北見ロータリークラブの
帰山哲雄君と北見工業大学の留学生・テリゲルさんを
お呼びして講演をしていただきました。
この例会で米山留学生の実際の生活の様子や考え方な
どを理解していただけたのではないでしょうか。二つ
目は例年どおり開催された米山記念チャリティーコン
ペです。開催時期が変更になり寒くなりましたが、多
くの皆さまに参加していただき感謝しております。
以上、本年度の委員会の活動報告でした。委員会メン
バー並びにクラブの会員の皆さまにご協力いただきま
して、一年間、本当にありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　脇　　弘幸委員長
　今年度、嵯峨記念
育英会委員会の委員
長です。いま考えた
のですけども、委員
長はクラブ研修委員
会の委員長から 5年
ぶりなのです。この

「委員長をやってくれ」という話がよくわからないの
ですけど、横田幹事からありがたいことに連絡をいた
だきました。
横田幹事が「脇さん、次年度嵯峨の委員長をお願いし
ます」と言うのです。私からは「いやぁ、そんな委員
長のポストもったいない。もっと若い人にやっても
らって。自分はサポートにしっかり回るから、このポ
ジションを若い人にやってもらってほしい」と言った
のです。そしたら横田幹事から、なんと、「いや、違
いますよ、脇さんが若手です」と。ちょっと待て、と。
そのように諭されましたよ、確かになぁ、人生 100
年といわれる時代ですから、60代なんてまだまだ若
手、小僧だ、ということで私も考えまして、「わかり
ました。横田さんありがとうございます。気持ちよく
引き受けさせていただきます」ということで私、今年
度、若手の 1人として、多くの委員長の活動をしっ
かりと進めてきましたので、これからまた次年度も若
手の 1人として、小僧寄りの中堅として、また 1年
間頑張っていきたいと思いますので、今年度は皆さま
のご協力をいただきまして本当にありがとうございま
した。
例会のことはよくわからなくて、何も言ってないので
すが、本当にありがとうございました。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　最後にわれわれの
親睦活動委員会で
す。私から挨拶をさ
せていただきたいと
思います。
本当に１年間夜間例
会を設えさせていた

だきましてありがとうございます。大変たくさんの方
にお集まりいただいたと思っております。
脇君と同じ年の中島です。個人的に言いますと、私も
『鱗』のカウンターで荒井会長と横田幹事がいまして、
「親睦委員長が空いているのだけれど、どうだろう」
と言われて、酔った勢いで「はい」と言ったのがこの
結果になっております。1年間、夜間例会の設えをさ
せていただきました。本当にたくさんの方にご参加い
ただき、ありがとうございました。
親睦委員の皆さんには今回、すごく出席率も良く、委

員会もたくさん出席していただきました。各支店長さ
んには、本当に頑張っていただきました。それぞれ支
店長さん方には、例会の司会とかをひとつひとつ受け
持ってもらう形で、それぞれのタレント性も皆さんに
見ていただけたのではないかなと思っております。
１年間は本当にあっという間で、最後のキャンドルに
なりました。これでしばらく私はお休みに入りたいと
思っております。
本日も 65名の出席ということで大変多い出席と思い
ます。この例会、というかこの釧路クラブの例会をす
る楽しい雰囲気大好きです。今後ともよろしくお願い
いたしまして、一年間のお礼をさせていただきたいと
思います。
本当にありがとうございました。　

荒井　　剛会長　謝辞
　これが会長の挨拶として最後になると思います。５
分ぐらい喋りたいと思いますけど。
会長挨拶をするときに小野田さんが席に座っていて、
小野田さんを見ると、ずっとこっちを見ていて笑顔で
聞いていただいております。これから会長挨拶とかス
ピーチをされる方は小野田さんを見ながら喋っていた
だくと、本当にすごい気持ち良く喋ることできます。
本当に理解しているのか、知らないかよくわからない
ですけども、とにかく笑顔で、笑顔で笑ってくれてい
るのが本当に嬉しかったのです。来年以降もぜひ、笑っ
てください。
　１年間のお礼の挨拶ということで、本当にあっとい
う間の１年でした。2011年の３月10日にロータリー
クラブ入会しました。舟木さんが会長の時に舟木さん
に「幹事をやってくれないか」と声をかけていただき
ました。副会長は土橋さんです。当時を思い出すと、
毎週のように３人で集まって例会の打ち合わせをさせ
ていただきました。そのときの経験がありましたので、
ロータリーのこともわかりましたし、ロータリーのメ
ンバー皆さんのことも、それを通してわかるようにな
りました。本当にその時の経験があったからだと思い
ます。感謝申し上げます。
　その後、後藤パスト会長から会長を指名いただきま
して、自分に本当に会長ができるのだろうかと思って
いましたが、あっという間に１年が過ぎました。１年
過ぎて、会長という大役を何とか今日まで務めること
ができたかなと思っております。会長を指名していた
だきました後藤パスト会長に感謝申し上げます。後藤
パスト会長には、来年以降ますますお世話になると思
いますので、またよろしくお願い申し上げます。
　この会長指名を受けた後ですね、誰を幹事にするか
なと思った時にやっぱり真っ先に横田幹事を思い出し
ました。横田さんは舟木会長の時に、私が幹事で横田
さんは副幹事を務めておりました。そのときの雰囲気

とかもわかっておりましたので、見てのとおり、皆さ
んもわかっていると思うのですけども、明るくてとに
かく笑っている。トラブルをトラブルと思わないとい
うこともありますが、それが一番強いと思うのです。
なぜトラブルをトラブルと思わないのかというと、常
にトラブルに見舞われているからだと思うのですよ。
これが多分彼の強みであり、彼が成長する。それを受
けて私も何かあっても、彼がいれば何とかなるだろう
と思って、横田さんの事務所で「幹事を受けてくれな
いか」とお願いしたら。ロータリーのことですと言っ
たら、困ったなーと言いながらすごい笑顔で「わかり
ました」と言ってくれました。すごく嬉しかったです。
本当に心強かったです。
さっき、本人が言っていましたが、元々すごく親しかっ
たわけではないのですが、三役をとおして海外の国際
大会しかり、グローバル補助金贈呈式しっかり、台北
中央等の記念式典に参加するというのも、本当に心強
く、楽しく、一緒に楽しい時間を過ごしました。一緒
にダンスもしました。来年以降、これで会長が終わっ
たとしても、本当に一生の仲になるだろうなと思って
おります。本当にありがとうございました。
そして、副会長は、最初から池田さんにお願いしよう
と思って、池田さんに声をかけたところ、「どんな役
でも声かけていただければ、お手伝いしようと思って
いました」と言ってくれて本当に嬉しかったです。会
長として、幹事、副会長にこの人がいいなと思って声
かけて、ぱっと一発で返事していただいたことで本当
に勇気付けられました。
そして、池田副会長は例会もそうですし、理事会もそ
うですし、安定した司会、本当に助かりました。今年
１年の池田副会長は本業の方でスケジュールがすごく
忙しかったのです。そのスケジュールをやりくりして
いる中で、理事会、例会と参加していただきました。
本当にありがとうございました。
　亘理副幹事、前回もお話しましたが Facebook での
投稿、ＳＮＳだけではなくて、ソングリーダーを選び
頼むのも大変だったと思います。田坂さんが退会され
るまでは２人で一緒にやっていただきました。田坂さ
んにも、亘理さんにも、私と横田幹事で事務所の方に
お願いして「副幹事をお願いできないだろうか」と言っ
たことを思い出します。その時も「わかりました」と
本当に快く引き受けていただきました。そういったこ
とを思い出しながら、1年間やって、何とかここまで
来ることができました。
そして最後に、何よりも親睦委員会の中島さんをはじ
め、親睦委員会の皆さま、この準備のためにどれぐら
い時間かけていたのかなと思っております。何回も夜
間例化もありましたし。
他の委員会の委員長、メンバー、そして理事の方々も
本当に釧路ロータリークラブの事業のために考えて活

動していただいたと思っております。本当に例会に出
ていただける皆さまがいるからこそ、釧路ロータリー
クラブが歴史と伝統をそのまま続けて行けるのだろう
と思っております。
　会長をやって思っていたのが、釧路ロータリークラ
ブに入って続けていてよかったなと思えるのと、皆さ
んのことを本当にますます好きになっています。本当
に貴重な経験を私がすることができました。来年はい
よいよ釧路ロータリークラブ 90周年になります。工
藤エレクトに何とかこのバトンを渡して、来年は１メ
ンバーとしてますます釧路ロータリークラブを支えて
いきたいと思っております。
心より一年間のお礼を申し上げて、お礼の挨拶とさせ
いただきます。ありがとうございました。

ご挨拶
工藤　彦夫会長エレクト

　いま荒井会長から
バッチをいただきま
して、付けていただ
きました。大変重み
を感じております。
今の気持ちは、来年
90年ということで

不安と期待がいっぱいです。かつ、理事は経験が浅い
理事が結構多いので、それも不安なのですけども、全
力で理事が喜べる、そして皆さんも喜んでいただける
90周年にしたいと思います。
一年間、よろしくお願いします。

中締めの挨拶
後藤　公貴パスト会長

指名会長ということ
で一言ご挨拶と中締
めをさせていただき
ます。まずエピソー
ドをひとつ、短めに
お話させていただき
ます。

2024 年 8月に荒井君しかいないと思って会長指名の
連絡をさせていただきました。
荒井君に電話をして、「ちょっと相談したいことがあ
るのですけど」とお話をさせていただいたその次の日
かな、事務所に伺わせていただきましたら、相談ルー
ムに通していただきました。ずいぶん来ないなと思っ
たのですよ。そしたら六法全書を抱えて本人がやって
きました。そして「お店の調子が悪いのですか」と。
いや、お店のことではないのですと話しました。「奥
様となにか」。まぁ、かみさんに怒鳴られるとこを見
ていたのでしょう。ということで、ちょっと乗っかり
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんばん
は。いよいよ最終例
会です。今日が 48
回目の例会となりま
す。私は 1回だけサ
ウジアラビアへの出
張のため、1回休み

ましたので、私は 47回目の会長挨拶をすることにな
ります。
思い返しますと、毎週木曜日の例会になると、会長挨
拶で何を話さないといけないかな、なんの話をしよう
かな、と思っていつも悩んでおりました。ロータリー
にどう結びつけようかなとか、少しでもお伝えできる
ものがあればお伝えしたいなと思って、いろいろ考え
た 1年でした。ロータリーの歴史だったり、国際奉
仕だったり、地域の話題だったり、あるいは仕事に絡
む問題、それこそ生成ＡＩのことを何回かお話しさせ
ていただいたり、あるいはハーバード大学の図書館落
書きの話もさせていただいたこともあります。挙句の
果てにはブラックサンダーの話もさせていただきまし
た。それを振り返ってみますと、なかなかいい思い出
だなと思っております。
それとは別に、先週お伝えしたのですけども、ロータ
リーバッチを付けているのですが、もうひとつ毎週違
うピンバッチを付けようと工夫をしておりました。そ
れを毎週付けて、それを亘理副幹事に写真を撮っても
らって、亘理さんが Facebook に投稿していました。

そのFacebookに投稿した写真や原稿を全部まとめて、
それこそ「1年間の振り返りをして、ピンバッチをま
とめてくれ、写真を上げてくれ」とＡＩに指示をして
今回作ったのが、皆さんの卓上に配付されているもの
です。こんなピンバッチを付けていたのだと思ってい
ただければと思っております。
　自分で振り返ってみると、こんなバッチを付けてい
たのだなと。例えば、クリスマス例会のときはドラえ
もんのバッチを付けていました。よくよく見るとハ
リー・ポッターとかロータリーと関係のないピンバッ
チを付けていたりしますので、ちょっと楽しんでいた
だきながら見ていただければと思って配布させていた
だきました。
　本日は、この後でもう一度、皆さまに最後の挨拶を
させていただく機会があると思いますので、会長挨拶
としては、皆さんとこうやって最終例会をお迎えする
ことができたことを嬉しく思うとともに、冒頭の会長
挨拶とさせていただきます。
本日は、最後までよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　横田　英喜幹事
　幹事報告をさせていただきます。本日は多数のご出
席ありがとうございました。
毎度の話になりますけれども、パーソナルボックス皆
さんの資料がある方もいらっしゃるかと思いますの
で、ぜひ本日、お持ち帰りいただければと思います。
　また例年同様で、事務局の整理をしておりまして各
種記念品の余っている物というと変ですけれども、記

念品グラスとか折りたたみ傘とかがありますので、好
きな物ありましたらお持ち帰りいただいて、できれば
ニコニコの袋も置いていますので、ニコニコしていた
だければと思います。よろしくお願いいたします。
最後の挨拶となりました。拙い挨拶でしたけれども、
お付き合いありがとうございます。一年間、ありがと
うございました。

スポンサー　木下　正明君
　鮫島八寿子さん
をご紹介します。
数カ月前に、私の
ところに「社会勉
強のためにロータ
リークラブかライ
オンズクラブに入
会したいのですけど、どこがいいのでしょうか」と聞
かれました。私が、ここが一番いいと思っているのに
他の所を紹介することはできません。鮫島先生の人柄
はよくわかっていることもあって、釧路ロータリーク
ラブに地元の方として第１号としてぜひお入りいただ
きたいと思いまして、荒井会長とスポンサーを務めさ
せていただいて、今回の入会の運びとなった次第です。
　鮫島先生は、若竹町で『やひろクリニック』の院長
をされております。「まる金寿司」の左斜め前の位置
関係があります。ほかにもいろいろ会社を経営されて
おります。ご趣味はゴルフをされるようです。旦那様
は札幌に在住で、お医者様をされております。あとは、
ご本人から自己紹介をしていただければと思います。
それではでは、鮫島さん、お願いします。

新入会員　鮫島八寿子君
　初めまして、鮫島
八寿子と申します。
よろしくお願いいた
します。私はずっと
釧路で育ちまして、
大学は東京に行きま
して、いろいろと見

聞を積んで北海道に戻ってきました。実家は村田商店
という餌（えさ）屋です。餌と村田牧場という第一次
産業を中心にやっているのですが、父と母が 13年前
に突然他界しまして、今、そちらの方の経営もしなが
ら、10年前に、加勢先生の所を居抜きで買いまして、
クリニックを開いた次第です。現在は、内科と在宅診
療として 24時間働いている形になります。いま、こ
ちらでご挨拶が終わりましたら患者さんのことで退席
させていただきます。本当に申し訳ございませんが、
こういう形で仕事をしております。

医者としての仕事は自分なりにも満足のいくものであ
りますが、北海道の今の第一次産業というのはかなり
厳しくて、餌のことでは私たちは大きいフィードワン
というとこから餌を買って、特約店として農家さんに
売っているのです。ただ、酪農関係はかなり疲弊して
いまして、離農される方が多く、その中でどのような
立ち位置で私が働いていけるか、いろんなことを提供
できるか、北海道の第一次産業をどうやって守ってい
くかを考えるにあたって、なかなか自分のキャリアで
は、経済とか社会とか、とても太刀打ちできるもので
はないということを常々実感しておりました。やはり
ロータリークラブでいろんな能力のある方にいろいろ
なことを学ばせていただきたいと思って木下先生に、
私のような若輩者が恥ずかしいのですけども、勉強さ
せてくださいとお願いして、今日に至っております。
これからいろいろと学びたいことも多いですし、ご相
談させていただくことも多いと思いますが、これから
どうぞよろしくお願いいたします。
釧路の歴史と伝統のあるこのような立派な会に入会さ
せていただきましたことを本当にありがたく思いま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございます。

歓迎の言葉　　荒井　　剛会長
　鮫島さん、ご入会おめでとうございます。今年度、
最後の例会ですが、次年度からまたどんどん参加して
いただければと思っております。
私自身は本業が弁護士で、スケジュール管理がなかな
か忙しくて、多忙ではあるのですけど、できる限りや
りくりして、ロータリークラブの例会に参加するよう
にしておりました。そういうことを続けた結果、本当
にいろんなことを学ぶことができましたし、成長する
ことができました。
ぜひ次年度、大変だと思うのですけども、時間の許す
限り、例会に参加していただいて、皆さんと交流いた
だいて、1日でも少しでも皆さんと触れ合って学んで
いただければと思っております。今後ともどうぞよろ
しくお願い申し上げます。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　親睦委員会の中島です。これよりキャンドルパー
ティーを開催させていただきます。
それでは開会のご挨拶を、クラブ運営委員会の天方大
副委員長にお願いしたいと思います。
天方君、よろしくお願いいたします。
　

クラブ運営委員会　天方　智順副委員長
　皆さま、こんばん
は。本年度、最後の
例会でございます。
荒井会長、横田幹事、
池田副会長、本当に
お疲れ様でございま
した。他の理事の皆

さん、何よりもメンバー全員の皆さま、本当に 1年間、
お疲れ様でございました。
今年 1年を振り返って、今日は楽しい夜にしていき
たいと思います。
以上、中島委員長が「1分以内で終わらせろ」と言っ
たので終わりにします。よろしくお願いいたします。

乾杯のご発声　髙橋　直人直前会長
　皆さん、こんばん
は。ご指名ですので、
乾杯のご挨拶をさせ
ていだきます。
荒井会長、三役の皆
さん、理事の皆さん、
各委員会メンバーの

皆さん、１年間の活動お疲れ様でした。
特に荒井会長におかれましては、本来であれば、直前
会長ということで、次年度を少しお休みできるのかな
と思いましたら、次年度、ガバナーノミニーというこ
とで、これから忙しい毎日がまた続くとは思います。
ロータリークラブのために、奉仕事業のため、頑張っ
ていただければと思います。私たちも応援しますので
どうぞよろしくお願いします。
最後になりますが、荒井会長の楽しい挨拶が聞けなく
なるということで、少し寂しいとは思いますが、次年
度会長、工藤会長に期待して乾杯したいと思います。
皆さん、乾杯のご唱和をお願いします。
荒井会長の帰港をお祝いして乾杯いたします。
（乾杯）
ありがとうございました。

出席 100 パーセント表彰
出席委員会　 水口　喜文委員長
　出席委員会の水口です。時間を少々いただきまして、
100％出席者の発表を行いたいと思います。
　対象者の皆さまには記念品を用意しておりますの
で、お名前をお呼びしますので、蝶ネクタイが素敵な
佐藤大委員長より、記念品を受け取ってください。
まずは、例会＋メークアップの出席率 100％です。
出席率の高い方からお呼びいたしますので記念品を受
け取ってください。
　まず、荒井剛君、おめでとうございます。横田英喜

君、日理一哉君、工藤彦夫君、西村智久君、佐藤貴之
君、市橋多佳丞君、杉村荘平君、八幡好洋君、池田一
己君、中島徳政君、石井孝行君、松井聖治君、村上祐
二君、白幡博君、佐々木俊和君、濱口憲太君、吉田潤
司君、髙橋直人君、脇弘幸君、青田敏治君、最後に石
田博司君。
以上が「例会＋メークアップ」の 100％達成者です。
おめでとうございます。
　最後に「例会 100％」の方ですが、今年は 48回の
例会がありました。その 48回全てに出られた方は 1
人いらっしゃいます。田中正己君です。おめでとうご
ざいます。

釧路ロータリークラブ例会出席率 100 パーセント受
賞者のコメント　田中　正己君
　皆さん、こんばん
は。今日はキャンド
ルパーということ
で、また、僕は平成
13年の２月に入会
しました。今日は入
会と例会出席 100％
ということで貴重なお品物をいただきました。本当に
ありがとうございます。
荒井会長、池田副会長、横田幹事、本当に 1年間ご
苦労様でした。また、皆さんとともに頑張っていきま
すのでよろしくお願いいたします。ありがとうござい
ます。

ご挨拶
釧路ロータリークラブ事務局員　小野田　伸子さん

　事務局の小野田で
す。1年間本当にあ
りがとうございまし
た。私は弟の東堂か
ら紹介をいただき去
年の４月に事務局に
入り、お世話になり

ました。早いもので 1年３カ月が経ちまして、本当
に皆さまには、いろんな場面でお世話になりました。
ありがとうございます。
　初めのころは、ロータリー用語で、皆さんの口から
出るのは横文字ばかりで、何を言っているのかちんぷ
んかんぷんでしたけど、その都度 Google 大先生に助
けていただきました。
まぁ、紹介してくれた弟からは「俺がいるから大丈夫
だ。幹事だから俺に何でも聞いてくれ」と俺に頼って
くれと言うばかりに、男らしいことを聞きましたので、
私も安心して入ったつもりなのです。ですけども、蓋
を開けたら、なんと７月で交代と。そんなことは聞い

ていなかったので、事務局の鍵を返された時には騙さ
れたのではないかなという感じに陥りました。
そんな中で、横田幹事には１年間、失敗も一緒に慰め
合い、成功した時にはお互いに褒め合いながら、二人
三脚で歩ませていただきました。本当に横田幹事あり
がとうございました。八幡幹事には、来年度お世話に
なりますけども、どうかよろしくお願いいたします。
ということで来年度も事務局の職員として皆さまのお
手伝いができるように頑張ってまいりたいと思います
ので、よろしくお願いいたします。
本当に一年、ありがとうございました。

ご挨拶
センチュリーキャッスルホテル　　　西澤様
　釧路ロータリーク
ラブの皆さん、こん
ばんは。私、ただい
まご紹介いただきま
した釧路センチュ
リーキャッスルホテ
ルの西澤です。
荒井会長を始め三役の皆さん、1年間、本当にお疲れ
様でございました。
　また、荒井会長には、レストランのランチご利用い
ただきまして本当にありがとうございます。
　釧路ロータリークラブの皆さんは 90周年の式典を
11月に控えておりまして、本当に次年度大変な 1年
になるのかなと思いますが工藤会長年度もどうぞよろ
しくお願いいたします。私たちも最大にバックアップ
をさせていただければと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。
本当に一年間、ありがとうございました。

（ご歓談中）

キャンドルサービス　三役の入場　　　　　　　　　
　　　　　　　
　この 1年間、世界平和のために活躍されました荒
井会長以下３名の三役が帰還をしてまいりました。皆
さま、大きな拍手でお願いいたします。

クラブ運営委員会　出席委員会　水口　喜文委員長
出席委員会の水口で
す。出席委員会と言
いながら、出席しな
い委員長で 1年間が
終わってしまいまし
た。本当に皆さんに
申し訳なかったで

す。

ただ、最低限の仕事として出席の報告とか、出席の集
計、そして今日の記念品の贈呈と、最低限のことだけ
をやらせてもらいました。
そんな中でも事務局の小野田さんには、きっちり毎回、
出席報告していただきまして、スムーズな集計ができ
ました。ただ、毎年皆さんが言っていますけど難しい
Excel に慣れるまでなかなか苦労して、最後はこれが
あったおかげで、きっちりと集計ができたと思います。
来年は松井君と聞いていますので、しっかりといいも
のを渡したいと思います。
1年間、皆さまのおかげで無事過ごすことができまし
た。来年はできる限り出席をして、少しでも貢献した
いと思っています。どうもありがとうございました。

プログラム委員会　濱口　憲太副委員長
　本日は藤井委員長
が出張ということ
で、副委員長の私が
代読をさせていただ
きます。
　私はこの 1年、プ
ログラム委員長を務

めました藤井敬亮です。今を迎えての感想を率直に言
いますと、意外と面白かったなということです。引き
受けた当初は、年間およそ 15コマを埋めなければな
らず、そんな人脈ないぞと不安にもなりましたが、荒
井会長をはじめ横田幹事、そして佐藤委員長、委員会
各メンバーの助けをいただき、相談しながらコマを埋
められました。
　内容は私の活動分野でもあります地域活動や福祉教
育にこだわらせていただきました。地域活動や福祉教
育の実践現場に近いお方を招いて、会員皆さまの地域
への寄り添いを深めたかったからです。結果は、委ね
るしかありませんが、私としては意外と面白かったな
という満足感でいっぱいです。
来月からはワンステップ上がって奉仕プロジェクト委
員長となります。不安しか感じませんが、できる限り
頑張ります。
この 1年間、ご協力、お付き合いくださいました皆
さま、例会にご出席いただいた会員皆さまに感謝を申
し上げます。ありがとうございました。
　
クラブ会報・雑誌・公共イメージ委員会　
　　　　八幡　好洋委員長

クラブ会報委員会の
八幡です。1年間、
メンバーの皆さん本
当にお世話なりまし
た。委員会のメン
バーの皆さんに、た

くさん助けていただいて本当にありがとうございまし
た。
クラブ会報委員会といいますと、写真を毎回記録取る
のが仕事でして、今回は吉井さんに担当いただいてい
るのですけれども、写真を撮るだけではなくて、実は、
毎週の例会記録が上がってきて、そのチェックをする
仕事があります。来年、幹事を担当させていただくの
ですが、その前年に、このクラブ会報を担当させてい
ただいて、いろいろ例会の流れを確認させていただく
機会をいただけたのは、本当にいい機会だったなと
思っています。ありがとうございます。
実は「来週、打ち上げ委員会を開催しよう」と関向副
委員長の発案で開催することとなったのですが、そこ
にほぼ全員のメンバーの皆さんが参加いただけること
になりましたので、最後にいい締めくくりができると
思っております。
一年、本当にありがとうございました。

会員増強･選考･職業分類委員会　市橋多佳丞副委員長
　会員増強の小野寺
委員長が本日、欠席
ということで代わり
に私からご報告をさ
せていただきます。
今、戻られた横田幹
事に確認をしました

けども、今年の年度当初は 103 名でスタートしまし
た。このクラブが現在 108 名になったということで
５名の増強に成功したとなっております。本当に皆さ
まのご協力に心より感謝を申し上げます。ありがとう
ございます。
　私は次年度以降も副会長という役職をいただいてお
りますので、しっかりとこの流れをさらに加速させて、
110 名以上を超えるような大きなクラブに皆さんと
ともに育てていきたいと思っております。ぜひ皆さま
のご協力を、来年度以降もよろしくお願いを申し上げ
まして、私からのご挨拶とさせていただきます。
本年一年、大変お世話なりました。ありがとうござい
ます。

クラブ研修委員会　滝越　康雄委員長
　クラブ研修委員会
は何に苦労したかと
いうと、炉辺会合で
の皆さんの人事異
動、配置、あの図面
に大変苦労しまし
た。どうやってやろ

うかと思ったら、自分の独断で人事異動しました。
まず、会員さんの分類したのです。会長経験者に、ボ

スに、愉快な人に、ちょっと癖のある人、新入会員、
そういうのを分類して、あっち、こっちやって、そう
して 100 何名配置をしなきゃならないのです。その
下書きをしたところで、横田幹事に渡したのです。そ
の下書きが表に出たものだから、大変な目に合いまし
た。２回、苦労していたのだけど、飲食店さんの話と
か、自分なりに楽しんでやらせてもらいました。来年、
この役をやる方には私がやったコツだったら教えます
ので、頑張ってください。
以上です。

社会奉仕委員会　木下　正明副委員長
　社会奉仕委員会は
湿原に子供たちを連
れて行って、ひがし
北海道釧路地域の良
さを知っていただく
事業をさせていただ
きました。３年継続

事業で、後藤年度から荒井年度まで３年間で 104 名
の小学生を湿原に連れて行きました。本当に、実際に
知らないのはわれわれ大人じゃないかなと思いまし
た。ビデオを何回か撮っているのですけど、一番喜ん
でいたのは私です。「うぇー」とか「わぁー」と言っ
ているのが私だったということです。
湿原って本当に地面がないと知っていました？　と前
も聞いたのですけど、湿原に地面が本当にないって
知っている人いますか？　
湿原って地面がないのですよ。草が浮いているだけな
ので、その上をみんな歩いているのですよ。だから、
行ってみないと絶対にわからないのです。
今年度も、来年度も、再来年度も、永遠に湿原ツアー
をやりますので、もしよかったら９月 26～ 27日に
皆さんご参加いただければ、「湿原に地面がない」と「谷
地眼に胴長ではいて入れる」体験ができますので、ぜ
ひよろしくお願いします。
一年間、本当にありがとうございました。

職業奉仕委員会 　残間　　巌委員長
　職業奉仕委員会の
残間です。ロータ
リーに入会して初め
ての委員長でしたけ
れども、職業例会と
いうことで２回、和
商さんとＮＨＫさん

にお邪魔させていただく計画をさせていただきまし
た。
　決めたのは荒井会長の強い意向で、ここに行く、こ
こに行く、というように決めてくださったので、私は

段取りをするだけです。かつ、和商は段取りだけをし
て、私は行けなかったという非常に残念なことをした
なと思っています。ＮＨＫのときは、皆さんが子供の
社会科見学同様に、ニュースブースの前に立ってパチ
パチと写真を撮っているのが非常に印象的でありまし
た。
　来期は、親睦の曽我部委員長の下、副委員長という
ことで、頑張らせていただきますが、曽我部委員長、私、
それから西田副委員長ですけども、誰も親睦を経験し
ていないのです。どうなるのだろうという不安の中で、
正副が今いろいろな打ち合わせしています。いろんな
失敗があると思いますけれども、大目に見ていただけ
れば幸いです。
一年間、どうもありがとうございました。

国際奉仕委員会　東堂　光春委員長
国際奉仕委員長の東
堂です。１年間、本
当にありがとうござ
いました。
前年度の村上委員長
から引き継ぎまし
て、台北中央ロータ

リークラブとの友好を図っていきました。16名の参
加ということで、英一さんと荒井会長には台湾ではお
世話になりました。
また、６月にタイのラチャブリロータリークラブに２
年連続で行かせていただきました。その時も英一さん
と荒井会長、ありがとうございました。
ということで台北中央ロータリークラブの事務局のア
ビーさんという方と仲良くなりまして、最後の最後に
ＬＩＮＥ友だちになって、友好を深めていたのですが、
次年度石井委員長に引き継ごうとした瞬間にアビーさ
んが７月に退任されるということで大変悲しいのです
が、僕は個人的に繋がっていきたいなと思っています。
一年間、ありがとうございました。

青少年奉仕委員会　岩田　信一委員長
　野球大会から始ま
りました。去年は高
校のグラウンドを使
いましたけれども、
今年は運動公園の大
きい球場でさせてい
ただきました。

　アイスホッケーのほうは無事に全国から集まって大
会ができることになりました。本当に参加協力いただ
きまして、ありがとうございます。
私は新入会員のとき以来、２年目からずっと社会奉仕
にいましたけども、来年はやっと抜けることができま

した。ありがとうございました。
一年間、どうもありがとうございます。
　
ロータリー財団寄付推進委員会　吉田　秀俊副委員長

　皆さん、こんばん
は。本日は堀委員長
が出張のため欠席し
ておりますが、委員
長から報告書を預
かっておりますの
で、副委員長の私か

ら報告させていただきます。
今年度ロータリー財団寄付推進委員会では、歴史と伝
統のある釧路ロータリークラブがこれまで以上に生き
生きと魅力のあるクラブとなるよう積極的に活動して
まいりました。会長方針であります「笑顔と誇りを胸
に挑戦するロータリー」を達成するために、また国際
交流事業を推進する上でも、ロータリー財団の内容や
その使い道などの情報を発信してまいりました。
　ロータリー財団への理解を図るため、寄付の推進や
認証ポイントの利用促進を中心に活動していく中で、
会員の皆様には大変ご協力をいただき、心より感謝い
たしております。また、昨年の 11月に開催されまし
た担当例会では、荒井会長からグローバル補助金につ
いてのその仕組みと今後の展開というテーマでご講演
をいただき、無事に終えることができました。
　荒井会長、委員会メンバー、そして全ての会員の皆
さん方に感謝申し上げ、活動報告させていただきます。
一年間、大変ありがとうございました。

米山記念奨学会委員会　代読　親睦活動委員会　中島
　徳政委員長
　次は米山記念奨学会委員長の米本さんですが、本日
欠席で文書が届いておりますので私の方から代読をさ
せていただきたいと思います。
米山記念奨学委員会の米本です。本日、所用により出
席できないことをお詫び申し上げます。本年度、当委
員会は二つの例会を担当させていただきました。ひと
つ目は、昨年 10月 16日、北見ロータリークラブの
帰山哲雄君と北見工業大学の留学生・テリゲルさんを
お呼びして講演をしていただきました。
この例会で米山留学生の実際の生活の様子や考え方な
どを理解していただけたのではないでしょうか。二つ
目は例年どおり開催された米山記念チャリティーコン
ペです。開催時期が変更になり寒くなりましたが、多
くの皆さまに参加していただき感謝しております。
以上、本年度の委員会の活動報告でした。委員会メン
バー並びにクラブの会員の皆さまにご協力いただきま
して、一年間、本当にありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　脇　　弘幸委員長
　今年度、嵯峨記念
育英会委員会の委員
長です。いま考えた
のですけども、委員
長はクラブ研修委員
会の委員長から 5年
ぶりなのです。この

「委員長をやってくれ」という話がよくわからないの
ですけど、横田幹事からありがたいことに連絡をいた
だきました。
横田幹事が「脇さん、次年度嵯峨の委員長をお願いし
ます」と言うのです。私からは「いやぁ、そんな委員
長のポストもったいない。もっと若い人にやっても
らって。自分はサポートにしっかり回るから、このポ
ジションを若い人にやってもらってほしい」と言った
のです。そしたら横田幹事から、なんと、「いや、違
いますよ、脇さんが若手です」と。ちょっと待て、と。
そのように諭されましたよ、確かになぁ、人生 100
年といわれる時代ですから、60代なんてまだまだ若
手、小僧だ、ということで私も考えまして、「わかり
ました。横田さんありがとうございます。気持ちよく
引き受けさせていただきます」ということで私、今年
度、若手の 1人として、多くの委員長の活動をしっ
かりと進めてきましたので、これからまた次年度も若
手の 1人として、小僧寄りの中堅として、また 1年
間頑張っていきたいと思いますので、今年度は皆さま
のご協力をいただきまして本当にありがとうございま
した。
例会のことはよくわからなくて、何も言ってないので
すが、本当にありがとうございました。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　最後にわれわれの
親睦活動委員会で
す。私から挨拶をさ
せていただきたいと
思います。
本当に１年間夜間例
会を設えさせていた

だきましてありがとうございます。大変たくさんの方
にお集まりいただいたと思っております。
脇君と同じ年の中島です。個人的に言いますと、私も
『鱗』のカウンターで荒井会長と横田幹事がいまして、
「親睦委員長が空いているのだけれど、どうだろう」
と言われて、酔った勢いで「はい」と言ったのがこの
結果になっております。1年間、夜間例会の設えをさ
せていただきました。本当にたくさんの方にご参加い
ただき、ありがとうございました。
親睦委員の皆さんには今回、すごく出席率も良く、委

員会もたくさん出席していただきました。各支店長さ
んには、本当に頑張っていただきました。それぞれ支
店長さん方には、例会の司会とかをひとつひとつ受け
持ってもらう形で、それぞれのタレント性も皆さんに
見ていただけたのではないかなと思っております。
１年間は本当にあっという間で、最後のキャンドルに
なりました。これでしばらく私はお休みに入りたいと
思っております。
本日も 65名の出席ということで大変多い出席と思い
ます。この例会、というかこの釧路クラブの例会をす
る楽しい雰囲気大好きです。今後ともよろしくお願い
いたしまして、一年間のお礼をさせていただきたいと
思います。
本当にありがとうございました。　

荒井　　剛会長　謝辞
　これが会長の挨拶として最後になると思います。５
分ぐらい喋りたいと思いますけど。
会長挨拶をするときに小野田さんが席に座っていて、
小野田さんを見ると、ずっとこっちを見ていて笑顔で
聞いていただいております。これから会長挨拶とかス
ピーチをされる方は小野田さんを見ながら喋っていた
だくと、本当にすごい気持ち良く喋ることできます。
本当に理解しているのか、知らないかよくわからない
ですけども、とにかく笑顔で、笑顔で笑ってくれてい
るのが本当に嬉しかったのです。来年以降もぜひ、笑っ
てください。
　１年間のお礼の挨拶ということで、本当にあっとい
う間の１年でした。2011年の３月10日にロータリー
クラブ入会しました。舟木さんが会長の時に舟木さん
に「幹事をやってくれないか」と声をかけていただき
ました。副会長は土橋さんです。当時を思い出すと、
毎週のように３人で集まって例会の打ち合わせをさせ
ていただきました。そのときの経験がありましたので、
ロータリーのこともわかりましたし、ロータリーのメ
ンバー皆さんのことも、それを通してわかるようにな
りました。本当にその時の経験があったからだと思い
ます。感謝申し上げます。
　その後、後藤パスト会長から会長を指名いただきま
して、自分に本当に会長ができるのだろうかと思って
いましたが、あっという間に１年が過ぎました。１年
過ぎて、会長という大役を何とか今日まで務めること
ができたかなと思っております。会長を指名していた
だきました後藤パスト会長に感謝申し上げます。後藤
パスト会長には、来年以降ますますお世話になると思
いますので、またよろしくお願い申し上げます。
　この会長指名を受けた後ですね、誰を幹事にするか
なと思った時にやっぱり真っ先に横田幹事を思い出し
ました。横田さんは舟木会長の時に、私が幹事で横田
さんは副幹事を務めておりました。そのときの雰囲気

とかもわかっておりましたので、見てのとおり、皆さ
んもわかっていると思うのですけども、明るくてとに
かく笑っている。トラブルをトラブルと思わないとい
うこともありますが、それが一番強いと思うのです。
なぜトラブルをトラブルと思わないのかというと、常
にトラブルに見舞われているからだと思うのですよ。
これが多分彼の強みであり、彼が成長する。それを受
けて私も何かあっても、彼がいれば何とかなるだろう
と思って、横田さんの事務所で「幹事を受けてくれな
いか」とお願いしたら。ロータリーのことですと言っ
たら、困ったなーと言いながらすごい笑顔で「わかり
ました」と言ってくれました。すごく嬉しかったです。
本当に心強かったです。
さっき、本人が言っていましたが、元々すごく親しかっ
たわけではないのですが、三役をとおして海外の国際
大会しかり、グローバル補助金贈呈式しっかり、台北
中央等の記念式典に参加するというのも、本当に心強
く、楽しく、一緒に楽しい時間を過ごしました。一緒
にダンスもしました。来年以降、これで会長が終わっ
たとしても、本当に一生の仲になるだろうなと思って
おります。本当にありがとうございました。
そして、副会長は、最初から池田さんにお願いしよう
と思って、池田さんに声をかけたところ、「どんな役
でも声かけていただければ、お手伝いしようと思って
いました」と言ってくれて本当に嬉しかったです。会
長として、幹事、副会長にこの人がいいなと思って声
かけて、ぱっと一発で返事していただいたことで本当
に勇気付けられました。
そして、池田副会長は例会もそうですし、理事会もそ
うですし、安定した司会、本当に助かりました。今年
１年の池田副会長は本業の方でスケジュールがすごく
忙しかったのです。そのスケジュールをやりくりして
いる中で、理事会、例会と参加していただきました。
本当にありがとうございました。
　亘理副幹事、前回もお話しましたが Facebook での
投稿、ＳＮＳだけではなくて、ソングリーダーを選び
頼むのも大変だったと思います。田坂さんが退会され
るまでは２人で一緒にやっていただきました。田坂さ
んにも、亘理さんにも、私と横田幹事で事務所の方に
お願いして「副幹事をお願いできないだろうか」と言っ
たことを思い出します。その時も「わかりました」と
本当に快く引き受けていただきました。そういったこ
とを思い出しながら、1年間やって、何とかここまで
来ることができました。
そして最後に、何よりも親睦委員会の中島さんをはじ
め、親睦委員会の皆さま、この準備のためにどれぐら
い時間かけていたのかなと思っております。何回も夜
間例化もありましたし。
他の委員会の委員長、メンバー、そして理事の方々も
本当に釧路ロータリークラブの事業のために考えて活

動していただいたと思っております。本当に例会に出
ていただける皆さまがいるからこそ、釧路ロータリー
クラブが歴史と伝統をそのまま続けて行けるのだろう
と思っております。
　会長をやって思っていたのが、釧路ロータリークラ
ブに入って続けていてよかったなと思えるのと、皆さ
んのことを本当にますます好きになっています。本当
に貴重な経験を私がすることができました。来年はい
よいよ釧路ロータリークラブ 90周年になります。工
藤エレクトに何とかこのバトンを渡して、来年は１メ
ンバーとしてますます釧路ロータリークラブを支えて
いきたいと思っております。
心より一年間のお礼を申し上げて、お礼の挨拶とさせ
いただきます。ありがとうございました。

ご挨拶
工藤　彦夫会長エレクト

　いま荒井会長から
バッチをいただきま
して、付けていただ
きました。大変重み
を感じております。
今の気持ちは、来年
90年ということで

不安と期待がいっぱいです。かつ、理事は経験が浅い
理事が結構多いので、それも不安なのですけども、全
力で理事が喜べる、そして皆さんも喜んでいただける
90周年にしたいと思います。
一年間、よろしくお願いします。

中締めの挨拶
後藤　公貴パスト会長

指名会長ということ
で一言ご挨拶と中締
めをさせていただき
ます。まずエピソー
ドをひとつ、短めに
お話させていただき
ます。

2024 年 8月に荒井君しかいないと思って会長指名の
連絡をさせていただきました。
荒井君に電話をして、「ちょっと相談したいことがあ
るのですけど」とお話をさせていただいたその次の日
かな、事務所に伺わせていただきましたら、相談ルー
ムに通していただきました。ずいぶん来ないなと思っ
たのですよ。そしたら六法全書を抱えて本人がやって
きました。そして「お店の調子が悪いのですか」と。
いや、お店のことではないのですと話しました。「奥
様となにか」。まぁ、かみさんに怒鳴られるとこを見
ていたのでしょう。ということで、ちょっと乗っかり
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんばん
は。いよいよ最終例
会です。今日が 48
回目の例会となりま
す。私は 1回だけサ
ウジアラビアへの出
張のため、1回休み

ましたので、私は 47回目の会長挨拶をすることにな
ります。
思い返しますと、毎週木曜日の例会になると、会長挨
拶で何を話さないといけないかな、なんの話をしよう
かな、と思っていつも悩んでおりました。ロータリー
にどう結びつけようかなとか、少しでもお伝えできる
ものがあればお伝えしたいなと思って、いろいろ考え
た 1年でした。ロータリーの歴史だったり、国際奉
仕だったり、地域の話題だったり、あるいは仕事に絡
む問題、それこそ生成ＡＩのことを何回かお話しさせ
ていただいたり、あるいはハーバード大学の図書館落
書きの話もさせていただいたこともあります。挙句の
果てにはブラックサンダーの話もさせていただきまし
た。それを振り返ってみますと、なかなかいい思い出
だなと思っております。
それとは別に、先週お伝えしたのですけども、ロータ
リーバッチを付けているのですが、もうひとつ毎週違
うピンバッチを付けようと工夫をしておりました。そ
れを毎週付けて、それを亘理副幹事に写真を撮っても
らって、亘理さんが Facebook に投稿していました。

そのFacebookに投稿した写真や原稿を全部まとめて、
それこそ「1年間の振り返りをして、ピンバッチをま
とめてくれ、写真を上げてくれ」とＡＩに指示をして
今回作ったのが、皆さんの卓上に配付されているもの
です。こんなピンバッチを付けていたのだと思ってい
ただければと思っております。
　自分で振り返ってみると、こんなバッチを付けてい
たのだなと。例えば、クリスマス例会のときはドラえ
もんのバッチを付けていました。よくよく見るとハ
リー・ポッターとかロータリーと関係のないピンバッ
チを付けていたりしますので、ちょっと楽しんでいた
だきながら見ていただければと思って配布させていた
だきました。
　本日は、この後でもう一度、皆さまに最後の挨拶を
させていただく機会があると思いますので、会長挨拶
としては、皆さんとこうやって最終例会をお迎えする
ことができたことを嬉しく思うとともに、冒頭の会長
挨拶とさせていただきます。
本日は、最後までよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　横田　英喜幹事
　幹事報告をさせていただきます。本日は多数のご出
席ありがとうございました。
毎度の話になりますけれども、パーソナルボックス皆
さんの資料がある方もいらっしゃるかと思いますの
で、ぜひ本日、お持ち帰りいただければと思います。
　また例年同様で、事務局の整理をしておりまして各
種記念品の余っている物というと変ですけれども、記

念品グラスとか折りたたみ傘とかがありますので、好
きな物ありましたらお持ち帰りいただいて、できれば
ニコニコの袋も置いていますので、ニコニコしていた
だければと思います。よろしくお願いいたします。
最後の挨拶となりました。拙い挨拶でしたけれども、
お付き合いありがとうございます。一年間、ありがと
うございました。

スポンサー　木下　正明君
　鮫島八寿子さん
をご紹介します。
数カ月前に、私の
ところに「社会勉
強のためにロータ
リークラブかライ
オンズクラブに入
会したいのですけど、どこがいいのでしょうか」と聞
かれました。私が、ここが一番いいと思っているのに
他の所を紹介することはできません。鮫島先生の人柄
はよくわかっていることもあって、釧路ロータリーク
ラブに地元の方として第１号としてぜひお入りいただ
きたいと思いまして、荒井会長とスポンサーを務めさ
せていただいて、今回の入会の運びとなった次第です。
　鮫島先生は、若竹町で『やひろクリニック』の院長
をされております。「まる金寿司」の左斜め前の位置
関係があります。ほかにもいろいろ会社を経営されて
おります。ご趣味はゴルフをされるようです。旦那様
は札幌に在住で、お医者様をされております。あとは、
ご本人から自己紹介をしていただければと思います。
それではでは、鮫島さん、お願いします。

新入会員　鮫島八寿子君
　初めまして、鮫島
八寿子と申します。
よろしくお願いいた
します。私はずっと
釧路で育ちまして、
大学は東京に行きま
して、いろいろと見

聞を積んで北海道に戻ってきました。実家は村田商店
という餌（えさ）屋です。餌と村田牧場という第一次
産業を中心にやっているのですが、父と母が 13年前
に突然他界しまして、今、そちらの方の経営もしなが
ら、10年前に、加勢先生の所を居抜きで買いまして、
クリニックを開いた次第です。現在は、内科と在宅診
療として 24時間働いている形になります。いま、こ
ちらでご挨拶が終わりましたら患者さんのことで退席
させていただきます。本当に申し訳ございませんが、
こういう形で仕事をしております。

医者としての仕事は自分なりにも満足のいくものであ
りますが、北海道の今の第一次産業というのはかなり
厳しくて、餌のことでは私たちは大きいフィードワン
というとこから餌を買って、特約店として農家さんに
売っているのです。ただ、酪農関係はかなり疲弊して
いまして、離農される方が多く、その中でどのような
立ち位置で私が働いていけるか、いろんなことを提供
できるか、北海道の第一次産業をどうやって守ってい
くかを考えるにあたって、なかなか自分のキャリアで
は、経済とか社会とか、とても太刀打ちできるもので
はないということを常々実感しておりました。やはり
ロータリークラブでいろんな能力のある方にいろいろ
なことを学ばせていただきたいと思って木下先生に、
私のような若輩者が恥ずかしいのですけども、勉強さ
せてくださいとお願いして、今日に至っております。
これからいろいろと学びたいことも多いですし、ご相
談させていただくことも多いと思いますが、これから
どうぞよろしくお願いいたします。
釧路の歴史と伝統のあるこのような立派な会に入会さ
せていただきましたことを本当にありがたく思いま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございます。

歓迎の言葉　　荒井　　剛会長
　鮫島さん、ご入会おめでとうございます。今年度、
最後の例会ですが、次年度からまたどんどん参加して
いただければと思っております。
私自身は本業が弁護士で、スケジュール管理がなかな
か忙しくて、多忙ではあるのですけど、できる限りや
りくりして、ロータリークラブの例会に参加するよう
にしておりました。そういうことを続けた結果、本当
にいろんなことを学ぶことができましたし、成長する
ことができました。
ぜひ次年度、大変だと思うのですけども、時間の許す
限り、例会に参加していただいて、皆さんと交流いた
だいて、1日でも少しでも皆さんと触れ合って学んで
いただければと思っております。今後ともどうぞよろ
しくお願い申し上げます。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　親睦委員会の中島です。これよりキャンドルパー
ティーを開催させていただきます。
それでは開会のご挨拶を、クラブ運営委員会の天方大
副委員長にお願いしたいと思います。
天方君、よろしくお願いいたします。
　

クラブ運営委員会　天方　智順副委員長
　皆さま、こんばん
は。本年度、最後の
例会でございます。
荒井会長、横田幹事、
池田副会長、本当に
お疲れ様でございま
した。他の理事の皆

さん、何よりもメンバー全員の皆さま、本当に 1年間、
お疲れ様でございました。
今年 1年を振り返って、今日は楽しい夜にしていき
たいと思います。
以上、中島委員長が「1分以内で終わらせろ」と言っ
たので終わりにします。よろしくお願いいたします。

乾杯のご発声　髙橋　直人直前会長
　皆さん、こんばん
は。ご指名ですので、
乾杯のご挨拶をさせ
ていだきます。
荒井会長、三役の皆
さん、理事の皆さん、
各委員会メンバーの

皆さん、１年間の活動お疲れ様でした。
特に荒井会長におかれましては、本来であれば、直前
会長ということで、次年度を少しお休みできるのかな
と思いましたら、次年度、ガバナーノミニーというこ
とで、これから忙しい毎日がまた続くとは思います。
ロータリークラブのために、奉仕事業のため、頑張っ
ていただければと思います。私たちも応援しますので
どうぞよろしくお願いします。
最後になりますが、荒井会長の楽しい挨拶が聞けなく
なるということで、少し寂しいとは思いますが、次年
度会長、工藤会長に期待して乾杯したいと思います。
皆さん、乾杯のご唱和をお願いします。
荒井会長の帰港をお祝いして乾杯いたします。
（乾杯）
ありがとうございました。

出席 100 パーセント表彰
出席委員会　 水口　喜文委員長
　出席委員会の水口です。時間を少々いただきまして、
100％出席者の発表を行いたいと思います。
　対象者の皆さまには記念品を用意しておりますの
で、お名前をお呼びしますので、蝶ネクタイが素敵な
佐藤大委員長より、記念品を受け取ってください。
まずは、例会＋メークアップの出席率 100％です。
出席率の高い方からお呼びいたしますので記念品を受
け取ってください。
　まず、荒井剛君、おめでとうございます。横田英喜

君、日理一哉君、工藤彦夫君、西村智久君、佐藤貴之
君、市橋多佳丞君、杉村荘平君、八幡好洋君、池田一
己君、中島徳政君、石井孝行君、松井聖治君、村上祐
二君、白幡博君、佐々木俊和君、濱口憲太君、吉田潤
司君、髙橋直人君、脇弘幸君、青田敏治君、最後に石
田博司君。
以上が「例会＋メークアップ」の 100％達成者です。
おめでとうございます。
　最後に「例会 100％」の方ですが、今年は 48回の
例会がありました。その 48回全てに出られた方は 1
人いらっしゃいます。田中正己君です。おめでとうご
ざいます。

釧路ロータリークラブ例会出席率 100 パーセント受
賞者のコメント　田中　正己君
　皆さん、こんばん
は。今日はキャンド
ルパーということ
で、また、僕は平成
13年の２月に入会
しました。今日は入
会と例会出席 100％
ということで貴重なお品物をいただきました。本当に
ありがとうございます。
荒井会長、池田副会長、横田幹事、本当に 1年間ご
苦労様でした。また、皆さんとともに頑張っていきま
すのでよろしくお願いいたします。ありがとうござい
ます。

ご挨拶
釧路ロータリークラブ事務局員　小野田　伸子さん

　事務局の小野田で
す。1年間本当にあ
りがとうございまし
た。私は弟の東堂か
ら紹介をいただき去
年の４月に事務局に
入り、お世話になり

ました。早いもので 1年３カ月が経ちまして、本当
に皆さまには、いろんな場面でお世話になりました。
ありがとうございます。
　初めのころは、ロータリー用語で、皆さんの口から
出るのは横文字ばかりで、何を言っているのかちんぷ
んかんぷんでしたけど、その都度 Google 大先生に助
けていただきました。
まぁ、紹介してくれた弟からは「俺がいるから大丈夫
だ。幹事だから俺に何でも聞いてくれ」と俺に頼って
くれと言うばかりに、男らしいことを聞きましたので、
私も安心して入ったつもりなのです。ですけども、蓋
を開けたら、なんと７月で交代と。そんなことは聞い

ていなかったので、事務局の鍵を返された時には騙さ
れたのではないかなという感じに陥りました。
そんな中で、横田幹事には１年間、失敗も一緒に慰め
合い、成功した時にはお互いに褒め合いながら、二人
三脚で歩ませていただきました。本当に横田幹事あり
がとうございました。八幡幹事には、来年度お世話に
なりますけども、どうかよろしくお願いいたします。
ということで来年度も事務局の職員として皆さまのお
手伝いができるように頑張ってまいりたいと思います
ので、よろしくお願いいたします。
本当に一年、ありがとうございました。

ご挨拶
センチュリーキャッスルホテル　　　西澤様
　釧路ロータリーク
ラブの皆さん、こん
ばんは。私、ただい
まご紹介いただきま
した釧路センチュ
リーキャッスルホテ
ルの西澤です。
荒井会長を始め三役の皆さん、1年間、本当にお疲れ
様でございました。
　また、荒井会長には、レストランのランチご利用い
ただきまして本当にありがとうございます。
　釧路ロータリークラブの皆さんは 90周年の式典を
11月に控えておりまして、本当に次年度大変な 1年
になるのかなと思いますが工藤会長年度もどうぞよろ
しくお願いいたします。私たちも最大にバックアップ
をさせていただければと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。
本当に一年間、ありがとうございました。

（ご歓談中）

キャンドルサービス　三役の入場　　　　　　　　　
　　　　　　　
　この 1年間、世界平和のために活躍されました荒
井会長以下３名の三役が帰還をしてまいりました。皆
さま、大きな拍手でお願いいたします。

クラブ運営委員会　出席委員会　水口　喜文委員長
出席委員会の水口で
す。出席委員会と言
いながら、出席しな
い委員長で 1年間が
終わってしまいまし
た。本当に皆さんに
申し訳なかったで

す。

ただ、最低限の仕事として出席の報告とか、出席の集
計、そして今日の記念品の贈呈と、最低限のことだけ
をやらせてもらいました。
そんな中でも事務局の小野田さんには、きっちり毎回、
出席報告していただきまして、スムーズな集計ができ
ました。ただ、毎年皆さんが言っていますけど難しい
Excel に慣れるまでなかなか苦労して、最後はこれが
あったおかげで、きっちりと集計ができたと思います。
来年は松井君と聞いていますので、しっかりといいも
のを渡したいと思います。
1年間、皆さまのおかげで無事過ごすことができまし
た。来年はできる限り出席をして、少しでも貢献した
いと思っています。どうもありがとうございました。

プログラム委員会　濱口　憲太副委員長
　本日は藤井委員長
が出張ということ
で、副委員長の私が
代読をさせていただ
きます。
　私はこの 1年、プ
ログラム委員長を務

めました藤井敬亮です。今を迎えての感想を率直に言
いますと、意外と面白かったなということです。引き
受けた当初は、年間およそ 15コマを埋めなければな
らず、そんな人脈ないぞと不安にもなりましたが、荒
井会長をはじめ横田幹事、そして佐藤委員長、委員会
各メンバーの助けをいただき、相談しながらコマを埋
められました。
　内容は私の活動分野でもあります地域活動や福祉教
育にこだわらせていただきました。地域活動や福祉教
育の実践現場に近いお方を招いて、会員皆さまの地域
への寄り添いを深めたかったからです。結果は、委ね
るしかありませんが、私としては意外と面白かったな
という満足感でいっぱいです。
来月からはワンステップ上がって奉仕プロジェクト委
員長となります。不安しか感じませんが、できる限り
頑張ります。
この 1年間、ご協力、お付き合いくださいました皆
さま、例会にご出席いただいた会員皆さまに感謝を申
し上げます。ありがとうございました。
　
クラブ会報・雑誌・公共イメージ委員会　
　　　　八幡　好洋委員長

クラブ会報委員会の
八幡です。1年間、
メンバーの皆さん本
当にお世話なりまし
た。委員会のメン
バーの皆さんに、た

くさん助けていただいて本当にありがとうございまし
た。
クラブ会報委員会といいますと、写真を毎回記録取る
のが仕事でして、今回は吉井さんに担当いただいてい
るのですけれども、写真を撮るだけではなくて、実は、
毎週の例会記録が上がってきて、そのチェックをする
仕事があります。来年、幹事を担当させていただくの
ですが、その前年に、このクラブ会報を担当させてい
ただいて、いろいろ例会の流れを確認させていただく
機会をいただけたのは、本当にいい機会だったなと
思っています。ありがとうございます。
実は「来週、打ち上げ委員会を開催しよう」と関向副
委員長の発案で開催することとなったのですが、そこ
にほぼ全員のメンバーの皆さんが参加いただけること
になりましたので、最後にいい締めくくりができると
思っております。
一年、本当にありがとうございました。

会員増強･選考･職業分類委員会　市橋多佳丞副委員長
　会員増強の小野寺
委員長が本日、欠席
ということで代わり
に私からご報告をさ
せていただきます。
今、戻られた横田幹
事に確認をしました

けども、今年の年度当初は 103 名でスタートしまし
た。このクラブが現在 108 名になったということで
５名の増強に成功したとなっております。本当に皆さ
まのご協力に心より感謝を申し上げます。ありがとう
ございます。
　私は次年度以降も副会長という役職をいただいてお
りますので、しっかりとこの流れをさらに加速させて、
110 名以上を超えるような大きなクラブに皆さんと
ともに育てていきたいと思っております。ぜひ皆さま
のご協力を、来年度以降もよろしくお願いを申し上げ
まして、私からのご挨拶とさせていただきます。
本年一年、大変お世話なりました。ありがとうござい
ます。

クラブ研修委員会　滝越　康雄委員長
　クラブ研修委員会
は何に苦労したかと
いうと、炉辺会合で
の皆さんの人事異
動、配置、あの図面
に大変苦労しまし
た。どうやってやろ

うかと思ったら、自分の独断で人事異動しました。
まず、会員さんの分類したのです。会長経験者に、ボ

スに、愉快な人に、ちょっと癖のある人、新入会員、
そういうのを分類して、あっち、こっちやって、そう
して 100 何名配置をしなきゃならないのです。その
下書きをしたところで、横田幹事に渡したのです。そ
の下書きが表に出たものだから、大変な目に合いまし
た。２回、苦労していたのだけど、飲食店さんの話と
か、自分なりに楽しんでやらせてもらいました。来年、
この役をやる方には私がやったコツだったら教えます
ので、頑張ってください。
以上です。

社会奉仕委員会　木下　正明副委員長
　社会奉仕委員会は
湿原に子供たちを連
れて行って、ひがし
北海道釧路地域の良
さを知っていただく
事業をさせていただ
きました。３年継続

事業で、後藤年度から荒井年度まで３年間で 104 名
の小学生を湿原に連れて行きました。本当に、実際に
知らないのはわれわれ大人じゃないかなと思いまし
た。ビデオを何回か撮っているのですけど、一番喜ん
でいたのは私です。「うぇー」とか「わぁー」と言っ
ているのが私だったということです。
湿原って本当に地面がないと知っていました？　と前
も聞いたのですけど、湿原に地面が本当にないって
知っている人いますか？　
湿原って地面がないのですよ。草が浮いているだけな
ので、その上をみんな歩いているのですよ。だから、
行ってみないと絶対にわからないのです。
今年度も、来年度も、再来年度も、永遠に湿原ツアー
をやりますので、もしよかったら９月 26～ 27日に
皆さんご参加いただければ、「湿原に地面がない」と「谷
地眼に胴長ではいて入れる」体験ができますので、ぜ
ひよろしくお願いします。
一年間、本当にありがとうございました。

職業奉仕委員会 　残間　　巌委員長
　職業奉仕委員会の
残間です。ロータ
リーに入会して初め
ての委員長でしたけ
れども、職業例会と
いうことで２回、和
商さんとＮＨＫさん

にお邪魔させていただく計画をさせていただきまし
た。
　決めたのは荒井会長の強い意向で、ここに行く、こ
こに行く、というように決めてくださったので、私は

段取りをするだけです。かつ、和商は段取りだけをし
て、私は行けなかったという非常に残念なことをした
なと思っています。ＮＨＫのときは、皆さんが子供の
社会科見学同様に、ニュースブースの前に立ってパチ
パチと写真を撮っているのが非常に印象的でありまし
た。
　来期は、親睦の曽我部委員長の下、副委員長という
ことで、頑張らせていただきますが、曽我部委員長、私、
それから西田副委員長ですけども、誰も親睦を経験し
ていないのです。どうなるのだろうという不安の中で、
正副が今いろいろな打ち合わせしています。いろんな
失敗があると思いますけれども、大目に見ていただけ
れば幸いです。
一年間、どうもありがとうございました。

国際奉仕委員会　東堂　光春委員長
国際奉仕委員長の東
堂です。１年間、本
当にありがとうござ
いました。
前年度の村上委員長
から引き継ぎまし
て、台北中央ロータ

リークラブとの友好を図っていきました。16名の参
加ということで、英一さんと荒井会長には台湾ではお
世話になりました。
また、６月にタイのラチャブリロータリークラブに２
年連続で行かせていただきました。その時も英一さん
と荒井会長、ありがとうございました。
ということで台北中央ロータリークラブの事務局のア
ビーさんという方と仲良くなりまして、最後の最後に
ＬＩＮＥ友だちになって、友好を深めていたのですが、
次年度石井委員長に引き継ごうとした瞬間にアビーさ
んが７月に退任されるということで大変悲しいのです
が、僕は個人的に繋がっていきたいなと思っています。
一年間、ありがとうございました。

青少年奉仕委員会　岩田　信一委員長
　野球大会から始ま
りました。去年は高
校のグラウンドを使
いましたけれども、
今年は運動公園の大
きい球場でさせてい
ただきました。

　アイスホッケーのほうは無事に全国から集まって大
会ができることになりました。本当に参加協力いただ
きまして、ありがとうございます。
私は新入会員のとき以来、２年目からずっと社会奉仕
にいましたけども、来年はやっと抜けることができま

した。ありがとうございました。
一年間、どうもありがとうございます。
　
ロータリー財団寄付推進委員会　吉田　秀俊副委員長

　皆さん、こんばん
は。本日は堀委員長
が出張のため欠席し
ておりますが、委員
長から報告書を預
かっておりますの
で、副委員長の私か

ら報告させていただきます。
今年度ロータリー財団寄付推進委員会では、歴史と伝
統のある釧路ロータリークラブがこれまで以上に生き
生きと魅力のあるクラブとなるよう積極的に活動して
まいりました。会長方針であります「笑顔と誇りを胸
に挑戦するロータリー」を達成するために、また国際
交流事業を推進する上でも、ロータリー財団の内容や
その使い道などの情報を発信してまいりました。
　ロータリー財団への理解を図るため、寄付の推進や
認証ポイントの利用促進を中心に活動していく中で、
会員の皆様には大変ご協力をいただき、心より感謝い
たしております。また、昨年の 11月に開催されまし
た担当例会では、荒井会長からグローバル補助金につ
いてのその仕組みと今後の展開というテーマでご講演
をいただき、無事に終えることができました。
　荒井会長、委員会メンバー、そして全ての会員の皆
さん方に感謝申し上げ、活動報告させていただきます。
一年間、大変ありがとうございました。

米山記念奨学会委員会　代読　親睦活動委員会　中島
　徳政委員長
　次は米山記念奨学会委員長の米本さんですが、本日
欠席で文書が届いておりますので私の方から代読をさ
せていただきたいと思います。
米山記念奨学委員会の米本です。本日、所用により出
席できないことをお詫び申し上げます。本年度、当委
員会は二つの例会を担当させていただきました。ひと
つ目は、昨年 10月 16日、北見ロータリークラブの
帰山哲雄君と北見工業大学の留学生・テリゲルさんを
お呼びして講演をしていただきました。
この例会で米山留学生の実際の生活の様子や考え方な
どを理解していただけたのではないでしょうか。二つ
目は例年どおり開催された米山記念チャリティーコン
ペです。開催時期が変更になり寒くなりましたが、多
くの皆さまに参加していただき感謝しております。
以上、本年度の委員会の活動報告でした。委員会メン
バー並びにクラブの会員の皆さまにご協力いただきま
して、一年間、本当にありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　脇　　弘幸委員長
　今年度、嵯峨記念
育英会委員会の委員
長です。いま考えた
のですけども、委員
長はクラブ研修委員
会の委員長から 5年
ぶりなのです。この

「委員長をやってくれ」という話がよくわからないの
ですけど、横田幹事からありがたいことに連絡をいた
だきました。
横田幹事が「脇さん、次年度嵯峨の委員長をお願いし
ます」と言うのです。私からは「いやぁ、そんな委員
長のポストもったいない。もっと若い人にやっても
らって。自分はサポートにしっかり回るから、このポ
ジションを若い人にやってもらってほしい」と言った
のです。そしたら横田幹事から、なんと、「いや、違
いますよ、脇さんが若手です」と。ちょっと待て、と。
そのように諭されましたよ、確かになぁ、人生 100
年といわれる時代ですから、60代なんてまだまだ若
手、小僧だ、ということで私も考えまして、「わかり
ました。横田さんありがとうございます。気持ちよく
引き受けさせていただきます」ということで私、今年
度、若手の 1人として、多くの委員長の活動をしっ
かりと進めてきましたので、これからまた次年度も若
手の 1人として、小僧寄りの中堅として、また 1年
間頑張っていきたいと思いますので、今年度は皆さま
のご協力をいただきまして本当にありがとうございま
した。
例会のことはよくわからなくて、何も言ってないので
すが、本当にありがとうございました。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　最後にわれわれの
親睦活動委員会で
す。私から挨拶をさ
せていただきたいと
思います。
本当に１年間夜間例
会を設えさせていた

だきましてありがとうございます。大変たくさんの方
にお集まりいただいたと思っております。
脇君と同じ年の中島です。個人的に言いますと、私も
『鱗』のカウンターで荒井会長と横田幹事がいまして、
「親睦委員長が空いているのだけれど、どうだろう」
と言われて、酔った勢いで「はい」と言ったのがこの
結果になっております。1年間、夜間例会の設えをさ
せていただきました。本当にたくさんの方にご参加い
ただき、ありがとうございました。
親睦委員の皆さんには今回、すごく出席率も良く、委

員会もたくさん出席していただきました。各支店長さ
んには、本当に頑張っていただきました。それぞれ支
店長さん方には、例会の司会とかをひとつひとつ受け
持ってもらう形で、それぞれのタレント性も皆さんに
見ていただけたのではないかなと思っております。
１年間は本当にあっという間で、最後のキャンドルに
なりました。これでしばらく私はお休みに入りたいと
思っております。
本日も 65名の出席ということで大変多い出席と思い
ます。この例会、というかこの釧路クラブの例会をす
る楽しい雰囲気大好きです。今後ともよろしくお願い
いたしまして、一年間のお礼をさせていただきたいと
思います。
本当にありがとうございました。　

荒井　　剛会長　謝辞
　これが会長の挨拶として最後になると思います。５
分ぐらい喋りたいと思いますけど。
会長挨拶をするときに小野田さんが席に座っていて、
小野田さんを見ると、ずっとこっちを見ていて笑顔で
聞いていただいております。これから会長挨拶とかス
ピーチをされる方は小野田さんを見ながら喋っていた
だくと、本当にすごい気持ち良く喋ることできます。
本当に理解しているのか、知らないかよくわからない
ですけども、とにかく笑顔で、笑顔で笑ってくれてい
るのが本当に嬉しかったのです。来年以降もぜひ、笑っ
てください。
　１年間のお礼の挨拶ということで、本当にあっとい
う間の１年でした。2011年の３月10日にロータリー
クラブ入会しました。舟木さんが会長の時に舟木さん
に「幹事をやってくれないか」と声をかけていただき
ました。副会長は土橋さんです。当時を思い出すと、
毎週のように３人で集まって例会の打ち合わせをさせ
ていただきました。そのときの経験がありましたので、
ロータリーのこともわかりましたし、ロータリーのメ
ンバー皆さんのことも、それを通してわかるようにな
りました。本当にその時の経験があったからだと思い
ます。感謝申し上げます。
　その後、後藤パスト会長から会長を指名いただきま
して、自分に本当に会長ができるのだろうかと思って
いましたが、あっという間に１年が過ぎました。１年
過ぎて、会長という大役を何とか今日まで務めること
ができたかなと思っております。会長を指名していた
だきました後藤パスト会長に感謝申し上げます。後藤
パスト会長には、来年以降ますますお世話になると思
いますので、またよろしくお願い申し上げます。
　この会長指名を受けた後ですね、誰を幹事にするか
なと思った時にやっぱり真っ先に横田幹事を思い出し
ました。横田さんは舟木会長の時に、私が幹事で横田
さんは副幹事を務めておりました。そのときの雰囲気

とかもわかっておりましたので、見てのとおり、皆さ
んもわかっていると思うのですけども、明るくてとに
かく笑っている。トラブルをトラブルと思わないとい
うこともありますが、それが一番強いと思うのです。
なぜトラブルをトラブルと思わないのかというと、常
にトラブルに見舞われているからだと思うのですよ。
これが多分彼の強みであり、彼が成長する。それを受
けて私も何かあっても、彼がいれば何とかなるだろう
と思って、横田さんの事務所で「幹事を受けてくれな
いか」とお願いしたら。ロータリーのことですと言っ
たら、困ったなーと言いながらすごい笑顔で「わかり
ました」と言ってくれました。すごく嬉しかったです。
本当に心強かったです。
さっき、本人が言っていましたが、元々すごく親しかっ
たわけではないのですが、三役をとおして海外の国際
大会しかり、グローバル補助金贈呈式しっかり、台北
中央等の記念式典に参加するというのも、本当に心強
く、楽しく、一緒に楽しい時間を過ごしました。一緒
にダンスもしました。来年以降、これで会長が終わっ
たとしても、本当に一生の仲になるだろうなと思って
おります。本当にありがとうございました。
そして、副会長は、最初から池田さんにお願いしよう
と思って、池田さんに声をかけたところ、「どんな役
でも声かけていただければ、お手伝いしようと思って
いました」と言ってくれて本当に嬉しかったです。会
長として、幹事、副会長にこの人がいいなと思って声
かけて、ぱっと一発で返事していただいたことで本当
に勇気付けられました。
そして、池田副会長は例会もそうですし、理事会もそ
うですし、安定した司会、本当に助かりました。今年
１年の池田副会長は本業の方でスケジュールがすごく
忙しかったのです。そのスケジュールをやりくりして
いる中で、理事会、例会と参加していただきました。
本当にありがとうございました。
　亘理副幹事、前回もお話しましたが Facebook での
投稿、ＳＮＳだけではなくて、ソングリーダーを選び
頼むのも大変だったと思います。田坂さんが退会され
るまでは２人で一緒にやっていただきました。田坂さ
んにも、亘理さんにも、私と横田幹事で事務所の方に
お願いして「副幹事をお願いできないだろうか」と言っ
たことを思い出します。その時も「わかりました」と
本当に快く引き受けていただきました。そういったこ
とを思い出しながら、1年間やって、何とかここまで
来ることができました。
そして最後に、何よりも親睦委員会の中島さんをはじ
め、親睦委員会の皆さま、この準備のためにどれぐら
い時間かけていたのかなと思っております。何回も夜
間例化もありましたし。
他の委員会の委員長、メンバー、そして理事の方々も
本当に釧路ロータリークラブの事業のために考えて活

動していただいたと思っております。本当に例会に出
ていただける皆さまがいるからこそ、釧路ロータリー
クラブが歴史と伝統をそのまま続けて行けるのだろう
と思っております。
　会長をやって思っていたのが、釧路ロータリークラ
ブに入って続けていてよかったなと思えるのと、皆さ
んのことを本当にますます好きになっています。本当
に貴重な経験を私がすることができました。来年はい
よいよ釧路ロータリークラブ 90周年になります。工
藤エレクトに何とかこのバトンを渡して、来年は１メ
ンバーとしてますます釧路ロータリークラブを支えて
いきたいと思っております。
心より一年間のお礼を申し上げて、お礼の挨拶とさせ
いただきます。ありがとうございました。

ご挨拶
工藤　彦夫会長エレクト

　いま荒井会長から
バッチをいただきま
して、付けていただ
きました。大変重み
を感じております。
今の気持ちは、来年
90年ということで

不安と期待がいっぱいです。かつ、理事は経験が浅い
理事が結構多いので、それも不安なのですけども、全
力で理事が喜べる、そして皆さんも喜んでいただける
90周年にしたいと思います。
一年間、よろしくお願いします。

中締めの挨拶
後藤　公貴パスト会長

指名会長ということ
で一言ご挨拶と中締
めをさせていただき
ます。まずエピソー
ドをひとつ、短めに
お話させていただき
ます。

2024 年 8月に荒井君しかいないと思って会長指名の
連絡をさせていただきました。
荒井君に電話をして、「ちょっと相談したいことがあ
るのですけど」とお話をさせていただいたその次の日
かな、事務所に伺わせていただきましたら、相談ルー
ムに通していただきました。ずいぶん来ないなと思っ
たのですよ。そしたら六法全書を抱えて本人がやって
きました。そして「お店の調子が悪いのですか」と。
いや、お店のことではないのですと話しました。「奥
様となにか」。まぁ、かみさんに怒鳴られるとこを見
ていたのでしょう。ということで、ちょっと乗っかり
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　　　　　　　   荒井　　剛会長
　皆さん、こんばん
は。いよいよ最終例
会です。今日が 48
回目の例会となりま
す。私は 1回だけサ
ウジアラビアへの出
張のため、1回休み

ましたので、私は 47回目の会長挨拶をすることにな
ります。
思い返しますと、毎週木曜日の例会になると、会長挨
拶で何を話さないといけないかな、なんの話をしよう
かな、と思っていつも悩んでおりました。ロータリー
にどう結びつけようかなとか、少しでもお伝えできる
ものがあればお伝えしたいなと思って、いろいろ考え
た 1年でした。ロータリーの歴史だったり、国際奉
仕だったり、地域の話題だったり、あるいは仕事に絡
む問題、それこそ生成ＡＩのことを何回かお話しさせ
ていただいたり、あるいはハーバード大学の図書館落
書きの話もさせていただいたこともあります。挙句の
果てにはブラックサンダーの話もさせていただきまし
た。それを振り返ってみますと、なかなかいい思い出
だなと思っております。
それとは別に、先週お伝えしたのですけども、ロータ
リーバッチを付けているのですが、もうひとつ毎週違
うピンバッチを付けようと工夫をしておりました。そ
れを毎週付けて、それを亘理副幹事に写真を撮っても
らって、亘理さんが Facebook に投稿していました。

そのFacebookに投稿した写真や原稿を全部まとめて、
それこそ「1年間の振り返りをして、ピンバッチをま
とめてくれ、写真を上げてくれ」とＡＩに指示をして
今回作ったのが、皆さんの卓上に配付されているもの
です。こんなピンバッチを付けていたのだと思ってい
ただければと思っております。
　自分で振り返ってみると、こんなバッチを付けてい
たのだなと。例えば、クリスマス例会のときはドラえ
もんのバッチを付けていました。よくよく見るとハ
リー・ポッターとかロータリーと関係のないピンバッ
チを付けていたりしますので、ちょっと楽しんでいた
だきながら見ていただければと思って配布させていた
だきました。
　本日は、この後でもう一度、皆さまに最後の挨拶を
させていただく機会があると思いますので、会長挨拶
としては、皆さんとこうやって最終例会をお迎えする
ことができたことを嬉しく思うとともに、冒頭の会長
挨拶とさせていただきます。
本日は、最後までよろしくお願い申し上げます。

幹事報告　横田　英喜幹事
　幹事報告をさせていただきます。本日は多数のご出
席ありがとうございました。
毎度の話になりますけれども、パーソナルボックス皆
さんの資料がある方もいらっしゃるかと思いますの
で、ぜひ本日、お持ち帰りいただければと思います。
　また例年同様で、事務局の整理をしておりまして各
種記念品の余っている物というと変ですけれども、記

念品グラスとか折りたたみ傘とかがありますので、好
きな物ありましたらお持ち帰りいただいて、できれば
ニコニコの袋も置いていますので、ニコニコしていた
だければと思います。よろしくお願いいたします。
最後の挨拶となりました。拙い挨拶でしたけれども、
お付き合いありがとうございます。一年間、ありがと
うございました。

スポンサー　木下　正明君
　鮫島八寿子さん
をご紹介します。
数カ月前に、私の
ところに「社会勉
強のためにロータ
リークラブかライ
オンズクラブに入
会したいのですけど、どこがいいのでしょうか」と聞
かれました。私が、ここが一番いいと思っているのに
他の所を紹介することはできません。鮫島先生の人柄
はよくわかっていることもあって、釧路ロータリーク
ラブに地元の方として第１号としてぜひお入りいただ
きたいと思いまして、荒井会長とスポンサーを務めさ
せていただいて、今回の入会の運びとなった次第です。
　鮫島先生は、若竹町で『やひろクリニック』の院長
をされております。「まる金寿司」の左斜め前の位置
関係があります。ほかにもいろいろ会社を経営されて
おります。ご趣味はゴルフをされるようです。旦那様
は札幌に在住で、お医者様をされております。あとは、
ご本人から自己紹介をしていただければと思います。
それではでは、鮫島さん、お願いします。

新入会員　鮫島八寿子君
　初めまして、鮫島
八寿子と申します。
よろしくお願いいた
します。私はずっと
釧路で育ちまして、
大学は東京に行きま
して、いろいろと見

聞を積んで北海道に戻ってきました。実家は村田商店
という餌（えさ）屋です。餌と村田牧場という第一次
産業を中心にやっているのですが、父と母が 13年前
に突然他界しまして、今、そちらの方の経営もしなが
ら、10年前に、加勢先生の所を居抜きで買いまして、
クリニックを開いた次第です。現在は、内科と在宅診
療として 24時間働いている形になります。いま、こ
ちらでご挨拶が終わりましたら患者さんのことで退席
させていただきます。本当に申し訳ございませんが、
こういう形で仕事をしております。

医者としての仕事は自分なりにも満足のいくものであ
りますが、北海道の今の第一次産業というのはかなり
厳しくて、餌のことでは私たちは大きいフィードワン
というとこから餌を買って、特約店として農家さんに
売っているのです。ただ、酪農関係はかなり疲弊して
いまして、離農される方が多く、その中でどのような
立ち位置で私が働いていけるか、いろんなことを提供
できるか、北海道の第一次産業をどうやって守ってい
くかを考えるにあたって、なかなか自分のキャリアで
は、経済とか社会とか、とても太刀打ちできるもので
はないということを常々実感しておりました。やはり
ロータリークラブでいろんな能力のある方にいろいろ
なことを学ばせていただきたいと思って木下先生に、
私のような若輩者が恥ずかしいのですけども、勉強さ
せてくださいとお願いして、今日に至っております。
これからいろいろと学びたいことも多いですし、ご相
談させていただくことも多いと思いますが、これから
どうぞよろしくお願いいたします。
釧路の歴史と伝統のあるこのような立派な会に入会さ
せていただきましたことを本当にありがたく思いま
す。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。あり
がとうございます。

歓迎の言葉　　荒井　　剛会長
　鮫島さん、ご入会おめでとうございます。今年度、
最後の例会ですが、次年度からまたどんどん参加して
いただければと思っております。
私自身は本業が弁護士で、スケジュール管理がなかな
か忙しくて、多忙ではあるのですけど、できる限りや
りくりして、ロータリークラブの例会に参加するよう
にしておりました。そういうことを続けた結果、本当
にいろんなことを学ぶことができましたし、成長する
ことができました。
ぜひ次年度、大変だと思うのですけども、時間の許す
限り、例会に参加していただいて、皆さんと交流いた
だいて、1日でも少しでも皆さんと触れ合って学んで
いただければと思っております。今後ともどうぞよろ
しくお願い申し上げます。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　親睦委員会の中島です。これよりキャンドルパー
ティーを開催させていただきます。
それでは開会のご挨拶を、クラブ運営委員会の天方大
副委員長にお願いしたいと思います。
天方君、よろしくお願いいたします。
　

クラブ運営委員会　天方　智順副委員長
　皆さま、こんばん
は。本年度、最後の
例会でございます。
荒井会長、横田幹事、
池田副会長、本当に
お疲れ様でございま
した。他の理事の皆

さん、何よりもメンバー全員の皆さま、本当に 1年間、
お疲れ様でございました。
今年 1年を振り返って、今日は楽しい夜にしていき
たいと思います。
以上、中島委員長が「1分以内で終わらせろ」と言っ
たので終わりにします。よろしくお願いいたします。

乾杯のご発声　髙橋　直人直前会長
　皆さん、こんばん
は。ご指名ですので、
乾杯のご挨拶をさせ
ていだきます。
荒井会長、三役の皆
さん、理事の皆さん、
各委員会メンバーの

皆さん、１年間の活動お疲れ様でした。
特に荒井会長におかれましては、本来であれば、直前
会長ということで、次年度を少しお休みできるのかな
と思いましたら、次年度、ガバナーノミニーというこ
とで、これから忙しい毎日がまた続くとは思います。
ロータリークラブのために、奉仕事業のため、頑張っ
ていただければと思います。私たちも応援しますので
どうぞよろしくお願いします。
最後になりますが、荒井会長の楽しい挨拶が聞けなく
なるということで、少し寂しいとは思いますが、次年
度会長、工藤会長に期待して乾杯したいと思います。
皆さん、乾杯のご唱和をお願いします。
荒井会長の帰港をお祝いして乾杯いたします。
（乾杯）
ありがとうございました。

出席 100 パーセント表彰
出席委員会　 水口　喜文委員長
　出席委員会の水口です。時間を少々いただきまして、
100％出席者の発表を行いたいと思います。
　対象者の皆さまには記念品を用意しておりますの
で、お名前をお呼びしますので、蝶ネクタイが素敵な
佐藤大委員長より、記念品を受け取ってください。
まずは、例会＋メークアップの出席率 100％です。
出席率の高い方からお呼びいたしますので記念品を受
け取ってください。
　まず、荒井剛君、おめでとうございます。横田英喜

君、日理一哉君、工藤彦夫君、西村智久君、佐藤貴之
君、市橋多佳丞君、杉村荘平君、八幡好洋君、池田一
己君、中島徳政君、石井孝行君、松井聖治君、村上祐
二君、白幡博君、佐々木俊和君、濱口憲太君、吉田潤
司君、髙橋直人君、脇弘幸君、青田敏治君、最後に石
田博司君。
以上が「例会＋メークアップ」の 100％達成者です。
おめでとうございます。
　最後に「例会 100％」の方ですが、今年は 48回の
例会がありました。その 48回全てに出られた方は 1
人いらっしゃいます。田中正己君です。おめでとうご
ざいます。

釧路ロータリークラブ例会出席率 100 パーセント受
賞者のコメント　田中　正己君
　皆さん、こんばん
は。今日はキャンド
ルパーということ
で、また、僕は平成
13年の２月に入会
しました。今日は入
会と例会出席 100％
ということで貴重なお品物をいただきました。本当に
ありがとうございます。
荒井会長、池田副会長、横田幹事、本当に 1年間ご
苦労様でした。また、皆さんとともに頑張っていきま
すのでよろしくお願いいたします。ありがとうござい
ます。

ご挨拶
釧路ロータリークラブ事務局員　小野田　伸子さん

　事務局の小野田で
す。1年間本当にあ
りがとうございまし
た。私は弟の東堂か
ら紹介をいただき去
年の４月に事務局に
入り、お世話になり

ました。早いもので 1年３カ月が経ちまして、本当
に皆さまには、いろんな場面でお世話になりました。
ありがとうございます。
　初めのころは、ロータリー用語で、皆さんの口から
出るのは横文字ばかりで、何を言っているのかちんぷ
んかんぷんでしたけど、その都度 Google 大先生に助
けていただきました。
まぁ、紹介してくれた弟からは「俺がいるから大丈夫
だ。幹事だから俺に何でも聞いてくれ」と俺に頼って
くれと言うばかりに、男らしいことを聞きましたので、
私も安心して入ったつもりなのです。ですけども、蓋
を開けたら、なんと７月で交代と。そんなことは聞い

ていなかったので、事務局の鍵を返された時には騙さ
れたのではないかなという感じに陥りました。
そんな中で、横田幹事には１年間、失敗も一緒に慰め
合い、成功した時にはお互いに褒め合いながら、二人
三脚で歩ませていただきました。本当に横田幹事あり
がとうございました。八幡幹事には、来年度お世話に
なりますけども、どうかよろしくお願いいたします。
ということで来年度も事務局の職員として皆さまのお
手伝いができるように頑張ってまいりたいと思います
ので、よろしくお願いいたします。
本当に一年、ありがとうございました。

ご挨拶
センチュリーキャッスルホテル　　　西澤様
　釧路ロータリーク
ラブの皆さん、こん
ばんは。私、ただい
まご紹介いただきま
した釧路センチュ
リーキャッスルホテ
ルの西澤です。
荒井会長を始め三役の皆さん、1年間、本当にお疲れ
様でございました。
　また、荒井会長には、レストランのランチご利用い
ただきまして本当にありがとうございます。
　釧路ロータリークラブの皆さんは 90周年の式典を
11月に控えておりまして、本当に次年度大変な 1年
になるのかなと思いますが工藤会長年度もどうぞよろ
しくお願いいたします。私たちも最大にバックアップ
をさせていただければと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。
本当に一年間、ありがとうございました。

（ご歓談中）

キャンドルサービス　三役の入場　　　　　　　　　
　　　　　　　
　この 1年間、世界平和のために活躍されました荒
井会長以下３名の三役が帰還をしてまいりました。皆
さま、大きな拍手でお願いいたします。

クラブ運営委員会　出席委員会　水口　喜文委員長
出席委員会の水口で
す。出席委員会と言
いながら、出席しな
い委員長で 1年間が
終わってしまいまし
た。本当に皆さんに
申し訳なかったで

す。

ただ、最低限の仕事として出席の報告とか、出席の集
計、そして今日の記念品の贈呈と、最低限のことだけ
をやらせてもらいました。
そんな中でも事務局の小野田さんには、きっちり毎回、
出席報告していただきまして、スムーズな集計ができ
ました。ただ、毎年皆さんが言っていますけど難しい
Excel に慣れるまでなかなか苦労して、最後はこれが
あったおかげで、きっちりと集計ができたと思います。
来年は松井君と聞いていますので、しっかりといいも
のを渡したいと思います。
1年間、皆さまのおかげで無事過ごすことができまし
た。来年はできる限り出席をして、少しでも貢献した
いと思っています。どうもありがとうございました。

プログラム委員会　濱口　憲太副委員長
　本日は藤井委員長
が出張ということ
で、副委員長の私が
代読をさせていただ
きます。
　私はこの 1年、プ
ログラム委員長を務

めました藤井敬亮です。今を迎えての感想を率直に言
いますと、意外と面白かったなということです。引き
受けた当初は、年間およそ 15コマを埋めなければな
らず、そんな人脈ないぞと不安にもなりましたが、荒
井会長をはじめ横田幹事、そして佐藤委員長、委員会
各メンバーの助けをいただき、相談しながらコマを埋
められました。
　内容は私の活動分野でもあります地域活動や福祉教
育にこだわらせていただきました。地域活動や福祉教
育の実践現場に近いお方を招いて、会員皆さまの地域
への寄り添いを深めたかったからです。結果は、委ね
るしかありませんが、私としては意外と面白かったな
という満足感でいっぱいです。
来月からはワンステップ上がって奉仕プロジェクト委
員長となります。不安しか感じませんが、できる限り
頑張ります。
この 1年間、ご協力、お付き合いくださいました皆
さま、例会にご出席いただいた会員皆さまに感謝を申
し上げます。ありがとうございました。
　
クラブ会報・雑誌・公共イメージ委員会　
　　　　八幡　好洋委員長

クラブ会報委員会の
八幡です。1年間、
メンバーの皆さん本
当にお世話なりまし
た。委員会のメン
バーの皆さんに、た

くさん助けていただいて本当にありがとうございまし
た。
クラブ会報委員会といいますと、写真を毎回記録取る
のが仕事でして、今回は吉井さんに担当いただいてい
るのですけれども、写真を撮るだけではなくて、実は、
毎週の例会記録が上がってきて、そのチェックをする
仕事があります。来年、幹事を担当させていただくの
ですが、その前年に、このクラブ会報を担当させてい
ただいて、いろいろ例会の流れを確認させていただく
機会をいただけたのは、本当にいい機会だったなと
思っています。ありがとうございます。
実は「来週、打ち上げ委員会を開催しよう」と関向副
委員長の発案で開催することとなったのですが、そこ
にほぼ全員のメンバーの皆さんが参加いただけること
になりましたので、最後にいい締めくくりができると
思っております。
一年、本当にありがとうございました。

会員増強･選考･職業分類委員会　市橋多佳丞副委員長
　会員増強の小野寺
委員長が本日、欠席
ということで代わり
に私からご報告をさ
せていただきます。
今、戻られた横田幹
事に確認をしました

けども、今年の年度当初は 103 名でスタートしまし
た。このクラブが現在 108 名になったということで
５名の増強に成功したとなっております。本当に皆さ
まのご協力に心より感謝を申し上げます。ありがとう
ございます。
　私は次年度以降も副会長という役職をいただいてお
りますので、しっかりとこの流れをさらに加速させて、
110 名以上を超えるような大きなクラブに皆さんと
ともに育てていきたいと思っております。ぜひ皆さま
のご協力を、来年度以降もよろしくお願いを申し上げ
まして、私からのご挨拶とさせていただきます。
本年一年、大変お世話なりました。ありがとうござい
ます。

クラブ研修委員会　滝越　康雄委員長
　クラブ研修委員会
は何に苦労したかと
いうと、炉辺会合で
の皆さんの人事異
動、配置、あの図面
に大変苦労しまし
た。どうやってやろ

うかと思ったら、自分の独断で人事異動しました。
まず、会員さんの分類したのです。会長経験者に、ボ

スに、愉快な人に、ちょっと癖のある人、新入会員、
そういうのを分類して、あっち、こっちやって、そう
して 100 何名配置をしなきゃならないのです。その
下書きをしたところで、横田幹事に渡したのです。そ
の下書きが表に出たものだから、大変な目に合いまし
た。２回、苦労していたのだけど、飲食店さんの話と
か、自分なりに楽しんでやらせてもらいました。来年、
この役をやる方には私がやったコツだったら教えます
ので、頑張ってください。
以上です。

社会奉仕委員会　木下　正明副委員長
　社会奉仕委員会は
湿原に子供たちを連
れて行って、ひがし
北海道釧路地域の良
さを知っていただく
事業をさせていただ
きました。３年継続

事業で、後藤年度から荒井年度まで３年間で 104 名
の小学生を湿原に連れて行きました。本当に、実際に
知らないのはわれわれ大人じゃないかなと思いまし
た。ビデオを何回か撮っているのですけど、一番喜ん
でいたのは私です。「うぇー」とか「わぁー」と言っ
ているのが私だったということです。
湿原って本当に地面がないと知っていました？　と前
も聞いたのですけど、湿原に地面が本当にないって
知っている人いますか？　
湿原って地面がないのですよ。草が浮いているだけな
ので、その上をみんな歩いているのですよ。だから、
行ってみないと絶対にわからないのです。
今年度も、来年度も、再来年度も、永遠に湿原ツアー
をやりますので、もしよかったら９月 26～ 27日に
皆さんご参加いただければ、「湿原に地面がない」と「谷
地眼に胴長ではいて入れる」体験ができますので、ぜ
ひよろしくお願いします。
一年間、本当にありがとうございました。

職業奉仕委員会 　残間　　巌委員長
　職業奉仕委員会の
残間です。ロータ
リーに入会して初め
ての委員長でしたけ
れども、職業例会と
いうことで２回、和
商さんとＮＨＫさん

にお邪魔させていただく計画をさせていただきまし
た。
　決めたのは荒井会長の強い意向で、ここに行く、こ
こに行く、というように決めてくださったので、私は

段取りをするだけです。かつ、和商は段取りだけをし
て、私は行けなかったという非常に残念なことをした
なと思っています。ＮＨＫのときは、皆さんが子供の
社会科見学同様に、ニュースブースの前に立ってパチ
パチと写真を撮っているのが非常に印象的でありまし
た。
　来期は、親睦の曽我部委員長の下、副委員長という
ことで、頑張らせていただきますが、曽我部委員長、私、
それから西田副委員長ですけども、誰も親睦を経験し
ていないのです。どうなるのだろうという不安の中で、
正副が今いろいろな打ち合わせしています。いろんな
失敗があると思いますけれども、大目に見ていただけ
れば幸いです。
一年間、どうもありがとうございました。

国際奉仕委員会　東堂　光春委員長
国際奉仕委員長の東
堂です。１年間、本
当にありがとうござ
いました。
前年度の村上委員長
から引き継ぎまし
て、台北中央ロータ

リークラブとの友好を図っていきました。16名の参
加ということで、英一さんと荒井会長には台湾ではお
世話になりました。
また、６月にタイのラチャブリロータリークラブに２
年連続で行かせていただきました。その時も英一さん
と荒井会長、ありがとうございました。
ということで台北中央ロータリークラブの事務局のア
ビーさんという方と仲良くなりまして、最後の最後に
ＬＩＮＥ友だちになって、友好を深めていたのですが、
次年度石井委員長に引き継ごうとした瞬間にアビーさ
んが７月に退任されるということで大変悲しいのです
が、僕は個人的に繋がっていきたいなと思っています。
一年間、ありがとうございました。

青少年奉仕委員会　岩田　信一委員長
　野球大会から始ま
りました。去年は高
校のグラウンドを使
いましたけれども、
今年は運動公園の大
きい球場でさせてい
ただきました。

　アイスホッケーのほうは無事に全国から集まって大
会ができることになりました。本当に参加協力いただ
きまして、ありがとうございます。
私は新入会員のとき以来、２年目からずっと社会奉仕
にいましたけども、来年はやっと抜けることができま

した。ありがとうございました。
一年間、どうもありがとうございます。
　
ロータリー財団寄付推進委員会　吉田　秀俊副委員長

　皆さん、こんばん
は。本日は堀委員長
が出張のため欠席し
ておりますが、委員
長から報告書を預
かっておりますの
で、副委員長の私か

ら報告させていただきます。
今年度ロータリー財団寄付推進委員会では、歴史と伝
統のある釧路ロータリークラブがこれまで以上に生き
生きと魅力のあるクラブとなるよう積極的に活動して
まいりました。会長方針であります「笑顔と誇りを胸
に挑戦するロータリー」を達成するために、また国際
交流事業を推進する上でも、ロータリー財団の内容や
その使い道などの情報を発信してまいりました。
　ロータリー財団への理解を図るため、寄付の推進や
認証ポイントの利用促進を中心に活動していく中で、
会員の皆様には大変ご協力をいただき、心より感謝い
たしております。また、昨年の 11月に開催されまし
た担当例会では、荒井会長からグローバル補助金につ
いてのその仕組みと今後の展開というテーマでご講演
をいただき、無事に終えることができました。
　荒井会長、委員会メンバー、そして全ての会員の皆
さん方に感謝申し上げ、活動報告させていただきます。
一年間、大変ありがとうございました。

米山記念奨学会委員会　代読　親睦活動委員会　中島
　徳政委員長
　次は米山記念奨学会委員長の米本さんですが、本日
欠席で文書が届いておりますので私の方から代読をさ
せていただきたいと思います。
米山記念奨学委員会の米本です。本日、所用により出
席できないことをお詫び申し上げます。本年度、当委
員会は二つの例会を担当させていただきました。ひと
つ目は、昨年 10月 16日、北見ロータリークラブの
帰山哲雄君と北見工業大学の留学生・テリゲルさんを
お呼びして講演をしていただきました。
この例会で米山留学生の実際の生活の様子や考え方な
どを理解していただけたのではないでしょうか。二つ
目は例年どおり開催された米山記念チャリティーコン
ペです。開催時期が変更になり寒くなりましたが、多
くの皆さまに参加していただき感謝しております。
以上、本年度の委員会の活動報告でした。委員会メン
バー並びにクラブの会員の皆さまにご協力いただきま
して、一年間、本当にありがとうございました。

嵯峨記念育英会委員会　脇　　弘幸委員長
　今年度、嵯峨記念
育英会委員会の委員
長です。いま考えた
のですけども、委員
長はクラブ研修委員
会の委員長から 5年
ぶりなのです。この

「委員長をやってくれ」という話がよくわからないの
ですけど、横田幹事からありがたいことに連絡をいた
だきました。
横田幹事が「脇さん、次年度嵯峨の委員長をお願いし
ます」と言うのです。私からは「いやぁ、そんな委員
長のポストもったいない。もっと若い人にやっても
らって。自分はサポートにしっかり回るから、このポ
ジションを若い人にやってもらってほしい」と言った
のです。そしたら横田幹事から、なんと、「いや、違
いますよ、脇さんが若手です」と。ちょっと待て、と。
そのように諭されましたよ、確かになぁ、人生 100
年といわれる時代ですから、60代なんてまだまだ若
手、小僧だ、ということで私も考えまして、「わかり
ました。横田さんありがとうございます。気持ちよく
引き受けさせていただきます」ということで私、今年
度、若手の 1人として、多くの委員長の活動をしっ
かりと進めてきましたので、これからまた次年度も若
手の 1人として、小僧寄りの中堅として、また 1年
間頑張っていきたいと思いますので、今年度は皆さま
のご協力をいただきまして本当にありがとうございま
した。
例会のことはよくわからなくて、何も言ってないので
すが、本当にありがとうございました。

親睦活動委員会　中島　徳政委員長
　最後にわれわれの
親睦活動委員会で
す。私から挨拶をさ
せていただきたいと
思います。
本当に１年間夜間例
会を設えさせていた

だきましてありがとうございます。大変たくさんの方
にお集まりいただいたと思っております。
脇君と同じ年の中島です。個人的に言いますと、私も
『鱗』のカウンターで荒井会長と横田幹事がいまして、
「親睦委員長が空いているのだけれど、どうだろう」
と言われて、酔った勢いで「はい」と言ったのがこの
結果になっております。1年間、夜間例会の設えをさ
せていただきました。本当にたくさんの方にご参加い
ただき、ありがとうございました。
親睦委員の皆さんには今回、すごく出席率も良く、委

員会もたくさん出席していただきました。各支店長さ
んには、本当に頑張っていただきました。それぞれ支
店長さん方には、例会の司会とかをひとつひとつ受け
持ってもらう形で、それぞれのタレント性も皆さんに
見ていただけたのではないかなと思っております。
１年間は本当にあっという間で、最後のキャンドルに
なりました。これでしばらく私はお休みに入りたいと
思っております。
本日も 65名の出席ということで大変多い出席と思い
ます。この例会、というかこの釧路クラブの例会をす
る楽しい雰囲気大好きです。今後ともよろしくお願い
いたしまして、一年間のお礼をさせていただきたいと
思います。
本当にありがとうございました。　

荒井　　剛会長　謝辞
　これが会長の挨拶として最後になると思います。５
分ぐらい喋りたいと思いますけど。
会長挨拶をするときに小野田さんが席に座っていて、
小野田さんを見ると、ずっとこっちを見ていて笑顔で
聞いていただいております。これから会長挨拶とかス
ピーチをされる方は小野田さんを見ながら喋っていた
だくと、本当にすごい気持ち良く喋ることできます。
本当に理解しているのか、知らないかよくわからない
ですけども、とにかく笑顔で、笑顔で笑ってくれてい
るのが本当に嬉しかったのです。来年以降もぜひ、笑っ
てください。
　１年間のお礼の挨拶ということで、本当にあっとい
う間の１年でした。2011年の３月10日にロータリー
クラブ入会しました。舟木さんが会長の時に舟木さん
に「幹事をやってくれないか」と声をかけていただき
ました。副会長は土橋さんです。当時を思い出すと、
毎週のように３人で集まって例会の打ち合わせをさせ
ていただきました。そのときの経験がありましたので、
ロータリーのこともわかりましたし、ロータリーのメ
ンバー皆さんのことも、それを通してわかるようにな
りました。本当にその時の経験があったからだと思い
ます。感謝申し上げます。
　その後、後藤パスト会長から会長を指名いただきま
して、自分に本当に会長ができるのだろうかと思って
いましたが、あっという間に１年が過ぎました。１年
過ぎて、会長という大役を何とか今日まで務めること
ができたかなと思っております。会長を指名していた
だきました後藤パスト会長に感謝申し上げます。後藤
パスト会長には、来年以降ますますお世話になると思
いますので、またよろしくお願い申し上げます。
　この会長指名を受けた後ですね、誰を幹事にするか
なと思った時にやっぱり真っ先に横田幹事を思い出し
ました。横田さんは舟木会長の時に、私が幹事で横田
さんは副幹事を務めておりました。そのときの雰囲気

とかもわかっておりましたので、見てのとおり、皆さ
んもわかっていると思うのですけども、明るくてとに
かく笑っている。トラブルをトラブルと思わないとい
うこともありますが、それが一番強いと思うのです。
なぜトラブルをトラブルと思わないのかというと、常
にトラブルに見舞われているからだと思うのですよ。
これが多分彼の強みであり、彼が成長する。それを受
けて私も何かあっても、彼がいれば何とかなるだろう
と思って、横田さんの事務所で「幹事を受けてくれな
いか」とお願いしたら。ロータリーのことですと言っ
たら、困ったなーと言いながらすごい笑顔で「わかり
ました」と言ってくれました。すごく嬉しかったです。
本当に心強かったです。
さっき、本人が言っていましたが、元々すごく親しかっ
たわけではないのですが、三役をとおして海外の国際
大会しかり、グローバル補助金贈呈式しっかり、台北
中央等の記念式典に参加するというのも、本当に心強
く、楽しく、一緒に楽しい時間を過ごしました。一緒
にダンスもしました。来年以降、これで会長が終わっ
たとしても、本当に一生の仲になるだろうなと思って
おります。本当にありがとうございました。
そして、副会長は、最初から池田さんにお願いしよう
と思って、池田さんに声をかけたところ、「どんな役
でも声かけていただければ、お手伝いしようと思って
いました」と言ってくれて本当に嬉しかったです。会
長として、幹事、副会長にこの人がいいなと思って声
かけて、ぱっと一発で返事していただいたことで本当
に勇気付けられました。
そして、池田副会長は例会もそうですし、理事会もそ
うですし、安定した司会、本当に助かりました。今年
１年の池田副会長は本業の方でスケジュールがすごく
忙しかったのです。そのスケジュールをやりくりして
いる中で、理事会、例会と参加していただきました。
本当にありがとうございました。
　亘理副幹事、前回もお話しましたが Facebook での
投稿、ＳＮＳだけではなくて、ソングリーダーを選び
頼むのも大変だったと思います。田坂さんが退会され
るまでは２人で一緒にやっていただきました。田坂さ
んにも、亘理さんにも、私と横田幹事で事務所の方に
お願いして「副幹事をお願いできないだろうか」と言っ
たことを思い出します。その時も「わかりました」と
本当に快く引き受けていただきました。そういったこ
とを思い出しながら、1年間やって、何とかここまで
来ることができました。
そして最後に、何よりも親睦委員会の中島さんをはじ
め、親睦委員会の皆さま、この準備のためにどれぐら
い時間かけていたのかなと思っております。何回も夜
間例化もありましたし。
他の委員会の委員長、メンバー、そして理事の方々も
本当に釧路ロータリークラブの事業のために考えて活

動していただいたと思っております。本当に例会に出
ていただける皆さまがいるからこそ、釧路ロータリー
クラブが歴史と伝統をそのまま続けて行けるのだろう
と思っております。
　会長をやって思っていたのが、釧路ロータリークラ
ブに入って続けていてよかったなと思えるのと、皆さ
んのことを本当にますます好きになっています。本当
に貴重な経験を私がすることができました。来年はい
よいよ釧路ロータリークラブ 90周年になります。工
藤エレクトに何とかこのバトンを渡して、来年は１メ
ンバーとしてますます釧路ロータリークラブを支えて
いきたいと思っております。
心より一年間のお礼を申し上げて、お礼の挨拶とさせ
いただきます。ありがとうございました。

ご挨拶
工藤　彦夫会長エレクト

　いま荒井会長から
バッチをいただきま
して、付けていただ
きました。大変重み
を感じております。
今の気持ちは、来年
90年ということで

不安と期待がいっぱいです。かつ、理事は経験が浅い
理事が結構多いので、それも不安なのですけども、全
力で理事が喜べる、そして皆さんも喜んでいただける
90周年にしたいと思います。
一年間、よろしくお願いします。

中締めの挨拶
後藤　公貴パスト会長

指名会長ということ
で一言ご挨拶と中締
めをさせていただき
ます。まずエピソー
ドをひとつ、短めに
お話させていただき
ます。

2024 年 8月に荒井君しかいないと思って会長指名の
連絡をさせていただきました。
荒井君に電話をして、「ちょっと相談したいことがあ
るのですけど」とお話をさせていただいたその次の日
かな、事務所に伺わせていただきましたら、相談ルー
ムに通していただきました。ずいぶん来ないなと思っ
たのですよ。そしたら六法全書を抱えて本人がやって
きました。そして「お店の調子が悪いのですか」と。
いや、お店のことではないのですと話しました。「奥
様となにか」。まぁ、かみさんに怒鳴られるとこを見
ていたのでしょう。ということで、ちょっと乗っかり



ました。「いやぁ、ちょっといろいろありましてね」
という笑い話で、その後に「実はロータリーの件で」
とお話をさせていただいて、数日後にご快諾をいただ
いたのでした。
本日、これだけ荒井君の最後のキャンドルパーティー
に集まっていただいたことは、私が言うまでもなく、
本当に 1年間、皆さんが楽しく過ごされたのだなと
思っています。
本当にこの空気を作っていただいた三役の皆さん、そ
して理事、役員の皆さん、そして今日も含めて楽しい
懇親の場を設えていただいた親睦活動委員会の皆さ
ん、そして全ての事業や全ての催しに参加をしていた
だいて、ご協力をいただいた会員の皆さまに心からお
疲れ様と申し上げたいと思っています。
　この熱い空気、この熱い盛り上がりをもって次年度、
工藤会長をしっかりと支えて90周年、そしてガバナー

補佐も輩出させていただくクラブ、西村ガバナー補佐
を輩出して、ＩＭもしっかり成功させると、大きな・
大きな目標を持って来年 1年間も釧路ロータリーク
ラブらしく活動を続けてまいりましょう。
　少々長くなりましたが、それでは一発で締めさせて
いただきたいなというふうに思います。ご起立をお願
いいたします。
　それでは本年 1年間の皆さまのご協力、そして荒
井会長を始め、三役の皆さまのご活躍、そして来年の
工藤会長を支えるという、しっかりとした覚悟を胸に、
一発で締めさせていただきます。お手を拝借、
（一本締め）

本日のニコニコ献金

■荒井　　剛君　一年間ありがとうございます。。心より感謝申し上げます。最高の一年でした。
■池田　一己君　一年間本当にありがとうございました温かなエールや見守り頂きました事に感謝です。
■横田　英喜君　拙い幹事報告にお付き合いありがとうございました。一年間貴重な経験をさせて頂きまし
　　　　　　　　た。
■舟木　　博君　一年間お疲れさまでした。次年度の大役頑張って下さい。
■後藤　公貴君　一年間　お疲れさまでした。
■中嶋　徳政君　一年間お世話になりました。
■佐藤・石井君　グッズ代金として
■日理　一哉君　一年間ありがとうございました。
■東堂　光春君　傘、頂きました。

今年度累計　　506,420 円　　


